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今
年
も
無
事
に
新

　

今
年
も
無
事
に
新

年
を
迎
え
る
こ
と
が

年
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
た
。
今
年
の
干

で
き
た
。
今
年
の
干

支
は
「
未
」
で
あ

支
は
「
未
」
で
あ

る
。
羊
は
往
々
に
し

る
。
羊
は
往
々
に
し

て
良
い
こ
と
に
例
え

て
良
い
こ
と
に
例
え

ら
れ
る
。
大
き
い
羊

ら
れ
る
。
大
き
い
羊

は
「
美
」
で
あ
り
、

は
「
美
」
で
あ
り
、

示
す
偏
を
付
け
れ
ば

示
す
偏
を
付
け
れ
ば

「
祥
」
に
な
る
。
ま
た
古
代

「
祥
」
に
な
る
。
ま
た
古
代

中
国
で
は
羊
肉
は
高
級
肉
で

中
国
で
は
羊
肉
は
高
級
肉
で

あ
っ
た
▼
古
く
か
ら
遊
牧
民

あ
っ
た
▼
古
く
か
ら
遊
牧
民

に
と
っ
て
重
要
な
家
畜
で
あ

に
と
っ
て
重
要
な
家
畜
で
あ

り
、
肉
や
毛
は
も
ち
ろ
ん
、

り
、
肉
や
毛
は
も
ち
ろ
ん
、

部
位
の
全
て
を
余
す
こ
と
な

部
位
の
全
て
を
余
す
こ
と
な

く
使
用
す
る
。
幼
羊
の
頃
か

く
使
用
す
る
。
幼
羊
の
頃
か

ら
家
族
同
様
に
育
て
ら
れ
た

ら
家
族
同
様
に
育
て
ら
れ
た

雄
羊
は
、
放
牧
の
際
、
群
羊

雄
羊
は
、
放
牧
の
際
、
群
羊

を
ま
と
め
る
リ
ー
ダ
ー
と
さ

を
ま
と
め
る
リ
ー
ダ
ー
と
さ

れ
る
。
幼
く
し
て
死
ん
だ
雄

れ
る
。
幼
く
し
て
死
ん
だ
雄

羊
を
家
屋
内
に
埋
葬
す
る
な

羊
を
家
屋
内
に
埋
葬
す
る
な

ど
、
そ
こ
に
は
羊
へ
の
思
い

ど
、
そ
こ
に
は
羊
へ
の
思
い

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
▼
ギ

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
▼
ギ

リ
シ
ア
神
話
で
は
王
子
王
女

リ
シ
ア
神
話
で
は
王
子
王
女

の
兄
妹
を
助
け
る
牡
羊
座
、

の
兄
妹
を
助
け
る
牡
羊
座
、

ア
ル
ゴ
ー
船
で
英
雄
た
ち
を

ア
ル
ゴ
ー
船
で
英
雄
た
ち
を

駆
り
立
て
た
金
毛
羊
が
思
い

駆
り
立
て
た
金
毛
羊
が
思
い

出
さ
れ
る
。
ま
た
キ
リ
ス
ト

出
さ
れ
る
。
ま
た
キ
リ
ス
ト

教
・
イ
ス
ラ
ム
教
に
お
い
て

教
・
イ
ス
ラ
ム
教
に
お
い
て

も
重
宝
さ
れ
る
と
共
に
、
象

も
重
宝
さ
れ
る
と
共
に
、
象

徴
的
で
身
近
な
存
在
に
も
な

徴
的
で
身
近
な
存
在
に
も
な

っ
て
い
る
▼

っ
て
い
る
▼
1818
世
紀
初
め
の

世
紀
初
め
の

日
本
の
百
科
事
典
『
和
漢
三

日
本
の
百
科
事
典
『
和
漢
三

才
図
会
』
に
は
、
羊
の
様
が

才
図
会
』
に
は
、
羊
の
様
が

詳
細
に
書
か
れ
て
い
る
も
の

詳
細
に
書
か
れ
て
い
る
も
の

の
、
家
畜
と
し
て
身
近
な
動

の
、
家
畜
と
し
て
身
近
な
動

物
に
な
る
の
は
明
治
時
代
以

物
に
な
る
の
は
明
治
時
代
以

降
。
江
戸
時
代
で
は
空
想
動

降
。
江
戸
時
代
で
は
空
想
動

物
と
大
差
な
く
、
干
支
か
ら

物
と
大
差
な
く
、
干
支
か
ら

得
る
姿
に
さ
ま
ざ
ま
な
思
い

得
る
姿
に
さ
ま
ざ
ま
な
思
い

を
馳
せ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う

を
馳
せ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う

▼
話
を
今
年
に
戻
せ
ば
、
戦

▼
話
を
今
年
に
戻
せ
ば
、
戦

後
7070
年
の
節
目
の
年
で
あ

年
の
節
目
の
年
で
あ

る
。
日
本
は

る
。
日
本
は
7070
年
間
戦
争
に

年
間
戦
争
に

加
担
し
な
か
っ
た
近
代
稀
に

加
担
し
な
か
っ
た
近
代
稀
に

み
る
平
和
な
時
期
を
過
ご
し

み
る
平
和
な
時
期
を
過
ご
し

て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
間

て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
間

に
も
多
く
の
災
害
に
見
舞
わ

に
も
多
く
の
災
害
に
見
舞
わ

れ
、
れ
、
2020
年
前
に
は
、
阪
神
淡

年
前
に
は
、
阪
神
淡

路
大
震
災
も
地
下
鉄
サ
リ
ン

路
大
震
災
も
地
下
鉄
サ
リ
ン

事
件
も
起
こ
っ
て
い
る
▼
こ

事
件
も
起
こ
っ
て
い
る
▼
こ

の
健
や
か
に
思
え
る
本
年
も

の
健
や
か
に
思
え
る
本
年
も

「
羊
頭
狗
肉
」
に
な
ら
ぬ
よ

「
羊
頭
狗
肉
」
に
な
ら
ぬ
よ

う
、
祈
る
思
い
で
あ
る
。
こ

う
、
祈
る
思
い
で
あ
る
。
こ

の
１
年
も
善
き
年
に
し
た

の
１
年
も
善
き
年
に
し
た

い
。
い
。

１月平成27年

御
歌
會

御
歌
會
初ハ

ジ
メ

ハ
ジ
メの

　

御ギ
ョ
ギ
ョ

座ザ

の
し
づ
け
き
に
、

の
し
づ
け
き
に
、

　
　

心
お
ど
ろ
く

　
　

心
お
ど
ろ
く

　
　
　

大
御
歌
の
こ
ゑ

　
　
　

大
御
歌
の
こ
ゑ

　
　
　
　

 

（「
遠
や
ま
ひ
こ
」）

（「
遠
や
ま
ひ
こ
」）

 

釈　

迢
空

「
春
歌
」

祭　

儀

▽
月
次
祭

▽
月
次
祭

　

２
月
２
日（
月
）　

午
前

　

２
月
２
日（
月
）　

午
前
1111
時　

神
殿

時　

神
殿

▽
建
国
記
念
祭

▽
建
国
記
念
祭

　

２
月

　

２
月
1111
日（
水
・
祝
）　

午
前

日（
水
・
祝
）　

午
前
1111
時　

神
殿

時　

神
殿

　

九
州
の
大
学
に
赴
任
し
て
４

　

九
州
の
大
学
に
赴
任
し
て
４

年
に
な
る
が
、
講
義
を
通
し
て

年
に
な
る
が
、
講
義
を
通
し
て

学
生
た
ち
か
ら
教
え
ら
れ
る
こ

学
生
た
ち
か
ら
教
え
ら
れ
る
こ

と
も
少
な
く
な
い
。
赴
任
し
て

と
も
少
な
く
な
い
。
赴
任
し
て

間
も
な
い
こ
ろ
、
年
中
行
事
の

間
も
な
い
こ
ろ
、
年
中
行
事
の

小
正
月
の
火
祭
り
に
つ
い
て
話

小
正
月
の
火
祭
り
に
つ
い
て
話

を
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
あ
る
学

を
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
あ
る
学

生
が
「
私
の
地
元
で
は
１
月
７

生
が
「
私
の
地
元
で
は
１
月
７

日
に
ホ
ウ
ケ
ン
ギ
ョ
ウ
と
い
う

日
に
ホ
ウ
ケ
ン
ギ
ョ
ウ
と
い
う

火
祭
り
を
し
ま
す
が
、
そ
れ
と

火
祭
り
を
し
ま
す
が
、
そ
れ
と

は
関
係
な
い
の
で
す
か
？
」
と

は
関
係
な
い
の
で
す
か
？
」
と

質
問
に
や
っ
て
き
た
。
関
東
出

質
問
に
や
っ
て
き
た
。
関
東
出

身
の
私
に
と
っ
て
は
、
小
正
月

身
の
私
に
と
っ
て
は
、
小
正
月

の
火
祭
り
と
い
え
ば

の
火
祭
り
と
い
え
ば
1414
日
も
し

日
も
し

く
は
く
は
1515
日
に
行
わ
れ
る
ト
ン
ド

日
に
行
わ
れ
る
ト
ン
ド

焼
き
や
左
義
長
の
こ
と
で
あ

焼
き
や
左
義
長
の
こ
と
で
あ

り
、
そ
れ
は
思
い
も
か
け
な
い

り
、
そ
れ
は
思
い
も
か
け
な
い

質
問
で
あ
っ
た
。
そ
も
そ
も

質
問
で
あ
っ
た
。
そ
も
そ
も

「
ホ
ウ
ケ
ン
ギ
ョ
ウ
」
と
い
う

「
ホ
ウ
ケ
ン
ギ
ョ
ウ
」
と
い
う

名
か
ら
し
て
聞
き
な
れ
な
い
言

名
か
ら
し
て
聞
き
な
れ
な
い
言

葉
で
あ
る
。

葉
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
早
速
調
べ
て
み
る

　

そ
こ
で
早
速
調
べ
て
み
る

と
、
確
か
に
福
岡
の
筑
前
・
筑

と
、
確
か
に
福
岡
の
筑
前
・
筑

後
地
方
と
佐
賀
県
西
部
に
か
け

後
地
方
と
佐
賀
県
西
部
に
か
け

て
の
広
い
地
域
で
、
７
日
に
ホ

て
の
広
い
地
域
で
、
７
日
に
ホ

ウ
ケ
ン
ギ
ョ
ウ
（
ホ
ッ
ケ
ン
ギ

ウ
ケ
ン
ギ
ョ
ウ
（
ホ
ッ
ケ
ン
ギ

ョ
ウ
と
も
）
と
い
う
火
祭
り
が

ョ
ウ
と
も
）
と
い
う
火
祭
り
が

行
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
小
正

行
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
小
正

ダウンロードと使い方

スマホをかざすと学報が動く!

❶  iPhoneは「App Store」、Android端末は「Google Play」を開き「検索」を
タップ。
❷  検索窓に「かざすンAR」と入力し検索。
❸  検索結果から「かざすンAR」を選択します。
❹   《iPhone》「無料」ボタンを押すと「インストール」と表示され、インス
トールボタンをタップするとパスワード入力画面が表示されます。ご自分
の「Apple ID」とパスワードを入力し「OK」ボタンを押すと、自動的にインス
トールされます。
　   《Android》「インストール」ボタンをタップするとダウンロードが始まり
「インストール済み」と表示されると完了です。
❺  位置情報を利用しますか？と表示されるので「OK」ボタンを押します。数
秒立ってカメラモードになり、画像を読み取れるようになります。

アプリを
ダウンロード
（無料）

◇ iOS４以上を搭載したiPhone、iPadおよびAndroid OS2.2以上を搭載
したAndroidに対応しています（一部対応していない端末もあります）。
◇ ダウンロードは無料ですが、通信に費用がかかる場合があります。
◇ 通信環境によって、写真にかざした後、コンテンツが再生されるまで時
間がかかる場合があります。

ご 利 用 端 末 に つ い て

左のマークが付いた写
真などにスマホをかざ
してみましょう

QRコードを読み込
める機種では右の
QRコードからかざ
すンARの無料アプ
リを入手できます。

　

歳
旦
祭
（
斎
主
・
大
野
靖
仁

　

歳
旦
祭
（
斎
主
・
大
野
靖
仁

神
道
研
修
事
務
部
長
）
が
、
１

神
道
研
修
事
務
部
長
）
が
、
１

月
１
日
午
前

月
１
日
午
前
1111
時
か
ら
渋
谷
キ

時
か
ら
渋
谷
キ

ャ
ン
パ
ス
の
神
殿
で
執
り
行
わ

ャ
ン
パ
ス
の
神
殿
で
執
り
行
わ

れ
、
坂
口
𠮷
一
理
事
長
、
赤
井

れ
、
坂
口
𠮷
一
理
事
長
、
赤
井

益
久
学
長
を
は
じ
め
、
本
法
人

益
久
学
長
を
は
じ
め
、
本
法
人

傘
下
諸
学
校
の
役
教
職
員
・
学

傘
下
諸
学
校
の
役
教
職
員
・
学

生
な
ど
が
参
列
し
た
。
そ
の

生
な
ど
が
参
列
し
た
。
そ
の

後
、
若
木
タ
ワ
ー
の
有
栖
川
宮

後
、
若
木
タ
ワ
ー
の
有
栖
川
宮

記
念
ホ
ー
ル
で
直
会
（
新
年
祝

記
念
ホ
ー
ル
で
直
会
（
新
年
祝

賀
会
）
が
開
催
さ
れ
た
。

賀
会
）
が
開
催
さ
れ
た
。

　

第

　

第
9191
回
東
京
箱
根
間
往
復
大

回
東
京
箱
根
間
往
復
大

学
駅
伝
競
走
（
関
東
学
生
陸
上

学
駅
伝
競
走
（
関
東
学
生
陸
上

競
技
連
盟
主
催
）
が
、
１
月
２

競
技
連
盟
主
催
）
が
、
１
月
２

日
（
往
路
：
１
０
７
・
５
㎞
）

日
（
往
路
：
１
０
７
・
５
㎞
）

・
３
日
（
復
路
：
１
０
９
・
６

・
３
日
（
復
路
：
１
０
９
・
６

㎞
）
に

㎞
）
に 

（
両
日
と
も
午
前
８
時

（
両
日
と
も
午
前
８
時

開
始
）、

開
始
）、 

大
手
町
・
読
売
新
聞

大
手
町
・
読
売
新
聞

社
前
か
ら
箱
根
・
芦
ノ
湖
駐
車

社
前
か
ら
箱
根
・
芦
ノ
湖
駐
車

場
ま
で
の
往
復
コ
ー
ス
で
、

場
ま
で
の
往
復
コ
ー
ス
で
、
2020

大
学
と
オ
ー
プ
ン
参
加
の
関
東

大
学
と
オ
ー
プ
ン
参
加
の
関
東

学
生
連
合
チ
ー
ム
を
加
え
た

学
生
連
合
チ
ー
ム
を
加
え
た
2121

チ
ー
ム
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。

チ
ー
ム
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。

２
大
会
で
シ
ー
ド
権
を
逃
し
、

２
大
会
で
シ
ー
ド
権
を
逃
し
、

昨
年
昨
年
1010
月
の
予
選
会
を
２
位
で

月
の
予
選
会
を
２
位
で

通
過
し
た
本
学
陸
上
競
技
部

通
過
し
た
本
学
陸
上
競
技
部

（
大
森
俊
夫
部
長
・
前
田
康
弘

（
大
森
俊
夫
部
長
・
前
田
康
弘

トンドヤキ
14日

トンドヤキ
14日

トンドヤキ
14日

鬼火
７日
鬼火
７日
鬼火
７日

鬼火
７日
鬼火
７日
鬼火
７日

ホウケンギョウ
７日

ホウケンギョウ
７日

ホウケンギョウ
７日

れ
る
こ
と
は
決
し
て
珍
し
く
な

れ
る
こ
と
は
決
し
て
珍
し
く
な

い
の
で
あ
る
。

い
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
こ
の
「
ホ
ウ
ケ
ン
ギ

　

ま
た
、
こ
の
「
ホ
ウ
ケ
ン
ギ

ョ
ウ
」
と
い
う
行
事
名
称
に
つ

ョ
ウ
」
と
い
う
行
事
名
称
に
つ

い
て
は
、
元
々
は
「
法
華
の

い
て
は
、
元
々
は
「
法
華
の

行
」
を
意
味
す
る
呼
び
名
で
あ

行
」
を
意
味
す
る
呼
び
名
で
あ

り
、
仏
教
の
修
正
会
結
願
に
行

り
、
仏
教
の
修
正
会
結
願
に
行

わ
れ
た
追
儺
の
火
た
き
に
ル
ー

わ
れ
た
追
儺
の
火
た
き
に
ル
ー

ツ
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
ま

ツ
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
ホ
ウ
ケ
ン
ギ
ョ
ウ
の
分
布
が

た
ホ
ウ
ケ
ン
ギ
ョ
ウ
の
分
布
が

天
満
宮
の
分
布
と
重
な
っ
て
い

天
満
宮
の
分
布
と
重
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
大
宰
府
安
楽
寺

る
こ
と
か
ら
、
大
宰
府
安
楽
寺

の
影
響
下
に
追
儺
の
行
事
が
民

の
影
響
下
に
追
儺
の
行
事
が
民

俗
行
事
化
し
た
も
の
で
は
な
い

俗
行
事
化
し
た
も
の
で
は
な
い

か
と
い
う
説
も
あ
る
。

か
と
い
う
説
も
あ
る
。

　

さ
ら
に
興
味
深
い
こ
と
に

　

さ
ら
に
興
味
深
い
こ
と
に

は
、
こ
の
ホ
ウ
ケ
ン
ギ
ョ
ウ
を

は
、
こ
の
ホ
ウ
ケ
ン
ギ
ョ
ウ
を

行
う
地
域
の
一
部
で
は
、
小
正

行
う
地
域
の
一
部
で
は
、
小
正

月
の
火
祭
り
（
ト
ン
ド
・
左
義

月
の
火
祭
り
（
ト
ン
ド
・
左
義

長
）
も
行
わ
れ
て
い
る
。
つ
ま

長
）
も
行
わ
れ
て
い
る
。
つ
ま

り
正
月
の
火
祭
り
が
２
度
繰
り

り
正
月
の
火
祭
り
が
２
度
繰
り

返
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ

返
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ

監
督
）
は
、
５
年
連
続
９
回
目

監
督
）
は
、
５
年
連
続
９
回
目

の
箱
根
路
に
挑
ん
だ
。

の
箱
根
路
に
挑
ん
だ
。

歳
旦
祭
を
斎
行

箱
根
駅
伝

復
路
の
追
い
上
げ
届
か
ず
総
合
14
位

北
部
九
州
の
正
月
行
事

九
州
産
業
大
学 

准
教
授

須
永　

敬

ホ
ウ
ケ
ン
ギ
ョ
ウ

左
の
写
真
に
ス
マ
ホ
を
か
ざ
す
と
、「
箱
根
駅
伝
」

の
動
画
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

区間６位の主将・湯川智史君（10区・新八ツ山橋）

ケ
ン
ギ
ョ
ウ
の
火
に
当
た
る
と

ケ
ン
ギ
ョ
ウ
の
火
に
当
た
る
と

長
生
き
で
き
る
、
ヒ
ビ
や
ア
カ

長
生
き
で
き
る
、
ヒ
ビ
や
ア
カ

ギ
レ
を
し
な
い
な
ど
と
言
わ
れ

ギ
レ
を
し
な
い
な
ど
と
言
わ
れ

る
。
ま
た
、
竹
が
弾
け
る
音
が

る
。
ま
た
、
竹
が
弾
け
る
音
が

大
き
い
と
そ
の
年
は
万
作
に
な

大
き
い
と
そ
の
年
は
万
作
に
な

る
と
も
言
わ
れ
る
。
昔
は
こ
の

る
と
も
言
わ
れ
る
。
昔
は
こ
の

火
種
を
家
に
持
ち
帰
っ
て
火
鉢

火
種
を
家
に
持
ち
帰
っ
て
火
鉢

の
埋
め
火
と
し
て
使
う
と
火
事

の
埋
め
火
と
し
て
使
う
と
火
事

に
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
た
。

に
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
行
事
内
容
や

　

こ
の
よ
う
に
、
行
事
内
容
や

そ
の
伝
承
は
、
小
正
月
の
火
祭

そ
の
伝
承
は
、
小
正
月
の
火
祭

り
と
極
め
て
似
て
い
る
。
で
は

り
と
極
め
て
似
て
い
る
。
で
は

九
州
の
他
の
地
域
は
ど
う
で
あ

九
州
の
他
の
地
域
は
ど
う
で
あ

ろ
う
か
。
佐
賀
県
か
ら
長
崎
県

ろ
う
か
。
佐
賀
県
か
ら
長
崎
県

に
か
け
て
は
、
や
は
り
同
様
の

に
か
け
て
は
、
や
は
り
同
様
の

「
鬼
火
」
と
い
う
行
事
が
７
日

「
鬼
火
」
と
い
う
行
事
が
７
日

に
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
熊

に
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
熊

本
県
の
南
部
か
ら
鹿
児
島
県
と

本
県
の
南
部
か
ら
鹿
児
島
県
と

宮
崎
県
の
一
部
に
か
け
て
も
や

宮
崎
県
の
一
部
に
か
け
て
も
や

は
り
７
日
に
鬼
火
の
行
事
が
行

は
り
７
日
に
鬼
火
の
行
事
が
行

わ
れ
て
い
る
。
九
州
に
お
い
て

わ
れ
て
い
る
。
九
州
に
お
い
て

は
１
月
７
日
に
火
祭
り
が
行
わ

は
１
月
７
日
に
火
祭
り
が
行
わ

月
の
ト
ン
ド
焼
き
や
左
義
長
に

月
の
ト
ン
ド
焼
き
や
左
義
長
に

類
似
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が

類
似
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が

分
か
っ
た
。

分
か
っ
た
。

　

例
え
ば
、
福
岡
県
筑

　

例
え
ば
、
福
岡
県
筑

前
町
で
行
わ
れ
る
ホ

前
町
で
行
わ
れ
る
ホ

ウ
ケ
ン
ギ
ョ
ウ
で
は
、

ウ
ケ
ン
ギ
ョ
ウ
で
は
、

１
月
６
日
の
夜
、
道
の

１
月
６
日
の
夜
、
道
の

辻
や
田
ん
ぼ
の
中
な
ど

辻
や
田
ん
ぼ
の
中
な
ど

の
決
め
ら
れ
た
場

の
決
め
ら
れ
た
場

所
に
、
子
供
た
ち

所
に
、
子
供
た
ち

が
孟
宗
竹
の
高
柱

が
孟
宗
竹
の
高
柱

を
中
心
に
竹
や
藁

を
中
心
に
竹
や
藁

を
寄
せ
掛
け
て
大

を
寄
せ
掛
け
て
大

き
な
作
り
物
を
作

き
な
作
り
物
を
作

る
。
翌
７
日
の
早
朝
、

る
。
翌
７
日
の
早
朝
、

こ
れ
に
正
月
の
注
連
飾
や
栗

こ
れ
に
正
月
の
注
連
飾
や
栗

箸
、
御
札
、
書
初
め
な
ど
を
加

箸
、
御
札
、
書
初
め
な
ど
を
加

え
て
火
を
つ
け
、
そ
の
火

え
て
火
を
つ
け
、
そ
の
火

で
正
月
に
供
え
た
餅
を

で
正
月
に
供
え
た
餅
を

焼
い
て
食
べ
る
。
ホ
ウ

焼
い
て
食
べ
る
。
ホ
ウ

の
よ
う
な
現
象
に
つ
い
て
、
民

の
よ
う
な
現
象
に
つ
い
て
、
民

俗
学
者
の
小
野
重
朗
は
、
元
々

俗
学
者
の
小
野
重
朗
は
、
元
々

九
州
に
あ
っ
た
７
日
の
火
祭
り

九
州
に
あ
っ
た
７
日
の
火
祭
り

（
ホ
ウ
ケ
ン
ギ
ョ
ウ
・
鬼
火
）の

（
ホ
ウ
ケ
ン
ギ
ョ
ウ
・
鬼
火
）の

文
化
に
、

文
化
に
、
1414
日
の
火
祭
り
（
ト

日
の
火
祭
り
（
ト

ン
ド
・
左
義
長
）
と
い
う
本
州

ン
ド
・
左
義
長
）
と
い
う
本
州

の
文
化
が
新
た
に
入
り
込
ん
だ

の
文
化
が
新
た
に
入
り
込
ん
だ

こ
と
に
よ
っ
て
起
こ
っ
た
の
で

こ
と
に
よ
っ
て
起
こ
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
。

は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
。

１
月
の
７
日
と

１
月
の
７
日
と
1414
日
の
２
度
に

日
の
２
度
に

わ
た
っ
て
火
祭
り
を
行
う
地
域

わ
た
っ
て
火
祭
り
を
行
う
地
域

は
、
九
州
の
文
化
と
本
州
の
文

は
、
九
州
の
文
化
と
本
州
の
文

化
と
が
共
存
し
て
い
る
地
域
と

化
と
が
共
存
し
て
い
る
地
域
と

言
い
換
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

言
い
換
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

　

し
か
し
、
時
代
の
流
れ
と
い

　

し
か
し
、
時
代
の
流
れ
と
い

う
も
の
も
あ
る
。
か
つ
て
は
子

う
も
の
も
あ
る
。
か
つ
て
は
子

供
た
ち
が
準
備
を
し
て
い
た
行

供
た
ち
が
準
備
を
し
て
い
た
行

事
も
、
現
在
で
は
地
域
の
年
輩

事
も
、
現
在
で
は
地
域
の
年
輩

の
役
員
た
ち
が
担
っ
て
い
る
。

の
役
員
た
ち
が
担
っ
て
い
る
。

ま
た
、
７
日
と

ま
た
、
７
日
と
1414
日
の
２
度
は

日
の
２
度
は

負
担
だ
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の

負
担
だ
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の

間
の
日
曜
日
に
１
回
に
ま
と
め

間
の
日
曜
日
に
１
回
に
ま
と
め

て
行
な
う
と
い
う
地
区
も
あ

て
行
な
う
と
い
う
地
区
も
あ

る
。
民
俗
行
事
の
合
理
化
や
効

る
。
民
俗
行
事
の
合
理
化
や
効

率
化
は
、
行
事
を
未
来
に
つ
な

率
化
は
、
行
事
を
未
来
に
つ
な

げ
る
た
め
に
行
わ
れ
る
の
で
あ

げ
る
た
め
に
行
わ
れ
る
の
で
あ

る
が
、
そ
の
反
面
、
地
域
の
歴

る
が
、
そ
の
反
面
、
地
域
の
歴

史
と
文
化
を
知
る
上
で
の
貴
重

史
と
文
化
を
知
る
上
で
の
貴
重

な
伝
承
が
失
わ
れ
る
と
い
う
一

な
伝
承
が
失
わ
れ
る
と
い
う
一

面
も
持
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

面
も
持
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
民
俗
行
事
に
ま
つ
わ
る
ジ
レ

な
民
俗
行
事
に
ま
つ
わ
る
ジ
レ

ン
マ
は
、
な
に
も
九
州
の
正
月

ン
マ
は
、
な
に
も
九
州
の
正
月

行
事
だ
け
で
な
く
、
現
代
日
本

行
事
だ
け
で
な
く
、
現
代
日
本

の
多
く
の
民
俗
行
事
が
抱
え
る

の
多
く
の
民
俗
行
事
が
抱
え
る

共
通
の
現
象
と
い
え
よ
う
。

共
通
の
現
象
と
い
え
よ
う
。

九州の正月火祭り
の分布（小野重朗
『十五夜綱引きの
研究』より一部改
変して引用）

筑
前
町
東
小
田
下
区
の
ホ
ウ
ケ
ン
ギ
ョ
ウ

 

（
筑
前
町
教
育
委
員
会
提
供
）

　

本
学
最
高
の
８
位
以
内
を
目

　

本
学
最
高
の
８
位
以
内
を
目

指
し
た
同
部
は
、
総
合

指
し
た
同
部
は
、
総
合
1414
位
、
位
、

３
大
会
ぶ
り
の
シ
ー
ド
権
奪
還

３
大
会
ぶ
り
の
シ
ー
ド
権
奪
還

は
な
ら
な
か
っ
た
。
総
合
成
績

は
な
ら
な
か
っ
た
。
総
合
成
績

は
、
は
、
1111
時
間
時
間
1818
分
1212
秒
で
秒
で
1414
位

（
往
路
：
５
時
間

（
往
路
：
５
時
間
4242
分
4848
秒
・
秒
・

1919
位
、
復
路
：
５
時
間

位
、
復
路
：
５
時
間
3535
分
2424

秒
・
秒
・
1111
位
）。
次
回
大
会
は
予

位
）。
次
回
大
会
は
予

選
会
か
ら
の
挑
戦
と
な
る
。

選
会
か
ら
の
挑
戦
と
な
る
。

　

大
会
終
了
直
後
に
大
手
町
で

　

大
会
終
了
直
後
に
大
手
町
で

行
わ
れ
た
報
告
会
で
前
田
監
督

行
わ
れ
た
報
告
会
で
前
田
監
督

は「
シ
ー
ド
権
を
奪
還
で
き
ず

は「
シ
ー
ド
権
を
奪
還
で
き
ず

申
し
訳
な
い
。来
年
は
シ
ー
ド

申
し
訳
な
い
。来
年
は
シ
ー
ド

を
取
ら
せ
て
あ
げ
た
い
。明
日

を
取
ら
せ
て
あ
げ
た
い
。明
日

か
ら
練
習
だ
」と
振
り
返
っ
た
。

か
ら
練
習
だ
」と
振
り
返
っ
た
。

（
８
面
に
詳
細
）



　

国
学
院
大
学
の
平
成

　

国
学
院
大
学
の
平
成
2727
年
度
年
度

派
遣
研
究
員
・
研
究
課
題
・
派

派
遣
研
究
員
・
研
究
課
題
・
派

遣
期
間
・
派
遣
先
が
決
定
し

遣
期
間
・
派
遣
先
が
決
定
し

た
。
詳
細
は
次
の
と
お
り
。

た
。
詳
細
は
次
の
と
お
り
。

◆
国
内
派
遣
研
究
員
◇
文
学
部

◇
文
学
部

▼
佐
藤
長
門
教
授
▽
日
本
古
代

▼
佐
藤
長
門
教
授
▽
日
本
古
代

王
権
の
権
力
形
態
の
歴
史
的
変

王
権
の
権
力
形
態
の
歴
史
的
変

遷
、
日
本
古
代
に
お
け
る
密
教

遷
、
日
本
古
代
に
お
け
る
密
教

導
入
と
入
唐
僧
、
平
安
期
に
お

導
入
と
入
唐
僧
、
平
安
期
に
お

け
る
即
位
儀
礼
と
譲
位
形
態
▽

け
る
即
位
儀
礼
と
譲
位
形
態
▽

国
立
国
会
図
書
館
、
宮
内
庁
書

国
立
国
会
図
書
館
、
宮
内
庁
書

陵
部
陵
部 

他
▽
平
成

他
▽
平
成
2727
年
４
月
１

年
４
月
１

日
〜
平
成

日
〜
平
成
2828
年
３
月

年
３
月
3131
日
◇
法

日
◇
法

学
部
▼
坂
本
一
登
教
授
▽
伊
藤

学
部
▼
坂
本
一
登
教
授
▽
伊
藤

博
文
の
伝
記
的
研
究
、
中
国
の

博
文
の
伝
記
的
研
究
、
中
国
の

台
頭
と
ア
ジ
ア
の
変
容
▽
東
京

台
頭
と
ア
ジ
ア
の
変
容
▽
東
京

大
学
、
国
立
国
会
図
書
館

大
学
、
国
立
国
会
図
書
館 

他

▽
平
成

▽
平
成
2727
年
４
月
１
日
〜
平
成

年
４
月
１
日
〜
平
成

2828
年
３
月

年
３
月
3131
日
◇
経
済
学
部
▼

日
◇
経
済
学
部
▼

紺
井
博
則
教
授
▽

紺
井
博
則
教
授
▽
0808
年
世
界
金

年
世
界
金

融
危
機
前
後
の
国
際
的
過
剰
貨

融
危
機
前
後
の
国
際
的
過
剰
貨

幣
資
本
の
動
向
に
関
す
る
理
論

幣
資
本
の
動
向
に
関
す
る
理
論

的
、
実
証
的
研
究
▽
国
学
院
大

的
、
実
証
的
研
究
▽
国
学
院
大

学
経
済
学
部
９
０
３
研
究
室

学
経
済
学
部
９
０
３
研
究
室 

他
▽
平
成

他
▽
平
成
2727
年
４
月
１
日
〜
平

年
４
月
１
日
〜
平

成
2828
年
３
月

年
３
月
3131
日
▼
中
馬
祥
子

日
▼
中
馬
祥
子

教
授
▽
資
本
主
義
世
界
経
済
の

教
授
▽
資
本
主
義
世
界
経
済
の

中
の
非
市
場
労
働
：「
広
義
の

中
の
非
市
場
労
働
：「
広
義
の

経
済
」
の
中
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
差

経
済
」
の
中
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
差

別
▽
東
京
大
学
大
学
院
総
合
文

別
▽
東
京
大
学
大
学
院
総
合
文

化
研
究
科
・
経
済
学
研
究
科
▽

化
研
究
科
・
経
済
学
研
究
科
▽

平
成
平
成
2727
年
４
月
１
日
〜
平
成

年
４
月
１
日
〜
平
成
2828

年
３
月

年
３
月
3131
日
◇
神
道
文
化
学
部

日
◇
神
道
文
化
学
部

▼
加
瀬
直
弥
准
教
授
▽
古
代
・

▼
加
瀬
直
弥
准
教
授
▽
古
代
・

中
世
神
社
祭
祀
儀
礼
の
具
体
像

中
世
神
社
祭
祀
儀
礼
の
具
体
像

に
関
す
る
研
究
▽
国
立
公
文
書

に
関
す
る
研
究
▽
国
立
公
文
書

館
、
国
立
国
会
図
書
館
、
東
京

館
、
国
立
国
会
図
書
館
、
東
京

大
学
史
料
編
纂
所
▽
平
成

大
学
史
料
編
纂
所
▽
平
成
2727
年

４
月
１
日
〜
平
成

４
月
１
日
〜
平
成
2828
年
３
月

年
３
月
3131

日◆
国
外
派
遣
研
究
員
◇
文
学
部

◇
文
学
部

▼
須
永
和
之
教
授
▽
フ
ラ
ン
ス

▼
須
永
和
之
教
授
▽
フ
ラ
ン
ス

の
学
校
図
書
館
の
活
動
と
担
当

の
学
校
図
書
館
の
活
動
と
担
当

教
員
ド
キ
ュ
マ
ン
タ
リ
ス
ト
教

教
員
ド
キ
ュ
マ
ン
タ
リ
ス
ト
教

員
の
養
成
▽

員
の
養
成
▽
レ
ン
ヌ
第
２
大
学

レ
ン
ヌ
第
２
大
学

・
教
職
大
学
院　

他
▽
平
成

・
教
職
大
学
院　

他
▽
平
成
2727

年
４
月
１
日
〜
平
成

年
４
月
１
日
〜
平
成
2727
年
９
月

年
９
月

3030
日
◇
法
学
部
▼
鈴
木
達
次
教

日
◇
法
学
部
▼
鈴
木
達
次
教

授
▽
生
命
保
険
契
約
と
被
保
険

授
▽
生
命
保
険
契
約
と
被
保
険

利
益
▽
サ
ウ
サ
ン
プ
ト
ン
大
学

利
益
▽
サ
ウ
サ
ン
プ
ト
ン
大
学

▽
平
成

▽
平
成
2727
年
1010
月
１
日
〜
平
成

月
１
日
〜
平
成

2828
年
９
月

年
９
月
3030
日
◇
人
間
開
発
学

日
◇
人
間
開
発
学

部
▼
山
田
佳
弘
教
授
▽
ヨ
ー
ロ

部
▼
山
田
佳
弘
教
授
▽
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
地
域
に
お
け
る
弓
道
の
普

ッ
パ
地
域
に
お
け
る
弓
道
の
普

及
状
況
調
査
、
イ
ギ
リ
ス
・
フ

及
状
況
調
査
、
イ
ギ
リ
ス
・
フ

ラ
ン
ス
・
ド
イ
ツ
弓
道
連
盟
を

ラ
ン
ス
・
ド
イ
ツ
弓
道
連
盟
を

中
心
と
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
弓
道

中
心
と
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
弓
道

連
盟
加
盟
団
体
に
お
け
る
初
心

連
盟
加
盟
団
体
に
お
け
る
初
心

者
指
導
の
現
状
調
査
、
各
国
に

者
指
導
の
現
状
調
査
、
各
国
に

お
け
る
武
道
及
び
弓
道
の
認
識

お
け
る
武
道
及
び
弓
道
の
認
識

調
査
、
各
国
行
政
機
関
に
お
け

調
査
、
各
国
行
政
機
関
に
お
け

る
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
調
査
▽
オ

る
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
調
査
▽
オ

ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
ボ
ド
リ

ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
ボ
ド
リ

ア
ン
図
書
館
、
イ
ギ
リ
ス
弓
道

ア
ン
図
書
館
、
イ
ギ
リ
ス
弓
道

連
盟
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
弓
道
連
盟

連
盟
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
弓
道
連
盟

▽
平
成

▽
平
成
2727
年
４
月
１
日
〜
平
成

年
４
月
１
日
〜
平
成

2828
年
３
月

年
３
月
3131
日
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Ｌ
Ｌ
Ｃ　

Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ａ　

　

Ｌ
Ｌ
Ｃ　

Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ａ　

Ｏ
Ｆ
Ｆ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
主
催
に
よ
る
在
学
生

Ｏ
Ｆ
Ｆ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
主
催
に
よ
る
在
学
生

を
対
象
に
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が

を
対
象
に
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が

昨
年
昨
年
1212
月
4
日
に
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
キ

日
に
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
キ

ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
た
。

ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
た
。

　

同
オ
フ
ィ
ス
は
、

　

同
オ
フ
ィ
ス
は
、
1111
月
に
正
課
授

月
に
正
課
授

業
外
で
在
学
生
の
自
主
的
な
外
国
語

業
外
で
在
学
生
の
自
主
的
な
外
国
語

学
修
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
目
的
で
開
設

学
修
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
目
的
で
開
設

さ
れ
た
施
設
で
、
開
設
後
初
め
て
開

さ
れ
た
施
設
で
、
開
設
後
初
め
て
開

か
れ
た
今
回
の
開
設
記
念
ワ
ー
ク
シ

か
れ
た
今
回
の
開
設
記
念
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
に
は

ョ
ッ
プ
に
は
5050
人
以
上
が
参
加
し

人
以
上
が
参
加
し

た
。
た
。

　

開
始
に
あ
た
っ
て
、
教
育
開
発
推

　

開
始
に
あ
た
っ
て
、
教
育
開
発
推

進
機
構
長
の
加
藤
季
夫
副
学
長
・
人

進
機
構
長
の
加
藤
季
夫
副
学
長
・
人

間
開
発
学
部
教
授
が
あ
い
さ
つ
し
、

間
開
発
学
部
教
授
が
あ
い
さ
つ
し
、

続
い
て
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

続
い
て
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

・
セ
ン
タ
ー
長
の
大
久
保
桂
子
文
学

・
セ
ン
タ
ー
長
の
大
久
保
桂
子
文
学

部
教
授
か
ら
、
今
後
の
英
語
教
育
に

部
教
授
か
ら
、
今
後
の
英
語
教
育
に

関
す
る
本
学
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

関
す
る
本
学
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

の
説
明
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
担
当

の
説
明
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
担
当

の
松
岡
弥
生
子
准
教
授
よ
り
、
施
設

の
松
岡
弥
生
子
准
教
授
よ
り
、
施
設

と
活
動
の
紹
介
お
よ
び
ｅ
―
ラ
ー
ニ

と
活
動
の
紹
介
お
よ
び
ｅ
―
ラ
ー
ニ

ン
グ
教
材
で
あ
る
Ｎ
ｅ
ｔ
Ａ
ｃ
ａ
ｄ

ン
グ
教
材
で
あ
る
Ｎ
ｅ
ｔ
Ａ
ｃ
ａ
ｄ

ｅ
ｍ
ｙ
２
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ｅ
ｍ
ｙ
２
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
た
。

ン
が
行
わ
れ
た
。

　

今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
昼
休

　

今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
昼
休

み
時
間
に
行
わ
れ
、
入
退
室
自
由
で

み
時
間
に
行
わ
れ
、
入
退
室
自
由
で

昼
食
を
食
べ
な
が
ら
の
参
加
も
可
能

昼
食
を
食
べ
な
が
ら
の
参
加
も
可
能

で
あ
っ
た
た
め
、
参
加
者
の
多
く
は

で
あ
っ
た
た
め
、
参
加
者
の
多
く
は

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
雰
囲
気
の
な
か
、

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
雰
囲
気
の
な
か
、

説
明
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。
ま
た
、

説
明
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。
ま
た
、

当
日
は
人
間
開
発
学
部
の
教
員
を
中

当
日
は
人
間
開
発
学
部
の
教
員
を
中

心
に
心
に
1010
人
以
上
の
教
職
員
も
ワ
ー
ク

人
以
上
の
教
職
員
も
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
、
担
当
職
員
に

シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
、
担
当
職
員
に

よ
る
案
内
で
、
施
設
見
学
も
行
わ
れ

よ
る
案
内
で
、
施
設
見
学
も
行
わ
れ

た
。
た
。

　昨年11月20日、本学では平成27年度公募制自己推薦（AO型）入　昨年11月20日、本学では平成27年度公募制自己推薦（AO型）入
試ならびに院友子弟等特別選考入試の合格者を発表した。今年度試ならびに院友子弟等特別選考入試の合格者を発表した。今年度
は志願者でみるとＡＯは604人で昨年度の520人より84人増加。院は志願者でみるとＡＯは604人で昨年度の520人より84人増加。院
友子弟等特別選考は66人で昨年度の88人より22人減少した。学科友子弟等特別選考は66人で昨年度の88人より22人減少した。学科
別の志願者数、合格者数は次のとおり（単位＝人）。別の志願者数、合格者数は次のとおり（単位＝人）。

学部 学科・専攻・
コース

公募制自己推薦
（AO型）入試

院友子弟等
特別選考

志願数 合格数 志願数 合格数

文

日本文 82 26 5 4
中国文 13 13 0 　　
外国語文化 46 24 9 5
史 48 16 6 4
哲 28 19 3 1

神道文化 神道
文化

A（夜） 34 8 2 0
B（昼） 18 1

法 法律・法律専攻 116 85 4 3
法律・政治専攻 16 11 0 　　

経済
経済 41 26 6 3

経済ネットワーキング 27 19 14 9
経営 21 14 6 2

人間開発
初等教育 43 13 4 1
健康体育 50 11 4 2
子ども支援 39 10 3 2

AO・院友子弟等特別選考入試結果
平成27年度

　

学
校
法
人

　

学
校
法
人

国
学
院
大
学

国
学
院
大
学

理
事
、
三
嶋

理
事
、
三
嶋

大
社
宮
司
、

大
社
宮
司
、

神
社
本
庁
顧
問
・
長
老
の
矢
田

神
社
本
庁
顧
問
・
長
老
の
矢
田

部
正
巳
氏
が
、
１
月

部
正
巳
氏
が
、
１
月
1010
日
に
逝

日
に
逝

去
し
た
。

去
し
た
。
7878
歳
。
通
夜
と
密
葬

歳
。
通
夜
と
密
葬

は
近
親
者
に
よ
り
執
り
行
わ
れ

は
近
親
者
に
よ
り
執
り
行
わ
れ

た
。
葬
儀
は
２
月

た
。
葬
儀
は
２
月
2323
日
（
月
）

日
（
月
）

午
後
１
時
か
ら
三
島
市
民
文
化

午
後
１
時
か
ら
三
島
市
民
文
化

会
館
（
静
岡
県
三
島
市
）
で
。

会
館
（
静
岡
県
三
島
市
）
で
。

喪
主
は
妻
・
て
る
み
氏
。

喪
主
は
妻
・
て
る
み
氏
。

　

矢
田
部
氏
は
、
昭
和

　

矢
田
部
氏
は
、
昭
和
1111
年
生
年
生

ま
れ
、

ま
れ
、
3434
年
国
学
院
大
学
神
道

年
国
学
院
大
学
神
道

学
専
攻
科
修
了
。

学
専
攻
科
修
了
。
5757
年
に
三
嶋

年
に
三
嶋

大
社
（
静
岡
）
宮
司
に
就
任
、

大
社
（
静
岡
）
宮
司
に
就
任
、

6161
年
神
社
本
庁
評
議
員
、
平
成

年
神
社
本
庁
評
議
員
、
平
成

３
年
に
静
岡
県
神
社
庁
長
、

３
年
に
静
岡
県
神
社
庁
長
、
1616

年
か
ら
２
期
神
社
本
庁
総
長
を

年
か
ら
２
期
神
社
本
庁
総
長
を

務
め
た
。

務
め
た
。
2222
年
に
同
顧
問
。
ま

年
に
同
顧
問
。
ま

た
、
平
成
７
年
か
ら
学
校
法
人

た
、
平
成
７
年
か
ら
学
校
法
人

国
学
院
大
学
評
議
員
、

国
学
院
大
学
評
議
員
、
1111
年
か
年
か

ら
同
理
事
を
務
め
て
い
た
。

ら
同
理
事
を
務
め
て
い
た
。

　

 

　

　

国
学
院
大

　

国
学
院
大

学
文
学
部
教

学
文
学
部
教

授
、
国
学
院

授
、
国
学
院

大
学
博
物
館

大
学
博
物
館

長
の
𠮷
田
惠
二
氏
が
昨
年

長
の
𠮷
田
惠
二
氏
が
昨
年
1212
月

1414
日
に
逝
去
し
た
。

日
に
逝
去
し
た
。
6767
歳
。
通

歳
。
通

夜
は
、

夜
は
、
1212
月
1818
日
に
、
葬
儀
・

日
に
、
葬
儀
・

告
別
式
は
翌

告
別
式
は
翌
1919
日
に
吉
祥
院
ア

日
に
吉
祥
院
ア

バ
ホ
ー
ル

バ
ホ
ー
ル 

（
東
京
都
多
摩
市
）

（
東
京
都
多
摩
市
）

で
執
り
行
わ
れ
た
。
喪
主
は
、

で
執
り
行
わ
れ
た
。
喪
主
は
、

妻
・
み
ち
こ
氏
。

妻
・
み
ち
こ
氏
。

　

𠮷
田
氏
は
、
昭
和

　

𠮷
田
氏
は
、
昭
和
2222
年
生
ま

年
生
ま

れ
。
れ
。
4646
年
に
京
都
大
学
文
学
部

年
に
京
都
大
学
文
学
部

卒
業
、
同
年
奈
良
国
立
文
化
財

卒
業
、
同
年
奈
良
国
立
文
化
財

研
究
所
文
部
技
官
、

研
究
所
文
部
技
官
、
5555
年
国
学

年
国
学

院
大
学
文
学
部
専
任
講
師
、

院
大
学
文
学
部
専
任
講
師
、
5757

年
同
助
教
授
、
平
成
４
年
同
教

年
同
助
教
授
、
平
成
４
年
同
教

授
、
授
、
1919
年
研
究
開
発
推
進
機
構

年
研
究
開
発
推
進
機
構

学
術
資
料
館
長
、

学
術
資
料
館
長
、
2525
年
国
学
院

年
国
学
院

大
学
博
物
館
長
。
在
職
中
、
そ

大
学
博
物
館
長
。
在
職
中
、
そ

の
他
諸
委
員
を
歴
任
し
た
。

の
他
諸
委
員
を
歴
任
し
た
。

　

専
門
は
、
日
本
古
代
お
よ
び

　

専
門
は
、
日
本
古
代
お
よ
び

中
国
古
代
の
考
古
学
。
著
作
に

中
国
古
代
の
考
古
学
。
著
作
に

「
東
ア
ジ
ア
考
古
学
辞
典
」

「
東
ア
ジ
ア
考
古
学
辞
典
」

（
共
編
・
東
京
堂
出
版
）、「
須

（
共
編
・
東
京
堂
出
版
）、「
須

恵
器
以
後
の
窯
業
生
産
」『
岩

恵
器
以
後
の
窯
業
生
産
」『
岩

波
講
座
日
本
考
古
学
』
第
３
巻

波
講
座
日
本
考
古
学
』
第
３
巻

（
共
著
・
岩
波
書
店
）
な
ど
が

（
共
著
・
岩
波
書
店
）
な
ど
が

あ
る
。

あ
る
。

　

 

　

　

国
学
院
大

　

国
学
院
大

学
文
学
部
元

学
文
学
部
元

教
授
（
理
学

教
授
（
理
学

博
士
）
の
高

博
士
）
の
高

瀬
文
志
郎
氏
が
、
１
月
９
日
に

瀬
文
志
郎
氏
が
、
１
月
９
日
に

逝
去
し
た
。

逝
去
し
た
。
9090
歳
。
通
夜
は
１

歳
。
通
夜
は
１

月
1111
日
（
日
）
に
、
葬
儀
・
告

日
（
日
）
に
、
葬
儀
・
告

別
式
は
翌

別
式
は
翌
1212
日
（
月
）
に
公
益

日
（
月
）
に
公
益

社
会
館
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
（
横
浜

社
会
館
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
（
横
浜

市
青
葉
区
）
で
執
り
行
わ
れ

市
青
葉
区
）
で
執
り
行
わ
れ

る
。
喪
主
は
長
男
・
浩
之
氏
。

る
。
喪
主
は
長
男
・
浩
之
氏
。

　

高
瀬
氏
は
、
大
正

　

高
瀬
氏
は
、
大
正
1313
年
生
ま

年
生
ま

れ
。
昭
和

れ
。
昭
和
2121
年
に
名
古
屋
大
学

年
に
名
古
屋
大
学

工
学
部
卒
業
。

工
学
部
卒
業
。
2525
年
に
東
京
大

年
に
東
京
大

学
理
学
部
卒
業
。
同
年
か
ら
東

学
理
学
部
卒
業
。
同
年
か
ら
東

京
大
学
勤
務
、

京
大
学
勤
務
、
4949
年
東
京
天
文

年
東
京
天
文

台
付
属
木
曽
観
測
所
所
長
、

台
付
属
木
曽
観
測
所
所
長
、
5959

年
同
大
学
名
誉
教
授
。
同
年
国

年
同
大
学
名
誉
教
授
。
同
年
国

学
院
大
学
文
学
部
教
授
。
平
成

学
院
大
学
文
学
部
教
授
。
平
成

６
年
に
定
年
に
よ
り
退
職
。

６
年
に
定
年
に
よ
り
退
職
。

　

専
門
は
、
天
文
学
、
自
然
科

　

専
門
は
、
天
文
学
、
自
然
科

学
史
。
著
作
に
は
、『
星
・
銀

学
史
。
著
作
に
は
、『
星
・
銀

河
・
宇
宙
』（
地
人
書
館
）、

河
・
宇
宙
』（
地
人
書
館
）、

『
教
養
の
た
め
の
天
文
・
宇
宙

『
教
養
の
た
め
の
天
文
・
宇
宙

デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
』（
共
著
・
東

デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
』（
共
著
・
東

海
大
学
出
版
会
）
な
ど
が
あ

海
大
学
出
版
会
）
な
ど
が
あ

る
。
る
。

　

 

　

　

学
校
法
人
国
学
院
大
学
元
参

　

学
校
法
人
国
学
院
大
学
元
参

事
の
青
木
嘉
昭
氏
が
、
昨
年

事
の
青
木
嘉
昭
氏
が
、
昨
年
1212

月
2828
日
に
逝
去
し
た
。

日
に
逝
去
し
た
。
7777
歳
。
歳
。

葬
儀
・
告
別
式
は
既
に
執
り
行

葬
儀
・
告
別
式
は
既
に
執
り
行

わ
れ
た
。

わ
れ
た
。

　

青
木
氏
は
昭
和

　

青
木
氏
は
昭
和
1212
年
生
ま

年
生
ま

れ
。
れ
。
3434
年
国
学
院
大
学
政
経
学

年
国
学
院
大
学
政
経
学

部
卒
業
、
同
年
国
学
院
大
学
学

部
卒
業
、
同
年
国
学
院
大
学
学

生
自
習
室
副
手
、

生
自
習
室
副
手
、
4141
年
国
学
院

年
国
学
院

大
学
消
費
生
活
協
同
組
合
出

大
学
消
費
生
活
協
同
組
合
出

向
、
向
、
5252
年
法
人
主
事
、
平
成
６

年
法
人
主
事
、
平
成
６

年
同
参
事
、

年
同
参
事
、
1414
年
定
年
に
よ
り

年
定
年
に
よ
り

退
職
。

退
職
。

　

在
職
中
、
文
学
部
・
経
済
学

　

在
職
中
、
文
学
部
・
経
済
学

部
な
ど
で
兼
任
講
師
と
し
て
教

部
な
ど
で
兼
任
講
師
と
し
て
教

壇
に
立
っ
た
。

壇
に
立
っ
た
。

　

 

　

　

国
学
院
大
学
事
務
局
元
図
書

　

国
学
院
大
学
事
務
局
元
図
書

館
事
務
部
長
の
斎
藤
正
氏
が
、

館
事
務
部
長
の
斎
藤
正
氏
が
、

昨
年
昨
年
1111
月
５
日
に
逝
去
し
た
。

月
５
日
に
逝
去
し
た
。

8383
歳
。
葬
儀
・
告
別
式
は
親
族

歳
。
葬
儀
・
告
別
式
は
親
族

に
よ
り
執
り
行
わ
れ
た
。

に
よ
り
執
り
行
わ
れ
た
。

　

斎
藤
氏
は
昭
和
６
年
生
ま

　

斎
藤
氏
は
昭
和
６
年
生
ま

れ
。
れ
。
2828
年
国
学
院
大
学
事
務
局

年
国
学
院
大
学
事
務
局

図
書
館
雇
員
、

図
書
館
雇
員
、
6060
年
新
石
川
校

年
新
石
川
校

舎
事
務
室
事
務
長
兼
課
長
、

舎
事
務
室
事
務
長
兼
課
長
、
6363

年
広
報
課
長
、
平
成
３
年
図
書

年
広
報
課
長
、
平
成
３
年
図
書

館
事
務
部
長
、
５
年
自
己
都
合

館
事
務
部
長
、
５
年
自
己
都
合

に
よ
り
退
職
。

に
よ
り
退
職
。

　

訃　

報

矢
田
部
理
事
逝
去

𠮷
田
惠
二
教
授
逝
去

高
瀬
文
志
郎
元
教
授
逝
去

青
木
元
参
事
逝
去

斎
藤
元
部
長
逝
去

　

昨
年

　

昨
年
1212
月
1010
日
午
後
４
時

日
午
後
４
時
3030

分
か
ら
、
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で

分
か
ら
、
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で

経
済
学
部
の
学
生
を
対
象
と
し

経
済
学
部
の
学
生
を
対
象
と
し

た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
大
会

た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
大
会

「
Ｐ
Ｂ
Ｌ
：
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー

「
Ｐ
Ｂ
Ｌ
：
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー

国
学
院
大
学
」
が
開
催
さ
れ
、

国
学
院
大
学
」
が
開
催
さ
れ
、

予
選
を
勝
ち
抜
い
た
各
ク
ラ
ス

予
選
を
勝
ち
抜
い
た
各
ク
ラ
ス

の
代
表
者
が
集
ま
り
準
決
勝
と

の
代
表
者
が
集
ま
り
準
決
勝
と

決
勝
を
行
っ
た
。

決
勝
を
行
っ
た
。

　

同
大
会
は
、
経
済
学
部
の
１

　

同
大
会
は
、
経
済
学
部
の
１

年
次
の
専
門
科
目
で
あ
る
「
基

年
次
の
専
門
科
目
で
あ
る
「
基

礎
演
習
Ｂ
」
に
関
連
し
た
プ
レ

礎
演
習
Ｂ
」
に
関
連
し
た
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
大
会
で
、
今

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
大
会
で
、
今

回
は
、「

回
は
、「
1010
年
後
の
コ
ン
ビ
ニ

年
後
の
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
」
と
い
う
共
通

エ
ン
ス
ス
ト
ア
」
と
い
う
共
通

の
テ
ー
マ
で
競
わ
れ
た
。

の
テ
ー
マ
で
競
わ
れ
た
。

　

午
後
４
時

　

午
後
４
時
4040
分
か
ら
は
、
各

分
か
ら
は
、
各

教
室
で
準
決
勝
が
行
わ
れ
た
。

教
室
で
準
決
勝
が
行
わ
れ
た
。

約
1010
分
間
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

分
間
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
が
終
わ
る
と
、
審
査
員
役

ョ
ン
が
終
わ
る
と
、
審
査
員
役

の
教
職
員
が
合
同
で
審
査
会
議

の
教
職
員
が
合
同
で
審
査
会
議

を
行
い
、
決
勝
進
出
チ
ー
ム
を

を
行
い
、
決
勝
進
出
チ
ー
ム
を

決
め
た
。

決
め
た
。

　

決
勝
は
午
後
６
時
か
ら
１
２

　

決
勝
は
午
後
６
時
か
ら
１
２

０
周
年
記
念
２
号
館
２
１
０
１

０
周
年
記
念
２
号
館
２
１
０
１

教
室
で
行
わ
れ
、
決
勝
進
出
チ

教
室
で
行
わ
れ
、
決
勝
進
出
チ

ー
ム
に
加
え
、
準
決
勝
に
参
加

ー
ム
に
加
え
、
準
決
勝
に
参
加

し
た
経
済
学
部
の
１
年
生
ら
約

し
た
経
済
学
部
の
１
年
生
ら
約

２
５
０
人
集
ま
り
、
勝
負
の
行

２
５
０
人
集
ま
り
、
勝
負
の
行

方
を
見
守
っ
た
。

方
を
見
守
っ
た
。

　

決
勝
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

　

決
勝
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

終
了
後
は
、
一
般
財
団
法
人
日

終
了
後
は
、
一
般
財
団
法
人
日

本
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
チ
ェ
ー
ン

本
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
チ
ェ
ー
ン

協
会
専
務
理
事
の
伊
藤
廣
幸
氏

協
会
専
務
理
事
の
伊
藤
廣
幸
氏

と
、
同
総
務
部
長
の
石
下
勝
也

と
、
同
総
務
部
長
の
石
下
勝
也

氏
に
よ
る
審
査
お
よ
び
講
評
と

氏
に
よ
る
審
査
お
よ
び
講
評
と

優
勝
・
準
優
勝
チ
ー
ム
の
発
表

優
勝
・
準
優
勝
チ
ー
ム
の
発
表

が
行
わ
れ
、
優
勝
は
チ
ー
ム

が
行
わ
れ
、
優
勝
は
チ
ー
ム

「
赤
シ
ャ
ツ
」
が
、
準
優
勝
は

「
赤
シ
ャ
ツ
」
が
、
準
優
勝
は

チ
ー
ム
「
ら
く
す
る
カ
ル
テ
ッ

チ
ー
ム
「
ら
く
す
る
カ
ル
テ
ッ

ト
」
が
、
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
し

ト
」
が
、
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
し

た
。
た
。

　

同
大
会
は
、
専
門
科
目
の
学

　

同
大
会
は
、
専
門
科
目
の
学

修
を
始
め
た
ば
か
り
の

修
を
始
め
た
ば
か
り
の
1
年
生
年
生

を
あ
え
て
対
象
と
す
る
こ
と

を
あ
え
て
対
象
と
す
る
こ
と

で
、
自
分
た
ち
の
至
ら
な
か
っ

で
、
自
分
た
ち
の
至
ら
な
か
っ

た
部
分
を
痛
感
し
、
今
後
の
活

た
部
分
を
痛
感
し
、
今
後
の
活

力
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
に

力
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
に

企
画
さ
れ
た
も
の
で
、
同
学
部

企
画
さ
れ
た
も
の
で
、
同
学
部

で
は
、
こ
の
よ
う
な
課
題
発
見

で
は
、
こ
の
よ
う
な
課
題
発
見

方
の
授
業
で
あ
る
Ｐ
Ｂ
Ｌ

方
の
授
業
で
あ
る
Ｐ
Ｂ
Ｌ

（Project Based Learning
Project Based Learning

）

を
今
後
も
積
極
的
に
導
入
し
て

を
今
後
も
積
極
的
に
導
入
し
て

い
く
予
定
だ
。

い
く
予
定
だ
。

コ
ン
ビ
ニ
の
未
来
を
考
え
る

経
済
学
部
が
プ
レ
ゼ
ン
大
会
を
開
催

優
勝
し
た
チ
ー
ム「
赤
シ
ャ
ツ
」

と
ク
ラ
ス
メ
イ
ト

開設記念ワークショップを開催
 ―LLC YOKOHAMA―

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
、

実
演
に
見
入
る
在
学
生

国
内
国
外
派
遣
研
究
員
決
ま
る

平
成
27
年
度

今年度は４件採択大学出版助成大学出版助成
　

本
学
で
は
専
任
教
職
員
を
対
象
に
学
術
研
究
の

　

本
学
で
は
専
任
教
職
員
を
対
象
に
学
術
研
究
の

成
果
を
公
開
す
る
た
め
に
刊
行
す
る
学
術
論
文
等

成
果
を
公
開
す
る
た
め
に
刊
行
す
る
学
術
論
文
等

の
出
版
助
成
を
毎
年
行
っ
て
い
る
。

の
出
版
助
成
を
毎
年
行
っ
て
い
る
。

　

今
年
度
は
学
術
論
文
等
の
出
版
（
甲
）
と
し

　

今
年
度
は
学
術
論
文
等
の
出
版
（
甲
）
と
し

て
、
加
瀬
直
弥
神
道
文
化
学
部
准
教
授
の
『
平
安

て
、
加
瀬
直
弥
神
道
文
化
学
部
准
教
授
の
『
平
安

時
代
の
神
社
と
神
職
』、
小
手
川
正
二
郎
文
学
部

時
代
の
神
社
と
神
職
』、
小
手
川
正
二
郎
文
学
部

助
教
の
『
甦
る
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
：『
全
体
性
と
無

助
教
の
『
甦
る
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
：『
全
体
性
と
無

限
』
読
解
』、
塚
田
穂
高
研
究
開
発
推
進
機
構
助

限
』
読
解
』、
塚
田
穂
高
研
究
開
発
推
進
機
構
助

教
の
『
保
守
合
同
と
政
教
一
致
：
戦
後
日
本
の
宗

教
の
『
保
守
合
同
と
政
教
一
致
：
戦
後
日
本
の
宗

教
団
体
と
政
治
活
動
』
の
３
件
が
採
択
、
学
術
専

教
団
体
と
政
治
活
動
』
の
３
件
が
採
択
、
学
術
専

門
図
書
出
版
（
乙
）
に
は
、
藤
田
和
也
人
間
開
発

門
図
書
出
版
（
乙
）
に
は
、
藤
田
和
也
人
間
開
発

学
部
教
授
の
『
被
災
地
の
養
護
教
諭
が
語
る
東
日

学
部
教
授
の
『
被
災
地
の
養
護
教
諭
が
語
る
東
日

本
大
震
災
：
養
護
教
諭
は
何
を
体
験
し
、
何
を
為

本
大
震
災
：
養
護
教
諭
は
何
を
体
験
し
、
何
を
為

し
、
何
を
果
た
し
た
か
』
の
１
件
が
採
択
さ
れ
、

し
、
何
を
果
た
し
た
か
』
の
１
件
が
採
択
さ
れ
、

い
ず
れ
も
昨
年

い
ず
れ
も
昨
年
1111
月
2727
日
に
赤
井
益
久
学
長
か

日
に
赤
井
益
久
学
長
か

ら
、
採
択
通
知
書
が
交
付
さ
れ
た
。

ら
、
採
択
通
知
書
が
交
付
さ
れ
た
。

交付書を受け取る藤田和也教授（右）

　平成26年度第１回渋谷学研究会が、
昨年12月13日午後２時から渋谷キャ
ンパス学術メディアセンター内会議室
で開催され、約30人が参加した。
　「講中のにぎわい　もう一つの都市
コミュニティー」と題して行われた同
研究会は、白根記念渋谷区博物館・文
学館学芸員の松井圭太氏をはじめとす
る３人が発題講演を行った。その後は
コメンテーターからの発言を挟んだ
後、参加者を交えたディスカッション
が行われ研究会は終了した。
　本学ではかねてより「地域・渋谷か
ら発信する共存社会の構築」研究事業
として、渋谷を中心とした都市形成史
などを研究する「渋谷学」の研究推進
に取り組んでいる。

渋谷から発信
渋谷学研究会を開催

講
演
を
行
う
松
井
氏
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「あすなろ」、「田村君」、「カピー」の各奨学生決まる
　

平
成

　

平
成
2626
年
度
の
「
あ
す
な
ろ
奨
学
金
」「
田
村

年
度
の
「
あ
す
な
ろ
奨
学
金
」「
田
村

祥
浩
君
記
念
奨
学
金
」、「
カ
ピ
ー
奨
学
金
」
の
奨

祥
浩
君
記
念
奨
学
金
」、「
カ
ピ
ー
奨
学
金
」
の
奨

学
生
が
決
定
し
た
。

学
生
が
決
定
し
た
。

　

「
あ
す
な
ろ
奨
学
金
」（
元
本
学
職
員
川
副
登

　

「
あ
す
な
ろ
奨
学
金
」（
元
本
学
職
員
川
副
登

美
氏
の
篤
志
に
よ
り
昭
和

美
氏
の
篤
志
に
よ
り
昭
和
5858
年
に
制
定
、
同
氏
逝

年
に
制
定
、
同
氏
逝

去
後
、
ご
遺
族
の
篤
志
に
よ
り
継
続
、
金
額

去
後
、
ご
遺
族
の
篤
志
に
よ
り
継
続
、
金
額
3030
万

円
）
に
は
西
村
海
君
（
健
体
３
）
が
、「
田
村
祥

円
）
に
は
西
村
海
君
（
健
体
３
）
が
、「
田
村
祥

浩
君
記
念
奨
学
金
」（
本
学
在
学
中
に
輪
禍
に
遭

浩
君
記
念
奨
学
金
」（
本
学
在
学
中
に
輪
禍
に
遭

遇
し
た
故
田
村
祥
浩
君
の
ご
遺
族
の
篤
志
に
よ
り

遇
し
た
故
田
村
祥
浩
君
の
ご
遺
族
の
篤
志
に
よ
り

平
成
３
年
に
制
定
、
金
額

平
成
３
年
に
制
定
、
金
額
1515
万
円
）
に
は
藤
田
長

万
円
）
に
は
藤
田
長

英
君
（
神
文
１
）
が
、「
カ
ピ
ー
奨
学
金
」（
元
本

英
君
（
神
文
１
）
が
、「
カ
ピ
ー
奨
学
金
」（
元
本

学
職
員
放
生
章
子
氏
の
篤
志
に
よ
り
平
成
５
年
に

学
職
員
放
生
章
子
氏
の
篤
志
に
よ
り
平
成
５
年
に

制
定
、
金
額

制
定
、
金
額
3030
万
円
）
に
は
宮
下
朋
子
さ
ん
（
史

万
円
）
に
は
宮
下
朋
子
さ
ん
（
史

１
）
と
、
板
井
一
織
君
（
初
教
３
）
が
決
定
し

１
）
と
、
板
井
一
織
君
（
初
教
３
）
が
決
定
し

た
。
交
付
式
は
、
昨
年

た
。
交
付
式
は
、
昨
年
1111
月
2828
日
午
後
０
時

日
午
後
０
時
1010
分

か
ら
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
若
木
タ
ワ
ー
会
議
室

か
ら
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
若
木
タ
ワ
ー
会
議
室
0101
で

行
わ
れ
、
佐
藤
長
門
学
生
部
長
・
文
学
部
教
授
よ

行
わ
れ
、
佐
藤
長
門
学
生
部
長
・
文
学
部
教
授
よ

り
奨
学
生
証
書
が
手
渡
さ
れ
た
。

り
奨
学
生
証
書
が
手
渡
さ
れ
た
。

記念撮影に収まる奨学生と佐藤学生部長

【
お
詫
び
と
訂
正
】

　

本
紙
第
６
２
９
号
（
平
成

　

本
紙
第
６
２
９
号
（
平
成
2626

年
1111
月
号
）
の
３
面
「
高
校
生

月
号
）
の
３
面
「
高
校
生

対
象
コ
ン
テ
ス
ト
が
応
募
締
め

対
象
コ
ン
テ
ス
ト
が
応
募
締
め

切
り
」
の
記
事
内
の
表
「『
地

切
り
」
の
記
事
内
の
表
「『
地

域
の
伝
承
文
化
に
学
ぶ
』
コ
ン

域
の
伝
承
文
化
に
学
ぶ
』
コ
ン

テ
ス
ト
」
の
合
計
点
数
６
２
０

テ
ス
ト
」
の
合
計
点
数
６
２
０

点
は
誤
り
で
、
正
し
く
は
６
３

点
は
誤
り
で
、
正
し
く
は
６
３

４
点
で
す
。
お
詫
び
し
て
訂
正

４
点
で
す
。
お
詫
び
し
て
訂
正

し
ま
す
。

し
ま
す
。

　

本
紙
別
冊
Ｋ
：
Ｄ
Ｎ
Ａ
冬
号

　

本
紙
別
冊
Ｋ
：
Ｄ
Ｎ
Ａ
冬
号

（
平
成

（
平
成
2626
年
1212
月
号
﹇
６
３
０

月
号
﹇
６
３
０

号
﹈）
の
６
面
「
出
版
情
報
」

号
﹈）
の
６
面
「
出
版
情
報
」

の
記
事
内
の
中
澤
伸
弘
氏
の
著

の
記
事
内
の
中
澤
伸
弘
氏
の
著

書
名
『
村
上
忠
順
論
放
』
は
誤

書
名
『
村
上
忠
順
論
放
』
は
誤

り
で
、
正
し
く
は
『
村
上
忠
順

り
で
、
正
し
く
は
『
村
上
忠
順

論
攷
』
で
す
。
お
詫
び
し
て
訂

論
攷
』
で
す
。
お
詫
び
し
て
訂

正
し
ま
す
。

正
し
ま
す
。

　

昨
年

　

昨
年
1111
月
３
日
に
神
奈
川
県

月
３
日
に
神
奈
川
県

大
磯
町
な
ど
を
コ
ー
ス
に
行
わ

大
磯
町
な
ど
を
コ
ー
ス
に
行
わ

れ
た
第
９
回

れ
た
第
９
回 

湘
南
国
際
マ
ラ

湘
南
国
際
マ
ラ

ソ
ン
（
湘
南
国
際
マ
ラ
ソ
ン
実

ソ
ン
（
湘
南
国
際
マ
ラ
ソ
ン
実

行
委
員
会
主
催
）
に
、
招
待
選

行
委
員
会
主
催
）
に
、
招
待
選

手
と
し
て
本
学
陸
上
競
技
部
の

手
と
し
て
本
学
陸
上
競
技
部
の

橋
本
萌
さ
ん
（
健
体
４
）
が
出

橋
本
萌
さ
ん
（
健
体
４
）
が
出

場
し
、
２
時
間

場
し
、
２
時
間
5050
分
0000
秒
の
自

秒
の
自

己
新
記
録
を
マ
ー
ク
し
ト
ッ
プ

己
新
記
録
を
マ
ー
ク
し
ト
ッ
プ

で
ゴ
ー
ル
し
た
。
橋
本
さ
ん
は

で
ゴ
ー
ル
し
た
。
橋
本
さ
ん
は

同
部
唯
一
の
女
子
長
距
離
選

同
部
唯
一
の
女
子
長
距
離
選

手
。
手
。

湘
南
国
際
マ
ラ
ソ
ン
で
好
走

陸
上
競
技
部
橋
本
さ
ん

　

就
職
活
動
は
、
楽
し
み
な
が

　

就
職
活
動
は
、
楽
し
み
な
が

ら
取
り
組
む
べ
き
だ
と
思
い
ま

ら
取
り
組
む
べ
き
だ
と
思
い
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
、
苦
労
す
る
こ

す
。
も
ち
ろ
ん
、
苦
労
す
る
こ

と
も
多
々
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を

と
も
多
々
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を

自
分
で
ど
う
ク
リ
ア
し
て
い
く

自
分
で
ど
う
ク
リ
ア
し
て
い
く

か
が
、
就
職
活
動
の
成
功
に
つ

か
が
、
就
職
活
動
の
成
功
に
つ

な
が
る
一
つ
の
カ
ギ
だ
と
思
い

な
が
る
一
つ
の
カ
ギ
だ
と
思
い

ま
す
。

ま
す
。

　

就
職
活
動
に
お
け
る
苦
労
は

　

就
職
活
動
に
お
け
る
苦
労
は

数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
あ
り
ま
す

数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
あ
り
ま
す

が
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
に
は

が
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
に
は

特
に
苦
労
し
ま
し
た
。
エ
ン
ト

特
に
苦
労
し
ま
し
た
。
エ
ン
ト

リ
ー
し
た
企
業
が
増
え
て
い
く

リ
ー
し
た
企
業
が
増
え
て
い
く

と
、
一
日
の
う
ち
に
複
数
の
選

と
、
一
日
の
う
ち
に
複
数
の
選

考
や
説
明
会
が
重
な
る
こ
と
が

考
や
説
明
会
が
重
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
、
参
加

あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
、
参
加

す
る
説
明
会
の
時
間
を
間
違
え

す
る
説
明
会
の
時
間
を
間
違
え

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
し

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
電
車
の
乗
継
ぎ
が
う
ま
く

た
。
電
車
の
乗
継
ぎ
が
う
ま
く

で
き
ず
、
慌
て
て
最
寄
り
の
駅

で
き
ず
、
慌
て
て
最
寄
り
の
駅

に
降
り
る
こ
と
も
あ
り
ま
し

に
降
り
る
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
た
。

　

こ
ま
め
な
時
間
確
認
と
、
早

　

こ
ま
め
な
時
間
確
認
と
、
早

め
の
行
動
が
こ
の
問
題
の
解
決

め
の
行
動
が
こ
の
問
題
の
解
決

策
で
し
た
。
自
分
が
認
識
し
て

策
で
し
た
。
自
分
が
認
識
し
て

い
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
正
し
い

い
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
正
し
い

と
は
限
り
ま
せ
ん
。
何
度
も
ス

と
は
限
り
ま
せ
ん
。
何
度
も
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
帳
で
予
定
を
確
認

ケ
ジ
ュ
ー
ル
帳
で
予
定
を
確
認

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま

た
、
電
車
移
動
が
主
に
な
る
の

た
、
電
車
移
動
が
主
に
な
る
の

で
、
予
定
の
一
本
前
の
電
車
を

で
、
予
定
の
一
本
前
の
電
車
を

利
用
し
、
乗
継
ぎ
方
や
ア
ク
セ

利
用
し
、
乗
継
ぎ
方
や
ア
ク
セ

ス
を
事
前
に
確
認
し
て
お
く
と

ス
を
事
前
に
確
認
し
て
お
く
と

良
い
で
し
ょ
う
。

良
い
で
し
ょ
う
。

　

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
切
迫
す
る

　

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
切
迫
す
る

と
、
同
時
に
応
募
書
類
の
作
成

と
、
同
時
に
応
募
書
類
の
作
成

時
間
も
削
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

時
間
も
削
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
特
に
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー

ま
す
。
特
に
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー

ト
は
企
業
に
よ
っ
て
内
容
が
異

ト
は
企
業
に
よ
っ
て
内
容
が
異

な
る
の
で
、
想
像
以
上
の
時
間

な
る
の
で
、
想
像
以
上
の
時
間

が
か
か
り
ま
す
。
一
睡
も
せ
ず

が
か
か
り
ま
す
。
一
睡
も
せ
ず

に
作
成
し
て
選
考
に
臨
ん
だ
こ

に
作
成
し
て
選
考
に
臨
ん
だ
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
内
容
も

と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
内
容
も

薄
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

薄
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
せ
っ
か
く
作
成
し
た
応

し
た
。
せ
っ
か
く
作
成
し
た
応

募
書
類
の
質
が
下
が
っ
て
し
ま

募
書
類
の
質
が
下
が
っ
て
し
ま

う
の
は
、
非
常
に
も
っ
た
い
な

う
の
は
、
非
常
に
も
っ
た
い
な

い
こ
と
だ
と
感
じ
ま
す
。

い
こ
と
だ
と
感
じ
ま
す
。

　

就
職
活
動
を
成
功
さ
せ
る
た

　

就
職
活
動
を
成
功
さ
せ
る
た

め
の
秘
訣
は
、
こ
う
し
た
問
題

め
の
秘
訣
は
、
こ
う
し
た
問
題

を
し
っ
か
り
と
解
決
す
る
こ
と

を
し
っ
か
り
と
解
決
す
る
こ
と

で
す
。
就
職
活
動
の
成
功
は
、

で
す
。
就
職
活
動
の
成
功
は
、

自
分
が
望
ん
だ
企
業
へ
の
就
職

自
分
が
望
ん
だ
企
業
へ
の
就
職

だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に

だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に

時
間
を
守
る
、
書
類
は
丁
寧
に

時
間
を
守
る
、
書
類
は
丁
寧
に

仕
上
げ
る
と
い
っ
た
基
本
的
な

仕
上
げ
る
と
い
っ
た
基
本
的
な

こ
と
が
大
切
に
な
っ
て
き
ま

こ
と
が
大
切
に
な
っ
て
き
ま

す
。
す
。

　

私
は
時
間
を
守
る
こ
と
に
加

　

私
は
時
間
を
守
る
こ
と
に
加

え
て
、
誰
よ
り
も
早
く
会
場
に

え
て
、
誰
よ
り
も
早
く
会
場
に

到
着
す
る
こ
と
を
心
掛
け
ま
し

到
着
す
る
こ
と
を
心
掛
け
ま
し

た
。
メ
リ
ッ
ト
は
、
説
明
会
や

た
。
メ
リ
ッ
ト
は
、
説
明
会
や

選
考
が
始
ま
る
前
に
、
企
業
の

選
考
が
始
ま
る
前
に
、
企
業
の

方
と
話
が
で
き
る
こ
と
で
す
。

方
と
話
が
で
き
る
こ
と
で
す
。

ま
た
顔
を
覚
え
て
い
た
だ
け
る

ま
た
顔
を
覚
え
て
い
た
だ
け
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
社
員
の
方

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
社
員
の
方

と
事
前
に
話
が
で
き
る
機
会
は

と
事
前
に
話
が
で
き
る
機
会
は

貴
重
で
す
。
少
し
で
も
他
の
学

貴
重
で
す
。
少
し
で
も
他
の
学

生
と
差
を
つ
け
た
い
と
思
っ
て

生
と
差
を
つ
け
た
い
と
思
っ
て

い
る
な
ら
ば
、
実
践
し
て
損
は

い
る
な
ら
ば
、
実
践
し
て
損
は

な
い
は
ず
で
す
。

な
い
は
ず
で
す
。

　

応
募
書
類
は
、
大
学
の
キ
ャ

　

応
募
書
類
は
、
大
学
の
キ
ャ

リ
ア
サ
ポ
ー
ト
課
を
利
用
し
た

リ
ア
サ
ポ
ー
ト
課
を
利
用
し
た

り
、
友
人
に
頼
ん
だ
り
し
て
、

り
、
友
人
に
頼
ん
だ
り
し
て
、

添
削
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。
第

添
削
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。
第

三
者
の
意
見
は
参
考
に
な
る
こ

三
者
の
意
見
は
参
考
に
な
る
こ

と
が
多
々
あ
り
ま
す
。
意
見
を

と
が
多
々
あ
り
ま
す
。
意
見
を

全
て
受
け
入
れ
る
よ
り
は
、
結

全
て
受
け
入
れ
る
よ
り
は
、
結

果
的
に
自
分
に
と
っ
て
書
き
や

果
的
に
自
分
に
と
っ
て
書
き
や

す
く
仕
上
が
っ
た
も
の
が
良
い

す
く
仕
上
が
っ
た
も
の
が
良
い

と
思
い
ま
す
。
人
に
読
ん
で
も

と
思
い
ま
す
。
人
に
読
ん
で
も

ら
う
こ
と
を
考
え
て
内
容
も
文

ら
う
こ
と
を
考
え
て
内
容
も
文

字
も
丁
寧
に
書
く
こ
と
を
心
掛

字
も
丁
寧
に
書
く
こ
と
を
心
掛

け
ま
し
た
。

け
ま
し
た
。

　

何
よ
り
も
、
就
職
活
動
は
今

　

何
よ
り
も
、
就
職
活
動
は
今

し
か
で
き
な
い
貴
重
な
経
験
だ

し
か
で
き
な
い
貴
重
な
経
験
だ

と
、
前
向
き
に
楽
し
ん
で
取
り

と
、
前
向
き
に
楽
し
ん
で
取
り

組
ん
で
み
る
こ
と
を
お
勧
め
し

組
ん
で
み
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。
例
え
ば
、
今
ま
で
出
会

ま
す
。
例
え
ば
、
今
ま
で
出
会

う
こ
と
の
な
か
っ
た
人
た
ち
と

う
こ
と
の
な
か
っ
た
人
た
ち
と

知
り
合
う
機
会
に
も
な
り
ま

知
り
合
う
機
会
に
も
な
り
ま

す
。
た
っ
た
一
回
選
考
が
同
じ

す
。
た
っ
た
一
回
選
考
が
同
じ

だ
っ
た
と
い
う
理
由
だ
け
で
、

だ
っ
た
と
い
う
理
由
だ
け
で
、

現
在
で
も
つ
な
が
り
を
も
ち
続

現
在
で
も
つ
な
が
り
を
も
ち
続

け
て
い
る
人
た
ち
も
い
ま
す
。

け
て
い
る
人
た
ち
も
い
ま
す
。

前
向
き
な
姿
勢
で
い
れ
ば
、
表

前
向
き
な
姿
勢
で
い
れ
ば
、
表

情
に
も
表
れ
、
そ
れ
が
好
印
象

情
に
も
表
れ
、
そ
れ
が
好
印
象

に
つ
な
が
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

に
つ
な
が
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

ま
す
。
ぜ
ひ
、
楽
し
み
な
が
ら

ま
す
。
ぜ
ひ
、
楽
し
み
な
が
ら

就
職
活
動
に
励
ん
で
く
だ
さ

就
職
活
動
に
励
ん
で
く
だ
さ

い
。
い
。

〈
企
業
〉
㈱
セ
ブ
ン
―

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン

長
谷
川 

善
彦

神
道
文
化
学
部
神
道
文
化
学
科

　

「
君
の
笑
顔
は
作
り
物
っ
ぽ

　

「
君
の
笑
顔
は
作
り
物
っ
ぽ

い
ね
」
と
い
う
、
私
が
最
初
に

い
ね
」
と
い
う
、
私
が
最
初
に

受
け
た
面
接
で
、
面
接
官
の
方

受
け
た
面
接
で
、
面
接
官
の
方

か
ら
言
わ
れ
た
一
言
が
今
で
も

か
ら
言
わ
れ
た
一
言
が
今
で
も

忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
時

忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
時

は
、
な
ぜ
そ
ん
な
こ
と
を
言
わ

は
、
な
ぜ
そ
ん
な
こ
と
を
言
わ

れ
て
し
ま
っ
た
の
か
を
き
ち
ん

れ
て
し
ま
っ
た
の
か
を
き
ち
ん

と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
独
特

ん
で
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
独
特

の
雰
囲
気
と
緊
張
感
の
中
で
、

の
雰
囲
気
と
緊
張
感
の
中
で
、

自
分
の
こ
と
を
必
死
に
伝
え
よ

自
分
の
こ
と
を
必
死
に
伝
え
よ

う
と
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
表
情
が

う
と
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
表
情
が

固
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
仕

固
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
仕

方
が
な
い
こ
と
だ
と
考
え
て
い

方
が
な
い
こ
と
だ
と
考
え
て
い

た
か
ら
で
す
。

た
か
ら
で
す
。

　

こ
の
面
接
に
落
ち
た
の
は
昨

　

こ
の
面
接
に
落
ち
た
の
は
昨

年
の
２
月
の
こ
と
で
し
た
。
私

年
の
２
月
の
こ
と
で
し
た
。
私

が
受
け
る
企
業
の
多
く
は
選
考

が
受
け
る
企
業
の
多
く
は
選
考

が
４
月
か
ら
だ
っ
た
の
で
、
残

が
４
月
か
ら
だ
っ
た
の
で
、
残

り
の
期
間
で
な
ん
と
か
し
な
け

り
の
期
間
で
な
ん
と
か
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
奮
起
し
ま
し

れ
ば
な
ら
な
い
と
奮
起
し
ま
し

た
。
以
前
か
ら
参
加
し
て
い
た

た
。
以
前
か
ら
参
加
し
て
い
た

模
擬
面
接
で
は
、
他
の
人
の
面

模
擬
面
接
で
は
、
他
の
人
の
面

接
中
の
表
情
や
話
し
方
を
じ
っ

接
中
の
表
情
や
話
し
方
を
じ
っ

く
り
と
観
察
す
る
よ
う
に
な
り

く
り
と
観
察
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
中
で
私
が
参
考

ま
し
た
。
そ
の
中
で
私
が
参
考

に
し
た
い
と
思
っ
た
人
は
、
面

に
し
た
い
と
思
っ
た
人
は
、
面

接
中
に
所
々
で
と
て
も
良
い
笑

接
中
に
所
々
で
と
て
も
良
い
笑

顔
を
浮
か
べ
て
い
る
人
で
し

顔
を
浮
か
べ
て
い
る
人
で
し

た
。
そ
の
人
に
話
を
聞
い
て
み

た
。
そ
の
人
に
話
を
聞
い
て
み

る
と
、
自
分
の
昔
の
出
来
事
に

る
と
、
自
分
の
昔
の
出
来
事
に

つ
い
て
話
す
際
に
、
嬉
し
い
こ

つ
い
て
話
す
際
に
、
嬉
し
い
こ

と
な
ど
を
思
い
出
し
な
が
ら
話

と
な
ど
を
思
い
出
し
な
が
ら
話

す
こ
と
で
自
然
と
笑
顔
が
こ
ぼ

す
こ
と
で
自
然
と
笑
顔
が
こ
ぼ

れ
る
の
だ
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

れ
る
の
だ
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
な
ら
自
分
に
も
で
き
る
か

こ
れ
な
ら
自
分
に
も
で
き
る
か

も
し
れ
な
い
と
思
い
、
そ
の
こ

も
し
れ
な
い
と
思
い
、
そ
の
こ

と
を
意
識
し
て
面
接
に
臨
む
よ

と
を
意
識
し
て
面
接
に
臨
む
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
は
、
公
務
員
を
目
指
し
て

　

私
は
、
公
務
員
を
目
指
し
て

い
ま
し
た
が
、「
来
年
度
か
ら

い
ま
し
た
が
、「
来
年
度
か
ら

絶
対
に
社
会
人
に
な
り
た
い
」

絶
対
に
社
会
人
に
な
り
た
い
」

と
い
う
気
持
ち
か
ら
、
民
間
企

と
い
う
気
持
ち
か
ら
、
民
間
企

業
の
選
考
も
受
け
て
い
ま
し

業
の
選
考
も
受
け
て
い
ま
し

た
。
私
の
就
職
活
動
に
お
い

た
。
私
の
就
職
活
動
に
お
い

て
、
こ
れ
だ
け
は
譲
れ
な
い
と

て
、
こ
れ
だ
け
は
譲
れ
な
い
と

い
う
軸
が
２
つ
あ
り
ま
し
た
。

い
う
軸
が
２
つ
あ
り
ま
し
た
。

１
つ
目
は
「
公
共
性
の
高
い
仕

１
つ
目
は
「
公
共
性
の
高
い
仕

事
で
あ
る
こ
と
」、
２
つ
目
は

事
で
あ
る
こ
と
」、
２
つ
目
は

「
い
ず
れ
は
地
元
で
働
け
る
こ

「
い
ず
れ
は
地
元
で
働
け
る
こ

と
」
で
し
た
。
自
分
の
中
で
軸

と
」
で
し
た
。
自
分
の
中
で
軸

が
定
ま
っ
て
い
な
い
と
選
考
を

が
定
ま
っ
て
い
な
い
と
選
考
を

通
過
す
る
こ
と
は
難
し
い
の

通
過
す
る
こ
と
は
難
し
い
の

で
、
自
分
の
中
で
譲
れ
な
い
軸

で
、
自
分
の
中
で
譲
れ
な
い
軸

を
し
っ
か
り
と
も
っ
て
い
る
こ

を
し
っ
か
り
と
も
っ
て
い
る
こ

と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

筆
記
試
験
に
つ
い
て
言
え

　

筆
記
試
験
に
つ
い
て
言
え

ば
、
公
務
員
と
民
間
企
業
で
は

ば
、
公
務
員
と
民
間
企
業
で
は

内
容
と
量
は
異
な
り
ま
す
。
し

内
容
と
量
は
異
な
り
ま
す
。
し

か
し
、
試
験
対
策
を
自
分
が
行

か
し
、
試
験
対
策
を
自
分
が
行

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は

ど
ち
ら
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。
時

ど
ち
ら
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。
時

間
配
分
を
自
分
で
し
っ
か
り
と

間
配
分
を
自
分
で
し
っ
か
り
と

定
め
て
こ
つ
こ
つ
と
勉
強
す
る

定
め
て
こ
つ
こ
つ
と
勉
強
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
多

こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
多

く
の
参
考
書
に
手
を
出
す
よ
り

く
の
参
考
書
に
手
を
出
す
よ
り

も
、
１
冊
の
本
を
何
回
も
何
回

も
、
１
冊
の
本
を
何
回
も
何
回

も
繰
り
返
す
方
が
力
に
な
り
ま

も
繰
り
返
す
方
が
力
に
な
り
ま

す
。
私
自
身
も
選
考
直
前
の
焦

す
。
私
自
身
も
選
考
直
前
の
焦

り
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
本
に
手

り
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
本
に
手

を
出
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

を
出
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

し
っ
か
り
身
に
付
い
た
と
後
々

し
っ
か
り
身
に
付
い
た
と
後
々

感
じ
る
の
は
、
何
回
も
繰
り
返

感
じ
る
の
は
、
何
回
も
繰
り
返

し
て
使
っ
た
参
考
書
で
し
た
。

し
て
使
っ
た
参
考
書
で
し
た
。

　

最
後
に
、
自
分
の
就
職
活
動

　

最
後
に
、
自
分
の
就
職
活
動

を
振
り
返
っ
て
思
っ
た
こ
と
を

を
振
り
返
っ
て
思
っ
た
こ
と
を

伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
選
考

伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
選
考

に
落
ち
て
し
ま
っ
た
時
に
な
ぜ

に
落
ち
て
し
ま
っ
た
時
に
な
ぜ

落
ち
て
し
ま
っ
た
の
か
を
考
え

落
ち
て
し
ま
っ
た
の
か
を
考
え

る
こ
と
は
大
切
で
す
。
し
か

る
こ
と
は
大
切
で
す
。
し
か

し
、
選
考
を
通
っ
た
時
に
も
自

し
、
選
考
を
通
っ
た
時
に
も
自

分
の
ど
の
点
が
評
価
さ
れ
た
の

分
の
ど
の
点
が
評
価
さ
れ
た
の

か
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
大

か
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
大

切
だ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

切
だ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

い
ろ
い
ろ
考
え
る
前
に
ま

　

い
ろ
い
ろ
考
え
る
前
に
ま

ず
、
説
明
会
や
職
場
体
験
な
ど

ず
、
説
明
会
や
職
場
体
験
な
ど

に
は
積
極
的
に
足
を
伸
ば
し
、

に
は
積
極
的
に
足
を
伸
ば
し
、

職
業
に
つ
い
て
の
先
入
観
は
も

職
業
に
つ
い
て
の
先
入
観
は
も

た
ず
に
ひ
た
す
ら
情
報
を
集

た
ず
に
ひ
た
す
ら
情
報
を
集

め
、
自
分
の
ア
ン
テ
ナ
を
広
げ

め
、
自
分
の
ア
ン
テ
ナ
を
広
げ

る
こ
と
も
大
切
に
し
て
く
だ
さ

る
こ
と
も
大
切
に
し
て
く
だ
さ

い
。
就
職
活
動
、
特
に
選
考
試

い
。
就
職
活
動
、
特
に
選
考
試

験
は
一
人
で
戦
う
し
か
あ
り
ま

験
は
一
人
で
戦
う
し
か
あ
り
ま

せ
ん
が
、
全
て
が
一
人
で
は
あ

せ
ん
が
、
全
て
が
一
人
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
周
り
に
は
同
じ
状

り
ま
せ
ん
。
周
り
に
は
同
じ
状

況
の
友
人
が
何
人
も
い
ま
す

況
の
友
人
が
何
人
も
い
ま
す

し
、
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
課
の

し
、
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
課
の

方
は
説
明
会
や
講
座
を
学
校
で

方
は
説
明
会
や
講
座
を
学
校
で

行
い
、
親
身
に
な
っ
て
私
た
ち

行
い
、
親
身
に
な
っ
て
私
た
ち

を
支
え
て
く
れ
ま
す
。
機
会
と

を
支
え
て
く
れ
ま
す
。
機
会
と

時
間
は
自
分
で
作
る
も
の
で

時
間
は
自
分
で
作
る
も
の
で

す
。
妥
協
せ
ず
、
夢
に
向
か
っ

す
。
妥
協
せ
ず
、
夢
に
向
か
っ

て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

〈
公
務
員
〉
松
本
市
役
所

福
嶌 

彩
子

文
学
部
史
学
科

　３年生を対象とした就職力強化セミナーの模擬面接集中トレー
ニングが、昨年12月13日と20日に、渋谷キャンパス３号館で行
われた。
　午前９時から始まった同セミナーは、８つのグループに分かれ
て実施。８人の企業人事担当者が面接官役となり、本番さながら
の環境でグループディスカッションや集団面接などが行われた。
　同セミナーは毎年行われていて、今年度受講生は46人。参加
するためにはあらかじめ選考を受ける必要があり、その後約５カ
月間にもおよぶ厳しいカリキュラムが受講生を待ち受けている。
しかし、同セミナー受講生たちの就職率は毎年高く、本学の就活
生にとってはまさに「虎の穴」ともいえる存在となっている。
　今年度は、２月23日（月）に行われる就活解禁直前アドバイス会・
決起集会で全てのプログラムが終了する予定だ。就職協定が見直さ
れる最初の年となる３年生の就職活動の動向が注目される。

模
擬
面
接
の
様
子

　

昨
年

　

昨
年
1212
月
2323
日
午
前

日
午
前
1010
時
3030

分
か
ら
、
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
１

分
か
ら
、
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
１

２
０
周
年
記
念
２
号
館
２
３
０

２
０
周
年
記
念
２
号
館
２
３
０

３
教
室
で
、
本
学
と
神
奈
川
大

３
教
室
で
、
本
学
と
神
奈
川
大

学
、
駒
澤
大
学
の
３
大
学
に
よ

学
、
駒
澤
大
学
の
３
大
学
に
よ

る
合
同
面
接
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が

る
合
同
面
接
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が

開
催
さ
れ
た
。

開
催
さ
れ
た
。

　

開
会
式
に
引
き
続
き
、
講
師

　

開
会
式
に
引
き
続
き
、
講
師

と
な
る
企
業
の
人
事
担
当
者
の

と
な
る
企
業
の
人
事
担
当
者
の

紹
介
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
そ

紹
介
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
そ

れ
ぞ
れ
の
教
室
に
分
か
れ
て
、

れ
ぞ
れ
の
教
室
に
分
か
れ
て
、

模
擬
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

模
擬
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
と
模
擬
集
団
面
接
が
行
わ

ョ
ン
と
模
擬
集
団
面
接
が
行
わ

れ
た
。

れ
た
。

　

本
企
画
は
、
他
大
学
の
モ
チ

　

本
企
画
は
、
他
大
学
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
高
い
学
生
と
一

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
高
い
学
生
と
一

緒
に
模
擬
面
接
な
ど
を
受
け
る

緒
に
模
擬
面
接
な
ど
を
受
け
る

こ
と
で
、
本
学
学
生
の
就
職
活

こ
と
で
、
本
学
学
生
の
就
職
活

動
に
対
す
る
意
識
を
向
上
さ
せ

動
に
対
す
る
意
識
を
向
上
さ
せ

る
こ
と
を
目
的
に
実
施
さ
れ
て

る
こ
と
を
目
的
に
実
施
さ
れ
て

い
る
、
全
国
の
大
学
で
も
珍
し

い
る
、
全
国
の
大
学
で
も
珍
し

い
取
り
組
み
だ
。
本
学
で
は
３

い
取
り
組
み
だ
。
本
学
で
は
３

年
前
か
ら
実
施
し
て
お
り
、
今

年
前
か
ら
実
施
し
て
お
り
、
今

回
は
本
学
が
会
場
と
な
っ
た
。

回
は
本
学
が
会
場
と
な
っ
た
。

　

今
後
も
継
続
的
に
同
様
の
企

　

今
後
も
継
続
的
に
同
様
の
企

画
を
実
施
す
る
予
定
で
、２
月

画
を
実
施
す
る
予
定
で
、２
月

1919
日（
木
）は
神
奈
川
大
学
を
会

日（
木
）は
神
奈
川
大
学
を
会

場
に
今
年
度
２
回
目
の
ト
レ
ー

場
に
今
年
度
２
回
目
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
実
施
す
る
。

ニ
ン
グ
を
実
施
す
る
。

３
大
学
合
同
面
接
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

講師役となる企業人事担当者の紹介

　

昨
年

　

昨
年
1212
月
３
日
と
８
日
の
２

月
３
日
と
８
日
の
２

日
間
に
わ
た
っ
て
、
本
学
学
生

日
間
に
わ
た
っ
て
、
本
学
学
生

を
対
象
と
し
た
産
経
新
聞
社
主

を
対
象
と
し
た
産
経
新
聞
社
主

催
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
研
修

催
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
研
修

が
行
わ
れ
た
。

が
行
わ
れ
た
。

　

1212
月
３
日
、
初
日
と
な
っ
た

月
３
日
、
初
日
と
な
っ
た

こ
の
日
は
、
午
後
２
時
に
大
手

こ
の
日
は
、
午
後
２
時
に
大
手

町
の
産
経
新
聞
本
社
で
、
講
義

町
の
産
経
新
聞
本
社
で
、
講
義

と
社
内
見
学
を
行
っ
た
。
参
加

と
社
内
見
学
を
行
っ
た
。
参
加

し
た
し
た
1414
人
の
学
生
は
、
同
社
担

人
の
学
生
は
、
同
社
担

当
者
か
ら
新
聞
業
界
に
就
職
す

当
者
か
ら
新
聞
業
界
に
就
職
す

る
た
め
に
必
要
な
知
識
や
新
聞

る
た
め
に
必
要
な
知
識
や
新
聞

が
で
き
る
ま
で
の
流
れ
な
ど
の

が
で
き
る
ま
で
の
流
れ
な
ど
の

レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
た
。

レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
た
。

　

２
日
目
と
な
る
８
日
は
、
午

　

２
日
目
と
な
る
８
日
は
、
午

後
６
時
か
ら
本
学
渋
谷
キ
ャ
ン

後
６
時
か
ら
本
学
渋
谷
キ
ャ
ン

パ
ス
で
、
新
聞
業
界
の
現
状
や

パ
ス
で
、
新
聞
業
界
の
現
状
や

文
章
の
書
き
方
な
ど
に
つ
い
て

文
章
の
書
き
方
な
ど
に
つ
い
て

同
社
社
員
か
ら
講
義
を
受
け

同
社
社
員
か
ら
講
義
を
受
け

た
。
た
。

　

こ
の
企
画
は
、
本
学
キ
ャ
リ

　

こ
の
企
画
は
、
本
学
キ
ャ
リ

ア
サ
ポ
ー
ト
課
と
広
報
課
、
産

ア
サ
ポ
ー
ト
課
と
広
報
課
、
産

経
新
聞
社
が
協
力
し
実
現
し
た

経
新
聞
社
が
協
力
し
実
現
し
た

も
の
で
、
今
年
度
が
初
め
て
の

も
の
で
、
今
年
度
が
初
め
て
の

試
み
だ
。

試
み
だ
。
1111
月
に
行
わ
れ
た
第

月
に
行
わ
れ
た
第

１
回
目
に
引
き
続
き
２
回
目
の

１
回
目
に
引
き
続
き
２
回
目
の

実
施
と
な
っ
た
。

実
施
と
な
っ
た
。

未
来
の
記
者
を
目
指
す

 

産
経
新
聞
が
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

講
義
を
行
う
日
野
原
信
生
産

経
編
集
セ
ン
タ
ー
編
成
部
長

（
同
社
本
社
で
）

　

今
年
度
の
就
職
活
動
で
内
定
を
獲
得
し
た
４
年
生
に
、
自
身
の
就
職
活
動
に
つ
い
て
「
体

　

今
年
度
の
就
職
活
動
で
内
定
を
獲
得
し
た
４
年
生
に
、
自
身
の
就
職
活
動
に
つ
い
て
「
体

験
談
」
を
寄
せ
て
い
た
だ
い
た
。
今
号
で
は
企
業
、
公
務
員
の
分
野
か
ら
各
１
人
が
登
場

験
談
」
を
寄
せ
て
い
た
だ
い
た
。
今
号
で
は
企
業
、
公
務
員
の
分
野
か
ら
各
１
人
が
登
場

し
、
就
職
活
動
で
の
苦
労
や
、
成
功
へ
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
紹
介
す
る
。
就
職
活
動
が
い
よ

し
、
就
職
活
動
で
の
苦
労
や
、
成
功
へ
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
紹
介
す
る
。
就
職
活
動
が
い
よ

い
よ
本
番
と
な
る
３
年
生
に
は
、ぜ
ひ
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

い
よ
本
番
と
な
る
３
年
生
に
は
、ぜ
ひ
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。 

（
総
合
企
画
部
広
報
課
）

（
総
合
企
画
部
広
報
課
）

私
の
就
活
体
験
談
㊤

就職力強化セミナー
模擬面接集中トレーニングを実施

就職戦線突破！
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全
国
高
校
生
創
作
コ
ン
テ
ス
ト

　

全
国
高
校
生
創
作
コ
ン
テ
ス
ト

は
、
高
校
生
の
文
芸
創
作
を
奨
励

は
、
高
校
生
の
文
芸
創
作
を
奨
励

す
る
目
的
で
平
成
９
年
よ
り
開
催

す
る
目
的
で
平
成
９
年
よ
り
開
催

さ
れ
て
い
る
高
校
生
向
け
の
全
国

さ
れ
て
い
る
高
校
生
向
け
の
全
国

コ
ン
テ
ス
ト
。

コ
ン
テ
ス
ト
。
1818
回
目
と
な
る
今

回
目
と
な
る
今

回
は
、
３
５
９
校
、
１
７
３
８
９

回
は
、
３
５
９
校
、
１
７
３
８
９

点
（
昨
年
は
２
５
７
校
・
１
２
４

点
（
昨
年
は
２
５
７
校
・
１
２
４

１
０
点
）
の
応
募
が
あ
り
、
内
訳

１
０
点
）
の
応
募
が
あ
り
、
内
訳

は
短
篇
小
説
の
部
が
９
１
５
点

は
短
篇
小
説
の
部
が
９
１
５
点
、

現
代
詩
の
部
が
９
４
２
点

現
代
詩
の
部
が
９
４
２
点
、短
歌
、短
歌

の
部
が
４
５
７
６
点
、
俳
句
の
部

の
部
が
４
５
７
６
点
、
俳
句
の
部

が
１
０
９
５
６
点
で
あ
っ
た
。

が
１
０
９
５
６
点
で
あ
っ
た
。

　

厳
正
な
審
査
の
結
果
、
文
部
科

　

厳
正
な
審
査
の
結
果
、
文
部
科

学
大
臣
賞
・
特
別
学
校
賞
お
よ
び

学
大
臣
賞
・
特
別
学
校
賞
お
よ
び

各
部
門
の
最
優
秀
賞
、優
秀
賞
、佳

各
部
門
の
最
優
秀
賞
、優
秀
賞
、佳

作
、入
選
が
そ
れ
ぞ
れ
決
定
さ
れ
、

作
、入
選
が
そ
れ
ぞ
れ
決
定
さ
れ
、

文
部
科
学
大
臣
賞
に
木
更
津
工
業

文
部
科
学
大
臣
賞
に
木
更
津
工
業

高
等
専
門
学
校
が
選
ば
れ
た
。

高
等
専
門
学
校
が
選
ば
れ
た
。

　

表
彰
式
は
昨
年

　

表
彰
式
は
昨
年
1212
月
７
日
午
前

月
７
日
午
前

1111
時
か
ら
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
若
木

時
か
ら
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
若
木

タ
ワ
ー
会
議
室

タ
ワ
ー
会
議
室
0202
で
、
入
賞
者
お

で
、
入
賞
者
お

よ
び
関
係
者
、
協
賛
団
体
代
表

よ
び
関
係
者
、
協
賛
団
体
代
表

者
、
審
査
員
、
村
田
光
英
高
校
生

者
、
審
査
員
、
村
田
光
英
高
校
生

新
聞
編
集
局
長
は
じ
め
同
社
社

新
聞
編
集
局
長
は
じ
め
同
社
社

員
、
赤
井
益
久
本
学
学
長
、
高
島

員
、
赤
井
益
久
本
学
学
長
、
高
島

佳
代
子
本
学
若
木
育
成
会
副
会

佳
代
子
本
学
若
木
育
成
会
副
会

長
、
加
藤
元
茂
国
学
院
大
学
院
友

長
、
加
藤
元
茂
国
学
院
大
学
院
友

会
常
務
理
事
な
ど
が
出
席
し
行
わ

会
常
務
理
事
な
ど
が
出
席
し
行
わ

れ
た
。

れ
た
。

◎
佳
作
▽
坂
本
駿
太

▽
坂
本
駿
太 

「
老
年
生

「
老
年
生

活
」（
山
梨
県
立
甲
府
東
高
等
学

活
」（
山
梨
県
立
甲
府
東
高
等
学

校
２
年
）

校
２
年
）
▽
折
口
史
帆

▽
折
口
史
帆 

「
白
い
マ

「
白
い
マ

リ
ア
、
白
の
非
処
女
」（
鹿
児
島

リ
ア
、
白
の
非
処
女
」（
鹿
児
島

・
屋
久
島
お
お
ぞ
ら
高
等
学
校
３

・
屋
久
島
お
お
ぞ
ら
高
等
学
校
３

年
）
▽
小
川
茉
璃
乃

年
）
▽
小
川
茉
璃
乃 

「
ゴ
キ
ブ
リ

「
ゴ
キ
ブ
リ

・
ダ
イ
ア
リ
ー
」（
東
京
・
東
京

・
ダ
イ
ア
リ
ー
」（
東
京
・
東
京

大
学
教
育
学
部
附
属
中
等
教
育
学

大
学
教
育
学
部
附
属
中
等
教
育
学

校
２
年
）

校
２
年
）
▽
安
部
雄
登

▽
安
部
雄
登 

「
じ
い
ち

「
じ
い
ち

ゃ
ん
と
は
な
っ
こ
り
ー
」（
山
口

ゃ
ん
と
は
な
っ
こ
り
ー
」（
山
口

・
野
田
学
園
高
等
学
校
２
年
）

・
野
田
学
園
高
等
学
校
２
年
）
▽

松
本
美
生

松
本
美
生 

「
虎
の
威
を
借
る
狐
の

「
虎
の
威
を
借
る
狐
の

意
を
刈
る
虎
」（
群
馬
・
東
京
農

意
を
刈
る
虎
」（
群
馬
・
東
京
農

業
大
学
第
二
高
等
学
校
３
年
）

業
大
学
第
二
高
等
学
校
３
年
）
▽

渡
辺
真
子

渡
辺
真
子 
「
口
内
炎
」（
千
葉
県

「
口
内
炎
」（
千
葉
県

立
安
房
高
等
学
校
２
年
）

立
安
房
高
等
学
校
２
年
）
◎
入
選

▽
平
野
智
也
「
追
憶
」（
三
重
・

▽
平
野
智
也
「
追
憶
」（
三
重
・

日
生
学
園
第
一
高
等
学
校
１
年
）

日
生
学
園
第
一
高
等
学
校
１
年
）

▽
荒
川
七
瀬

▽
荒
川
七
瀬 

「
落
と
し
た
心
」

「
落
と
し
た
心
」

（
茨
城
・
茗
溪
学
園
高
等
学
校
１

（
茨
城
・
茗
溪
学
園
高
等
学
校
１

年
）
▽
谷
口
広
樹

年
）
▽
谷
口
広
樹 

「
夜
明
け
前
」

「
夜
明
け
前
」

（
千
葉
県
立
成
田
国
際
高
等
学
校

（
千
葉
県
立
成
田
国
際
高
等
学
校

３
年
）

３
年
）
▽
川
本
和
美

▽
川
本
和
美 

「
り
ん
ご
あ

「
り
ん
ご
あ

め
」（
広
島
県
立
呉
三
津
田
高
等

め
」（
広
島
県
立
呉
三
津
田
高
等

学
校
２
年
）

学
校
２
年
）
▽
石
川
真
梨
菜　

▽
石
川
真
梨
菜　

「
水
彩
少
女
」（
神
奈
川
・
横
浜

「
水
彩
少
女
」（
神
奈
川
・
横
浜

雙
葉
高
等
学
校
３
年
）

雙
葉
高
等
学
校
３
年
）
▽
増
田
有

▽
増
田
有

希
「
ク
ロ
猫
」（
高
知
県
立
中
村

希
「
ク
ロ
猫
」（
高
知
県
立
中
村

高
等
学
校
１
年
）

高
等
学
校
１
年
）
▽
都
築
幸
乃

▽
都
築
幸
乃

「
人
魚
」（
香
川
県
立
丸
亀
高
等

「
人
魚
」（
香
川
県
立
丸
亀
高
等

学
校
３
年
）

学
校
３
年
）
▽
山
上
黎
桂

▽
山
上
黎
桂 

「
闇
「
闇

猫
」（
神
奈
川
・
洗
足
学
園
高
等

猫
」（
神
奈
川
・
洗
足
学
園
高
等

学
校
１
年
）

学
校
１
年
）
▽
髙
橋
紫
野
香

▽
髙
橋
紫
野
香 

「
彼
「
彼

女
の
顔
は
」（
愛
知
・
愛
知
啓
成

女
の
顔
は
」（
愛
知
・
愛
知
啓
成

高
等
学
校
２
年
）

高
等
学
校
２
年
）

◎
佳
作
▽
杉
村
明
日
香

▽
杉
村
明
日
香 

「
言
葉
と

「
言
葉
と

共
に
歩
く
」（
大
阪
・
大
阪
女
学

共
に
歩
く
」（
大
阪
・
大
阪
女
学

院
高
等
学
校
２
年
）

院
高
等
学
校
２
年
）
▽
根
岸
祥
平

▽
根
岸
祥
平 

「
掌
の
中
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」

「
掌
の
中
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」

（
神
奈
川
県
立
麻
生
高
等
学
校
３

（
神
奈
川
県
立
麻
生
高
等
学
校
３

年
）
▽
杉
田
汐
里

年
）
▽
杉
田
汐
里 

「
図
書
館
の

「
図
書
館
の

本
」（
千
葉
県
立
安
房
高
等
学
校

本
」（
千
葉
県
立
安
房
高
等
学
校

３
年
）

３
年
）
▽
倉
持
望

▽
倉
持
望 

「
時
計
と
時
間

「
時
計
と
時
間

と
」（
茨
城
県
立
水
海
道
第
一
高

と
」（
茨
城
県
立
水
海
道
第
一
高

等
学
校
２
年
）

等
学
校
２
年
）
▽
滝
澤
有
咲

▽
滝
澤
有
咲 

「
仲
「
仲

間
色
の
虹
」（
埼
玉
県
立
浦
和
第

間
色
の
虹
」（
埼
玉
県
立
浦
和
第

一
女
子
高
等
学
校
２
年
）

一
女
子
高
等
学
校
２
年
）
◎
入
選

▽
吉
田
司

▽
吉
田
司 

「
鏡
の
中
の
私
」（
千

「
鏡
の
中
の
私
」（
千

葉
県
立
安
房
高
等
学
校
３
年
）

葉
県
立
安
房
高
等
学
校
３
年
）
▽

神
澤
み
な
み

神
澤
み
な
み 

「
み
ち
」（
同
）
▽

「
み
ち
」（
同
）
▽

松
井
佑
奈

松
井
佑
奈 

「
う
み
」（
同
）
▽
金

「
う
み
」（
同
）
▽
金

木
実
莉

木
実
莉 

「
生
ま
れ
て
か
ら
」

「
生
ま
れ
て
か
ら
」

（
同
）
▽
村
松
駿

（
同
）
▽
村
松
駿 

「
同
僚
」

「
同
僚
」

（
同
）
▽
松
本
彩

（
同
）
▽
松
本
彩 

「
ア
ン
ケ
ー

「
ア
ン
ケ
ー

ト
」（
茨
城
県
立
水
海
道
第
一
高

ト
」（
茨
城
県
立
水
海
道
第
一
高

等
学
校
２
年
）

等
学
校
２
年
）
▽
田
邊
萌
瑛

▽
田
邊
萌
瑛 

「
夏
「
夏

か
し
き
」（
埼
玉
県
立
浦
和
第
一

か
し
き
」（
埼
玉
県
立
浦
和
第
一

女
子
高
等
学
校
１
年
）

女
子
高
等
学
校
１
年
）
▽
名
越
玲

▽
名
越
玲

奈 

「
見
上
げ
る
空
に
」（
茨
城
県

「
見
上
げ
る
空
に
」（
茨
城
県

立
水
海
道
第
一
高
等
学
校
１
年
）

立
水
海
道
第
一
高
等
学
校
１
年
）

▽
辰
野
里
穂

▽
辰
野
里
穂 

「
君
の
手
紙
」（
千

「
君
の
手
紙
」（
千

葉
県
立
安
房
高
等
学
校
３
年
）

葉
県
立
安
房
高
等
学
校
３
年
）
▽

兵
藤
薫

兵
藤
薫 

「
白
鷺
」（
山
口
県
立
西

「
白
鷺
」（
山
口
県
立
西

京
高
等
学
校
２
年

京
高
等
学
校
２
年
）

◎
佳
作
▽
文
志
潤
（
兵
庫
・
神
戸

▽
文
志
潤
（
兵
庫
・
神
戸

朝
鮮
高
級
学
校
２
年
）

朝
鮮
高
級
学
校
２
年
）
▽
金
杉
優

▽
金
杉
優

里
（
埼
玉
県
立
浦
和
第
一
女
子
高

里
（
埼
玉
県
立
浦
和
第
一
女
子
高

等
学
校
２
年
）

等
学
校
２
年
）
▽
朴
裕
薫
（
兵
庫

▽
朴
裕
薫
（
兵
庫

・
神
戸
朝
鮮
高
級
学
校
２
年
）

・
神
戸
朝
鮮
高
級
学
校
２
年
）
▽

渡
辺
麻
衣
（
埼
玉
県
立
桶
川
西
高

渡
辺
麻
衣
（
埼
玉
県
立
桶
川
西
高

等
学
校
３
年
）

等
学
校
３
年
）
▽
手
塚
優
希
（
神

▽
手
塚
優
希
（
神

奈
川
・
鎌
倉
女
学
院
高
等
学
校
２

奈
川
・
鎌
倉
女
学
院
高
等
学
校
２

年
）
年
）
◎
入
選
▽
北
村
萌
（
千
葉
・

▽
北
村
萌
（
千
葉
・

木
更
津
工
業
高
等
専
門
学
校
１

木
更
津
工
業
高
等
専
門
学
校
１

年
）
▽
鬼
頭
あ
ゆ
み
（
三
重
・
高

年
）
▽
鬼
頭
あ
ゆ
み
（
三
重
・
高

田
高
等
学
校
３
年
）

田
高
等
学
校
３
年
）
▽
鈴
木
龍

▽
鈴
木
龍

（
岐
阜
県
立
各
務
原
西
高
等
学
校

（
岐
阜
県
立
各
務
原
西
高
等
学
校

２
年
）

２
年
）
▽
内
間
大
（
沖
縄
県
立
陽

▽
内
間
大
（
沖
縄
県
立
陽

明
高
等
学
校
１
年
）

明
高
等
学
校
１
年
）
▽
谷
ケ
城
南

▽
谷
ケ
城
南

（
宮
城
・
常
盤
木
学
園
高
等
学
校

（
宮
城
・
常
盤
木
学
園
高
等
学
校

２
年
）

２
年
）
▽
石
毛
優
吾
（
千
葉
県
立

▽
石
毛
優
吾
（
千
葉
県
立

東
総
工
業
高
等
学
校
２
年
）

東
総
工
業
高
等
学
校
２
年
）
▽
中
▽
中

村
優
教
（
熊
本
県
立
荒
尾
高
等
学

村
優
教
（
熊
本
県
立
荒
尾
高
等
学

校
２
年
）

校
２
年
）
▽
渡
邉
拓
実
（
千
葉
県

▽
渡
邉
拓
実
（
千
葉
県

立
安
房
高
等
学
校
３
年
）

立
安
房
高
等
学
校
３
年
）
▽
山
﨑

▽
山
﨑

龍
大
（
新
潟
・
東
京
学
館
新
潟
高

龍
大
（
新
潟
・
東
京
学
館
新
潟
高

等
学
校
３
年
）

等
学
校
３
年
）
▽
山
本
莉
菜
（
岩

▽
山
本
莉
菜
（
岩

手
県
立
盛
岡
第
二
高
等
学
校
３

手
県
立
盛
岡
第
二
高
等
学
校
３

年
）
年
）

俳
句

◎
佳
作
▽
竹
内
優
太
（
東
京
・
京

▽
竹
内
優
太
（
東
京
・
京

華
商
業
高
等
学
校
２
年
）

華
商
業
高
等
学
校
２
年
）
▽
法
師

▽
法
師

人
恵
太
（
茨
城
県
立
結
城
第
二
高

人
恵
太
（
茨
城
県
立
結
城
第
二
高

等
学
校
３
年
）

等
学
校
３
年
）
▽
岩
本
美
咲
（
長

▽
岩
本
美
咲
（
長

崎
県
立
大
村
城
南
高
等
学
校
２

崎
県
立
大
村
城
南
高
等
学
校
２

年
）
▽
山
口
美
桜
（
福
岡
県
立
福

年
）
▽
山
口
美
桜
（
福
岡
県
立
福

岡
農
業
高
等
学
校
１
年
）

岡
農
業
高
等
学
校
１
年
）
▽
川
上

▽
川
上

こ
の
か
（
岐
阜
県
立
飛
騨
神
岡
高

こ
の
か
（
岐
阜
県
立
飛
騨
神
岡
高

等
学
校
１
年
）

等
学
校
１
年
）
◎
入
選
▽
髙
田
友

▽
髙
田
友

弥
（
福
岡
・
西
日
本
短
期
大
学
附

弥
（
福
岡
・
西
日
本
短
期
大
学
附

属
高
等
学
校
２
年
）

属
高
等
学
校
２
年
）
▽
山
内
遥
菜

▽
山
内
遥
菜

（
愛
媛
県
立
松
山
北
高
等
学
校
２

（
愛
媛
県
立
松
山
北
高
等
学
校
２

年
）
▽
小
野
春
菜
（
宮
城
県
立
松

年
）
▽
小
野
春
菜
（
宮
城
県
立
松

島
高
等
学
校
２
年
）

島
高
等
学
校
２
年
）
▽
坂
本
凌

▽
坂
本
凌

（
高
知
県
立
岡
豊
高
等
学
校
３

（
高
知
県
立
岡
豊
高
等
学
校
３

年
）
▽
立
岡
せ
り
（
埼
玉
県
立
浦

年
）
▽
立
岡
せ
り
（
埼
玉
県
立
浦

和
第
一
女
子
高
等
学
校
２
年
）

和
第
一
女
子
高
等
学
校
２
年
）
▽

坂
中
菜
津
穂
（
神
奈
川
県
立
麻
生

坂
中
菜
津
穂
（
神
奈
川
県
立
麻
生

高
等
学
校
２
年
）

高
等
学
校
２
年
）
▽
夏
目
真
帆

▽
夏
目
真
帆

（
静
岡
・
浜
松
学
芸
高
等
学
校
１

（
静
岡
・
浜
松
学
芸
高
等
学
校
１

年
）
▽
許
匠
（
兵
庫
・
神
戸
朝
鮮

年
）
▽
許
匠
（
兵
庫
・
神
戸
朝
鮮

高
級
学
校
１
年
）

高
級
学
校
１
年
）
▽
児
島
希
実

▽
児
島
希
実

（
京
都
府
立
鳥
羽
高
等
学
校
３

（
京
都
府
立
鳥
羽
高
等
学
校
３

年
）
▽
庄
司
奈
央
（
千
葉
県
立
安

年
）
▽
庄
司
奈
央
（
千
葉
県
立
安

房
高
等
学
校
３
年
）

房
高
等
学
校
３
年
）

　国学院大学と高校生新聞社は、第18回全国高校生　国学院大学と高校生新聞社は、第18回全国高校生
創作コンテスト（国学院大学若木育成会、国学院大創作コンテスト（国学院大学若木育成会、国学院大
学院友会、国学院大学北海道短期大学部協賛、文部学院友会、国学院大学北海道短期大学部協賛、文部
科学省、全国高等学校長協会、全国高等学校国語教科学省、全国高等学校長協会、全国高等学校国語教

育研究連合会後援）ならびに、第10回「地域の伝承育研究連合会後援）ならびに、第10回「地域の伝承
文化に学ぶ」コンテスト（国学院大学若木育成会、文化に学ぶ」コンテスト（国学院大学若木育成会、
国学院大学院友会、国学院大学北海道短期大学部協国学院大学院友会、国学院大学北海道短期大学部協
賛、文部科学省、農林水産省、全国高等学校長協賛、文部科学省、農林水産省、全国高等学校長協

会、全国高等学校文化連盟後援）の入賞作品を決会、全国高等学校文化連盟後援）の入賞作品を決
定、昨年12月７日、本学渋谷キャンパスにて入賞定、昨年12月７日、本学渋谷キャンパスにて入賞
者の授賞式がそれぞれ行われた。入賞者などは以下者の授賞式がそれぞれ行われた。入賞者などは以下
のとおり（敬称略、順不同）。のとおり（敬称略、順不同）。

第18回

全
国
高
校
生
創
作
コ
ン
テ
ス
ト

文
部
科
学
大
臣
賞
に
木
更
津
工
業
高
等
専
門
学
校（
千
葉
県
）

高校生向けコンテスト入賞者が決定

◎
短
篇
小
説
の
部
▽
桜
庭
一
樹
（
作
家
）
▽
中
村
航
（
作
家
）
▽

▽
桜
庭
一
樹
（
作
家
）
▽
中
村
航
（
作
家
）
▽

傳
馬
義
澄
（
本
学
名
誉
教
授
）
▽
杉
山
英
昭
（
本
学
大
学
院
客
員

傳
馬
義
澄
（
本
学
名
誉
教
授
）
▽
杉
山
英
昭
（
本
学
大
学
院
客
員

教
授
）

教
授
）
◎
現
代
詩
の
部
▽
西
岡
光
秋
（
詩
人
）

▽
西
岡
光
秋
（
詩
人
）
◎
短
歌
の
部
▽
田
▽
田

中
章
義
（
歌
人
）

中
章
義
（
歌
人
）
◎
俳
句
の
部
▽
佐
川
広
治
（
俳
人
）

▽
佐
川
広
治
（
俳
人
）

審
査
員
（
敬
称
略
）

木更津工業高等専門学校（千葉）

神戸朝鮮高級学校（兵庫）

入賞者や関係者が出席し、表彰式が行われた

　

全
国
高
校
生
創
作
コ
ン
テ
ス
ト
、「
地
域
の
伝
承
文
化
に
学
ぶ
」

　

全
国
高
校
生
創
作
コ
ン
テ
ス
ト
、「
地
域
の
伝
承
文
化
に
学
ぶ
」

コ
ン
テ
ス
ト
の
受
賞
者
た
ち
は
、表
彰
式
終
了
後
、若
木
タ
ワ
ー
有

コ
ン
テ
ス
ト
の
受
賞
者
た
ち
は
、表
彰
式
終
了
後
、若
木
タ
ワ
ー
有

栖
川
宮
記
念
ホ
ー
ル
に
会
場
を
移
し
、午
後

栖
川
宮
記
念
ホ
ー
ル
に
会
場
を
移
し
、午
後
1
時
か
ら
両
コ
ン
テ

時
か
ら
両
コ
ン
テ

ス
ト
合
同
の
懇
親
会
を
開
催
、受
賞
の
喜
び
を
分
か
ち
合
っ
た
。

ス
ト
合
同
の
懇
親
会
を
開
催
、受
賞
の
喜
び
を
分
か
ち
合
っ
た
。

　

冒
頭
、
本
コ
ン
テ
ス
ト
主
催
者
を
代
表
し
、
小
川
直
之
本
学
文

　

冒
頭
、
本
コ
ン
テ
ス
ト
主
催
者
を
代
表
し
、
小
川
直
之
本
学
文

学
部
教
授
、
村
田
光
英
高
校
生
新
聞
社
編
集
局
長
が
あ
い
さ
つ
。

学
部
教
授
、
村
田
光
英
高
校
生
新
聞
社
編
集
局
長
が
あ
い
さ
つ
。

そ
の
後
、
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
生
徒
や
、
学
校
賞
を
受
賞
し
た

そ
の
後
、
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
生
徒
や
、
学
校
賞
を
受
賞
し
た

高
校
の
教
員
が
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
、
賞
を
受
け
と
っ
て
の
心

高
校
の
教
員
が
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
、
賞
を
受
け
と
っ
て
の
心

境
、
今
後
の
抱
負
な
ど
を
語
っ
た
。

境
、
今
後
の
抱
負
な
ど
を
語
っ
た
。

　

会
場
内
で
は
、
指
導
に
あ
た
っ
た
高
等
学
校
教
員
が
審
査
員
を

　

会
場
内
で
は
、
指
導
に
あ
た
っ
た
高
等
学
校
教
員
が
審
査
員
を

囲
み
今
後
の
研
究
に
お
け
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
り
、
受
賞
し

囲
み
今
後
の
研
究
に
お
け
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
り
、
受
賞
し

た
高
校
生
が
お
互
い
に
健
闘
を
た
た
え
連
絡
先
を
交
換
し
た
り

た
高
校
生
が
お
互
い
に
健
闘
を
た
た
え
連
絡
先
を
交
換
し
た
り

と
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
会
は
お
開
き
と
な
っ
た
。

と
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
会
は
お
開
き
と
な
っ
た
。

懇
親
会
で
は
活
発
な
意
見
交
換
も

高
校
生
向
け
コ
ン
テ
ス
ト 

合
同
懇
親
会
を
開
催

　広報課では、今回の入賞作品　広報課では、今回の入賞作品
を掲載した『全国高校生創作コを掲載した『全国高校生創作コ
ンテスト入賞作品集』を制作、ンテスト入賞作品集』を制作、
２月下旬に刊行の予定です。短２月下旬に刊行の予定です。短
篇小説と現代詩の部は佳作まで篇小説と現代詩の部は佳作まで
の作品、短歌と俳句の部についの作品、短歌と俳句の部につい
ては入選まで全ての作品を収ては入選まで全ての作品を収
録。同作品集は、当課窓口で先録。同作品集は、当課窓口で先
着順に無料配布いたします。発着順に無料配布いたします。発
送をご希望の方も受け付けます送をご希望の方も受け付けます
ので、希望部数と送付先をご連ので、希望部数と送付先をご連
絡ください。なお、バックナンバ絡ください。なお、バックナンバ
ーもございます。ーもございます。

　また、『「地域の伝承文化に学　また、『「地域の伝承文化に学
ぶ」コンテスト入賞作品集』にぶ」コンテスト入賞作品集』に
ついても同様に制作中で、こちついても同様に制作中で、こち
らも２月下旬に刊行を予定してらも２月下旬に刊行を予定して
います。同作品集もまた、広報います。同作品集もまた、広報
課で同様に無料配布いたしま課で同様に無料配布いたしま
す。なお、こちらのバックナンす。なお、こちらのバックナン
バーに関しては数に限りがござバーに関しては数に限りがござ
います。います。
（問い合わせ先・国学院大学総（問い合わせ先・国学院大学総
合企画部広報課☎０３・５４６合企画部広報課☎０３・５４６
６・０１３０）６・０１３０）

高校生向けコンテスト

『入賞作品集』を制作中

橋本 沙羅「真昼の星空」
（千葉・木更津工業高等専門学校１年）

最優秀賞

優 秀 賞 加納 千晴「福面の飴売り」
（岐阜県立岐阜農林高等学校３年）
塚本 咲実利「天の雨の飴の話」
（群馬・共愛学園高等学校３年）

山崎 華子「三行日記」
（神奈川県立麻生高等学校３年）

最優秀賞

和久井 航「綺麗な額縁はいらない」
（広島・広島学院高等学校２年）
加戸 海里「お姉ちゃん」
（千葉県立安房高等学校３年）

優 秀 賞

竹本 聖（茨城県立結城第二高等学校３年）最優秀賞

高橋 佐梨奈（埼玉県立浦和第一女子高等学校２年）
番澤 芹佳（岩手県立盛岡第二高等学校２年）

優 秀 賞

阿部 仁実（宮城・常盤木学園高等学校２年）最優秀賞

作田 渉（青森県立七戸高等学校1年）
小林 弥幸（福岡・西日本短期大学附属高等学校２年）

優 秀 賞

短
篇
小
説

現
代
詩

短
歌
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新
刊
紹
介

　前著『小林秀雄の哲学』（朝日新書）に評者は心地よい驚きを覚えたが、高　前著『小林秀雄の哲学』（朝日新書）に評者は心地よい驚きを覚えたが、高
橋昌一郎氏の新著は、いわば氏のホーム・グラウンドで健筆の振るわれた橋昌一郎氏の新著は、いわば氏のホーム・グラウンドで健筆の振るわれた
好著である。ジョン・フォン・ノイマン（1903-57）、クルト・ゲーデル（1906-好著である。ジョン・フォン・ノイマン（1903-57）、クルト・ゲーデル（1906-
78）、アラン・チューリング（1912-54）という20世紀を代表する天才数学者78）、アラン・チューリング（1912-54）という20世紀を代表する天才数学者
たちの業績が、それぞれの生涯の明暗と照らし合わされながら簡潔に紹介たちの業績が、それぞれの生涯の明暗と照らし合わされながら簡潔に紹介
されて行く。３人に各１章が割り当てられ、まずそれぞれ１つの講演ないされて行く。３人に各１章が割り当てられ、まずそれぞれ１つの講演ない
し論文の高橋氏による邦訳が掲げられ、次にそれらについての氏による解し論文の高橋氏による邦訳が掲げられ、次にそれらについての氏による解
題が続く。さらにそれぞれの生涯と思想が綴られて各章が閉じられ、それ題が続く。さらにそれぞれの生涯と思想が綴られて各章が閉じられ、それ
ら３章を序章と終章が挟むという構成である。ら３章を序章と終章が挟むという構成である。
　フォン・ノイマンの講演「数学者」の解題は、懇切明快で格好の導入を与えてくれる。チ　フォン・ノイマンの講演「数学者」の解題は、懇切明快で格好の導入を与えてくれる。チ
ューリングの有名な「計算機械と知性」は、哲学の学会誌に寄稿されたこともあって論文自ューリングの有名な「計算機械と知性」は、哲学の学会誌に寄稿されたこともあって論文自
体難解ではない。それに対してゲーデルの講演をしっかり理解するのはやはり骨が折れる。体難解ではない。それに対してゲーデルの講演をしっかり理解するのはやはり骨が折れる。
高橋氏の『ゲーデルの哲学』（講談社現代新書）をあわせて読むことをお薦めしたい。高橋氏の『ゲーデルの哲学』（講談社現代新書）をあわせて読むことをお薦めしたい。
　人のいかなる業績も、その人の生い立ち、生涯と無関係ではありえない。高橋氏の作品群　人のいかなる業績も、その人の生い立ち、生涯と無関係ではありえない。高橋氏の作品群
にはその認識が徹底している。３人の生涯を覆っていた影とは、フォン・ノイマンが原水にはその認識が徹底している。３人の生涯を覆っていた影とは、フォン・ノイマンが原水
爆開発への従事、ゲーデルが神経症という持病、そしてチューリングが当時は違法とされて爆開発への従事、ゲーデルが神経症という持病、そしてチューリングが当時は違法とされて
いた同性愛であった。第二次世界大戦時にナチス・ドイツの暗号解読に成功した「救国の英いた同性愛であった。第二次世界大戦時にナチス・ドイツの暗号解読に成功した「救国の英
雄」の暗転した人生は、「ブレイキング・ザ・コード」として舞台にものせられたので知る雄」の暗転した人生は、「ブレイキング・ザ・コード」として舞台にものせられたので知る
読者も多いだろう。評者が本書で初めて知った事実も少なくないが、この3人の天才たちの読者も多いだろう。評者が本書で初めて知った事実も少なくないが、この3人の天才たちの
相互交流（チューリングはゲーデルを無視していたようだが）がことのほか興味深かった。相互交流（チューリングはゲーデルを無視していたようだが）がことのほか興味深かった。
無意味とわかってはいても、「もし」チューリングがフォン・ノイマンによるプリンストン無意味とわかってはいても、「もし」チューリングがフォン・ノイマンによるプリンストン
への招聘を受諾していたら……と思わずにはいられない。（筑摩選書　1600円＋税）への招聘を受諾していたら……と思わずにはいられない。（筑摩選書　1600円＋税）
 立教大学教授　三浦 雅弘

　日本の祭りや芸能など、芳賀日出男氏が撮　日本の祭りや芸能など、芳賀日出男氏が撮
り続けた民俗世界の写真集が出版された。日り続けた民俗世界の写真集が出版された。日
本を代表する写真家である芳賀氏は大正10年本を代表する写真家である芳賀氏は大正10年
生まれなので、今年94歳になられる。太平洋戦生まれなので、今年94歳になられる。太平洋戦
争中に大学で折口信夫に学び、眼に見える神争中に大学で折口信夫に学び、眼に見える神
である「まれびと」の存在を知り、姿があるなである「まれびと」の存在を知り、姿があるな
ら写真に撮れるということで、この道に入らら写真に撮れるということで、この道に入ら
れた。それは昭和25年からというので、祭りやれた。それは昭和25年からというので、祭りや
芸能などから日本を撮り続けて65年になる。芸能などから日本を撮り続けて65年になる。
　平成21年には、折口信夫の学説を自ら撮影した写真と文章で表現した『折口信　平成21年には、折口信夫の学説を自ら撮影した写真と文章で表現した『折口信
夫と古代を旅ゆく』を出版しているが、このたび、氏が写真で捉えた日本の民俗夫と古代を旅ゆく』を出版しているが、このたび、氏が写真で捉えた日本の民俗
世界のエッセンスが、入手しやすい文庫本になった。２冊で484枚の写真を載せ世界のエッセンスが、入手しやすい文庫本になった。２冊で484枚の写真を載せ
るが、その全ては現実にあった日本の姿で、記録性を備えたものである。平成のるが、その全ては現実にあった日本の姿で、記録性を備えたものである。平成の
写真も含まれてはいるが、多くは昭和に生きる庶民の暮らしで、家々で行われる写真も含まれてはいるが、多くは昭和に生きる庶民の暮らしで、家々で行われる
年中行事や人生儀礼、仕事に勤しむ人たち、村や町で繰り広げられる祭りや芸能年中行事や人生儀礼、仕事に勤しむ人たち、村や町で繰り広げられる祭りや芸能
を写している。こうした写真の大半は、行事や儀礼、仕事を行い、祭りや芸能をを写している。こうした写真の大半は、行事や儀礼、仕事を行い、祭りや芸能を
担う人々の姿が撮られている。生きる人間を撮っているのであり、ここに写る人担う人々の姿が撮られている。生きる人間を撮っているのであり、ここに写る人
たちの人生を感じることができる。『暮らしと生業』は、正月、盆行事、稲作、たちの人生を感じることができる。『暮らしと生業』は、正月、盆行事、稲作、
海女、巫女など13章、『祭りと芸能』は御幣、訪れ神、初春の祝福芸、鬼など17海女、巫女など13章、『祭りと芸能』は御幣、訪れ神、初春の祝福芸、鬼など17
章から成り、それぞれについての解説があり、参考文献一覧もある。章から成り、それぞれについての解説があり、参考文献一覧もある。
　日本人の生活が、行事や儀礼、祭り、芸能とともに存在していることを理解　日本人の生活が、行事や儀礼、祭り、芸能とともに存在していることを理解
し、また感じることができる２冊で、購読を薦めたい。（角川ソフィア文庫　各し、また感じることができる２冊で、購読を薦めたい。（角川ソフィア文庫　各
1280円＋税） 1280円＋税） 本学文学部教授　小川直之

高橋昌一郎（本学文学部教授）著
ノイマン・ゲーデル・チューリング

芳賀日出男 著

『日本の民俗 暮らしと生業』『日本の民俗 祭りと芸能』
“撮り続けて65年”
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）
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話
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門

「沖縄・シマジマの祭祀～綱引き儀礼を中心に～」
伊良波 賢弥（沖縄県立首里高等学校３年）

「草津ブルー。露のごとく消えゆく運命か！！
 伝統産業に光をもたらす高校生の挑戦！！」
 （滋賀県立湖南農業高等学校 園芸工学科 園芸バイオ班）
「 世界に誇る上田紬」（長野・上田西高等学校 ＥＣＣ）

優 秀 賞

個 人

優 秀 賞「 行統行事についての考察～栃木県河内郡上三川町
野澤家を例に～」
  野澤 美祈（栃木県立宇都宮白楊高等学校３年）
「風鈴」片山 桃（東京・富士見丘高等学校１年）

最優秀賞「 沖縄・シマジマの祭祀～綱引き儀礼を中心
に～」伊良波 賢弥（沖縄県立首里高等学校３年）

「全国に誇れる三島の文化財　三嶋暦について」
（静岡県立三島北高等学校　郷土研究部）

優 秀 賞

「朴葉寿司～ふるさとの文化遺産～」
（岐阜県立益田清風高等学校　地域研究・社会探究）

優 秀 賞

団 体

「地域の伝承文化に学ぶ～東北地方の怪異譚～」
 澁谷 涼平（青森・五所川原第一高等学校３年）

優 秀 賞
「化け地蔵」松本 朱音（福島県立小野高等学校１年）優 秀 賞

個 人

※地域民話研究部門（団体）は該当なし

賞状を手に記念撮影をする入賞者

　

「
地
域
の
伝
承
文
化
に
学
ぶ
」
コ

　

「
地
域
の
伝
承
文
化
に
学
ぶ
」
コ

ン
テ
ス
ト
は
、
高
等
学
校
の
「
総
合

ン
テ
ス
ト
は
、
高
等
学
校
の
「
総
合

学
習
の
時
間
」
な
ど
を
利
用
し
た
地

学
習
の
時
間
」
な
ど
を
利
用
し
た
地

域
研
究
を
発
表
す
る
機
会
を
作
る
と

域
研
究
を
発
表
す
る
機
会
を
作
る
と

と
も
に
、
本
学
の
持
つ
伝
承
文
化
に

と
も
に
、
本
学
の
持
つ
伝
承
文
化
に

関
す
る
資
産
に
触
れ
て
も
ら
い
、
さ

関
す
る
資
産
に
触
れ
て
も
ら
い
、
さ

ら
に
研
究
を
深
め
る
事
を
目
的
と
し

ら
に
研
究
を
深
め
る
事
を
目
的
と
し

て
、
平
成

て
、
平
成
1717
年
か
ら
開
催
さ
れ
て
い

年
か
ら
開
催
さ
れ
て
い

る
高
校
生
向
け
コ
ン
テ
ス
ト
で
、

る
高
校
生
向
け
コ
ン
テ
ス
ト
で
、
1010

回
目
と
な
る
今
回
は
、

回
目
と
な
る
今
回
は
、
4545
校
、
６
３

校
、
６
３

４
点
（
昨
年
は

４
点
（
昨
年
は
3535
校
・
５
３
８
点
）

校
・
５
３
８
点
）

の
応
募
が
あ
っ
た
。
ま
た
今
回
か
ら

の
応
募
が
あ
っ
た
。
ま
た
今
回
か
ら

は
応
募
部
門
が
再
編
さ
れ
、
こ
れ
ま

は
応
募
部
門
が
再
編
さ
れ
、
こ
れ
ま

で
の
研
究
レ
ポ
ー
ト
、
創
作
作
品

で
の
研
究
レ
ポ
ー
ト
、
創
作
作
品

（
い
ず
れ
も
個
人
と
団
体
）
の
２
部

（
い
ず
れ
も
個
人
と
団
体
）
の
２
部

門
か
ら
、
全
て
の
名
称
を
刷
新
し
た

門
か
ら
、
全
て
の
名
称
を
刷
新
し
た

３
部
門
に
拡
大
し
て
募
集
を
行
っ

３
部
門
に
拡
大
し
て
募
集
を
行
っ

た
。
新
部
門
で
の
応
募
内
訳
は
、
地

た
。
新
部
門
で
の
応
募
内
訳
は
、
地

域
文
化
研
究
部
門
が
団
体

域
文
化
研
究
部
門
が
団
体
1111
点
、
個

点
、
個

人
３
５
９
点
、
地
域
民
話
研
究
部
門

人
３
５
９
点
、
地
域
民
話
研
究
部
門

が
団
体
８
点
、
個
人
２
４
２
点
、
学

が
団
体
８
点
、
個
人
２
４
２
点
、
学

校
活
動
部
門
が

校
活
動
部
門
が
1414
点
で
あ
っ
た
。

点
で
あ
っ
た
。

　

厳
正
な
審
査
の
結
果
、
各
部
門
各

　

厳
正
な
審
査
の
結
果
、
各
部
門
各

賞
を
通
し
て
最
も
優
秀
な
作
品
に
授

賞
を
通
し
て
最
も
優
秀
な
作
品
に
授

与
さ
れ
る
折
口
信
夫
賞
に
地
域
文
化

与
さ
れ
る
折
口
信
夫
賞
に
地
域
文
化

研
究
部
門
（
個
人
）
か
ら
「
沖
縄
・

研
究
部
門
（
個
人
）
か
ら
「
沖
縄
・

シ
マ
ジ
マ
の
祭
祀
〜
綱
引
き
儀
礼
を

シ
マ
ジ
マ
の
祭
祀
〜
綱
引
き
儀
礼
を

中
心
に
〜
」
伊
良
波
賢
弥
君
（
沖
縄

中
心
に
〜
」
伊
良
波
賢
弥
君
（
沖
縄

県
立
首
里
高
等
学
校
３
年
）
が
選
出

県
立
首
里
高
等
学
校
３
年
）
が
選
出

さ
れ
た
の
を
は
じ
め
、
部
門
ご
と
に

さ
れ
た
の
を
は
じ
め
、
部
門
ご
と
に

最
優
秀
賞
、
優
秀
賞
、
佳
作
、
入
選

最
優
秀
賞
、
優
秀
賞
、
佳
作
、
入
選

な
ど
合
計

な
ど
合
計
3434
作
品
の
受
賞
が
決
定
し

作
品
の
受
賞
が
決
定
し

た
。（
詳
細
は
一
覧
確
認
）

た
。（
詳
細
は
一
覧
確
認
）

　

表
彰
式
は
昨
年

　

表
彰
式
は
昨
年
1212
月
７
日
午
前

月
７
日
午
前
1010

時
か
ら
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
学
術
メ
デ

時
か
ら
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
学
術
メ
デ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
常
磐
松
ホ
ー
ル
で
、

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
常
磐
松
ホ
ー
ル
で
、

入
賞
者
お
よ
び
入
賞
学
校
関
係
者
、

入
賞
者
お
よ
び
入
賞
学
校
関
係
者
、

協
賛
団
体
代
表
者
、審
査
員
、ス
ク
ー

協
賛
団
体
代
表
者
、審
査
員
、ス
ク
ー

ル
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ（
高
校
生
新
聞
）社

ル
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ（
高
校
生
新
聞
）社

員
、赤
井
益
久
本
学
学
長
、髙
島
佳
代

員
、赤
井
益
久
本
学
学
長
、髙
島
佳
代

子
本
学
若
木
育
成
会
副
会
長
、加
藤

子
本
学
若
木
育
成
会
副
会
長
、加
藤

元
茂
国
学
院
大
学
院
友
会
常
務
理
事

元
茂
国
学
院
大
学
院
友
会
常
務
理
事

な
ど
が
出
席
し
行
わ
れ
た
。

な
ど
が
出
席
し
行
わ
れ
た
。

　

ま
た
、
昨
年
度
同
様
に
作
品
の
プ

　

ま
た
、
昨
年
度
同
様
に
作
品
の
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
も
行
わ
れ
、
各

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
も
行
わ
れ
、
各

部
門
で
優
秀
賞
以
上
を
受
賞
し
た
作

部
門
で
優
秀
賞
以
上
を
受
賞
し
た
作

品
の
研
究
内
容
が
参
加
者
の
前
で
披

品
の
研
究
内
容
が
参
加
者
の
前
で
披

露
さ
れ
た
。

露
さ
れ
た
。

◎
全
体
▽
小
川
直
之
（
本
学
文
学
部
教
授
）

▽
小
川
直
之
（
本
学
文
学
部
教
授
）
◎
地
域
文
化
研
究
部
門
▽

新
谷
尚
紀
（
本
学
文
学
部
教
授
）
▽
常
光
徹
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

新
谷
尚
紀
（
本
学
文
学
部
教
授
）
▽
常
光
徹
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

名
誉
教
授
）

名
誉
教
授
）
◎
地
域
民
話
研
究
部
門
▽
小
川
直
之
（
本
学
文
学
部
教

▽
小
川
直
之
（
本
学
文
学
部
教

授
）
▽
花
部
英
雄
（
本
学
文
学
部
教
授
）
▽
佐
藤
美
穗
（
本
学
客
員
教

授
）
▽
花
部
英
雄
（
本
学
文
学
部
教
授
）
▽
佐
藤
美
穗
（
本
学
客
員
教

授
）
授
）
◎
学
校
活
動
部
門
▽
高
橋
大
助
（
本
学
文
学
部
教
授
）
▽
飯
倉
義

▽
高
橋
大
助
（
本
学
文
学
部
教
授
）
▽
飯
倉
義

之
（
本
学
文
学
部
助
教
）

之
（
本
学
文
学
部
助
教
）
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１
月

　

１
月
1010
日
、
本
学
は
地
域
連

日
、
本
学
は
地
域
連

携
企
画
「
国
学
院　

ｉ
ｎ　

Ｈ

携
企
画
「
国
学
院　

ｉ
ｎ　

Ｈ

ｉ
ｋ
ａ
ｒ
ｉ
ｅ
―
渋
谷
学
と
渋

ｉ
ｋ
ａ
ｒ
ｉ
ｅ
―
渋
谷
学
と
渋

谷
楽
―
」
を
渋
谷
ヒ
カ
リ
エ
で

谷
楽
―
」
を
渋
谷
ヒ
カ
リ
エ
で

開
催
し
た
。
同
所
で
の
イ
ベ
ン

開
催
し
た
。
同
所
で
の
イ
ベ
ン

ト
は
昨
年
度
に
続
き
２
回
目
。

ト
は
昨
年
度
に
続
き
２
回
目
。

　

第
１
部
の
「
渋
谷
学
」
で

　

第
１
部
の
「
渋
谷
学
」
で

は
、
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

は
、
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

　昨年12月６日、渋谷区立鉢　昨年12月６日、渋谷区立鉢
山中学校（渋谷区鶯谷町）で本山中学校（渋谷区鶯谷町）で本
学の雅楽サークル「青葉雅楽学の雅楽サークル「青葉雅楽
会」による「雅楽教室」が開催会」による「雅楽教室」が開催
された。今回は、３年生と特別された。今回は、３年生と特別
支援学級を対象に開催され、支援学級を対象に開催され、
同部員による雅楽の楽器につ同部員による雅楽の楽器につ
いての説明と、楽器の体験、雅いての説明と、楽器の体験、雅
楽の実演が行われた。楽の実演が行われた。
　学校教育で日本文化が注目　学校教育で日本文化が注目
され、音楽の授業でも積極的され、音楽の授業でも積極的
に邦楽に取り組んでいるものに邦楽に取り組んでいるもの
の、楽器や演奏に直接触れるの、楽器や演奏に直接触れる

機会は極めて少ない。そうし機会は極めて少ない。そうし
た中、渋谷キャンパスの立地た中、渋谷キャンパスの立地
する地元地域に貢献、日本文する地元地域に貢献、日本文
化を守り、継承する本学の社化を守り、継承する本学の社
会的責任を果たす一環とし会的責任を果たす一環とし
て、今回の教室が開催されて、今回の教室が開催され
た。た。
　参加した中学生は、あまり　参加した中学生は、あまり
なじみのない和楽器に触れたなじみのない和楽器に触れた
り、楽器の形態や大きさからり、楽器の形態や大きさから
は想像できないは想像できない篳

ひちひち

篥
りきりき

や笙
しょうしょう

の音の音
色に驚いたりしながら、実演色に驚いたりしながら、実演
を楽しんでいた。を楽しんでいた。

　

本
学
で
は
、
全
国
の
各
地
域

本
学
で
は
、
全
国
の
各
地
域

に
お
け
る
文
化
的
貢
献
を
行
う

に
お
け
る
文
化
的
貢
献
を
行
う

こ
と
を
目
的
に
「
国
学
院
大
学

こ
と
を
目
的
に
「
国
学
院
大
学

学
び
へ
の
誘
い
」
と
題
し
た
展

学
び
へ
の
誘
い
」
と
題
し
た
展

示
会
を
平
成

示
会
を
平
成
1717
年
度
か
ら
実

年
度
か
ら
実

施
。
今
年
も
本
学
所
有
の
学
術

施
。
今
年
も
本
学
所
有
の
学
術

資
産
を
公
開
し
好
評
を
博
し

資
産
を
公
開
し
好
評
を
博
し

た
。
た
。

　

1010
年
目
の
今
年
度
は
「
戦
国

年
目
の
今
年
度
は
「
戦
国

・
織
豊
期
の
古
文
書
」
を
テ
ー

・
織
豊
期
の
古
文
書
」
を
テ
ー

マ
に
、
本
学
図
書
館
所
蔵
の

マ
に
、
本
学
図
書
館
所
蔵
の

「
太
田
道
灌
状
」
や
毛
利
輝
元

「
太
田
道
灌
状
」
や
毛
利
輝
元

の
書
状
集
、
天
下
人
の
文
書
、

の
書
状
集
、
天
下
人
の
文
書
、

『
雑
兵
物
語
』
な
ど
の
貴
重
資

『
雑
兵
物
語
』
な
ど
の
貴
重
資

料
等
約

料
等
約
3030
点
を
５
会
場
で
展
示

点
を
５
会
場
で
展
示

し
た
。

し
た
。

　

各
開
催
地
「
会
場
」（
開
催

　

各
開
催
地
「
会
場
」（
開
催

期
間
）
と
来
場
者
数
は
、
札
幌

期
間
）
と
来
場
者
数
は
、
札
幌

「
紀
伊
国
屋
書
店
札
幌
本
店
」

「
紀
伊
国
屋
書
店
札
幌
本
店
」

（
昨
年
６
月
７
日
か
ら
同

（
昨
年
６
月
７
日
か
ら
同
1515
日

ま
で
）
８
２
５
人
。
滝
川
「
国

ま
で
）
８
２
５
人
。
滝
川
「
国

学
院
大
学
北
海
道
短
期
大
学

学
院
大
学
北
海
道
短
期
大
学

部
」（
６
月

部
」（
６
月
1616
日
か
ら
同

日
か
ら
同
2222
日

ま
で
）
４
２
０
人
。
松
本
「
松

ま
で
）
４
２
０
人
。
松
本
「
松

本
市
時
計
博
物
館
」（
９
月

本
市
時
計
博
物
館
」（
９
月
1313

日
か
ら
同

日
か
ら
同
2323
日
ま
で
）
１
６
２

日
ま
で
）
１
６
２

７
人
。
新
潟
「
新
潟
大
学
駅
南

７
人
。
新
潟
「
新
潟
大
学
駅
南

キ
ャ
ン
パ
ス
と
き
め
い
と
」

キ
ャ
ン
パ
ス
と
き
め
い
と
」

（
1010
月
４
日
か
ら
同

月
４
日
か
ら
同
1313
日
ま
日
ま

で
）
５
６
８
人
。
東
京
「
国
学

で
）
５
６
８
人
。
東
京
「
国
学

院
大
学
博
物
館
」（

院
大
学
博
物
館
」（
1010
月
1818
日

か
ら
か
ら
1111
月
８
日
ま
で
）
３
４
０

月
８
日
ま
で
）
３
４
０

０
人
。
総
来
場
者
数
は
６
８
４

０
人
。
総
来
場
者
数
は
６
８
４

０
人
。

０
人
。

　

渋
谷
で
は
ブ
ロ
ガ
ー
内
覧
会

　

渋
谷
で
は
ブ
ロ
ガ
ー
内
覧
会

を
開
催
し
、
堀
越
祐
一
文
学
部

を
開
催
し
、
堀
越
祐
一
文
学
部

兼
任
講
師
に
よ
る
展
示
解
説

兼
任
講
師
に
よ
る
展
示
解
説

（
写
真
）

（
写
真
）
後
、
自
由
鑑
賞
・
撮

後
、
自
由
鑑
賞
・
撮

影
と
な
っ
た
。
松
本
で
は
根
岸

影
と
な
っ
た
。
松
本
で
は
根
岸

茂
夫
同
教
授
に
よ
る
「『
雑
兵

茂
夫
同
教
授
に
よ
る
「『
雑
兵

物
語
』
に
み
る
合
戦
の
風
景
」

物
語
』
に
み
る
合
戦
の
風
景
」

の
講
演
を
、
新
潟
で
は
矢
部
健

の
講
演
を
、
新
潟
で
は
矢
部
健

太
郎
同
准
教
授
に
よ
る
「
豊
臣

太
郎
同
准
教
授
に
よ
る
「
豊
臣

政
権
と
上
杉
家
―
上
洛
・「
清

政
権
と
上
杉
家
―
上
洛
・「
清

華
成
」
と
儀
礼
認
識
」
と
題
す

華
成
」
と
儀
礼
認
識
」
と
題
す

る
講
演
を
開
催
し
た
。

る
講
演
を
開
催
し
た
。

　

1212
月
ま
で
放
送
さ
れ
た
Ｎ
Ｈ

月
ま
で
放
送
さ
れ
た
Ｎ
Ｈ

Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
軍
師
官
兵

Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
軍
師
官
兵

衛
」
で
戦
国
武
将
の
活
躍
が
話

衛
」
で
戦
国
武
将
の
活
躍
が
話

題
に
な
る
中
で
、
実
物
の
戦
国

題
に
な
る
中
で
、
実
物
の
戦
国

武
将
の
文
書
は
、
歴
史
を
動
か

武
将
の
文
書
は
、
歴
史
を
動
か

し
た
生
き
た
資
料
と
し
て
、
来

し
た
生
き
た
資
料
と
し
て
、
来

場
者
を
戦
国
の
世
界
へ
と
誘
っ

場
者
を
戦
国
の
世
界
へ
と
誘
っ

て
い
た
。

て
い
た
。

　

本
学
卒
業
生
の
組
織
で
あ
る

　

本
学
卒
業
生
の
組
織
で
あ
る

国
学
院
大
学
院
友
会
か
ら
、
東

国
学
院
大
学
院
友
会
か
ら
、
東

日
本
大
震
災
被
災
学
生
支
援
を

日
本
大
震
災
被
災
学
生
支
援
を

目
的
と
す
る
指
定
寄
付
金
を
本

目
的
と
す
る
指
定
寄
付
金
を
本

年
度
も
受
け
た
。
贈
呈
式
が
昨

年
度
も
受
け
た
。
贈
呈
式
が
昨

年
1111
月
2525
日
に
明
治
記
念
館

日
に
明
治
記
念
館

（
東
京
・
港
区
）
で
行
わ
れ
、

（
東
京
・
港
区
）
で
行
わ
れ
、

𠮷
田
茂
穗
院
友
会
会
長
か
ら
、

𠮷
田
茂
穗
院
友
会
会
長
か
ら
、

赤
井
益
久
学
長
へ
目
録
が
贈
呈

赤
井
益
久
学
長
へ
目
録
が
贈
呈

さ
れ
た
。
同
寄
付
金
は
被
災
地

さ
れ
た
。
同
寄
付
金
は
被
災
地

出
身
学
生
へ
の
修
学
・
生
活
支

出
身
学
生
へ
の
修
学
・
生
活
支

援
に
有
効
活
用
さ
れ
る
。

援
に
有
効
活
用
さ
れ
る
。

　昨年11月３日付で秋の褒　昨年11月３日付で秋の褒
章・叙勲が内閣府から発令章・叙勲が内閣府から発令
された。本紙629号（平成された。本紙629号（平成
26年11月10日）では、本学26年11月10日）では、本学
関係者４氏の受賞を掲載し関係者４氏の受賞を掲載し
たが、新たに３氏の受賞がたが、新たに３氏の受賞が
判明した（１月10日現在。判明した（１月10日現在。
以下、敬称略）。以下、敬称略）。
◇藍綬褒章（調停委員功
績）▽番場美枝（昭41卒・▽番場美枝（昭41卒・
74期文、元調停委員）74期文、元調停委員）
◇旭日双光章（保健衛生功
労）▽井上豊彦（井上慶山）▽井上豊彦（井上慶山）
（昭43卒・76期神専、元（社）（昭43卒・76期神専、元（社）
日本鍼灸師会副会長）日本鍼灸師会副会長）
◇瑞宝双光章（教育功労）
▽栗原潔（昭42卒・75期▽栗原潔（昭42卒・75期
文、元公立小学校長）文、元公立小学校長）
　なお、他の受賞者が判　なお、他の受賞者が判
明した場合は、本紙632号明した場合は、本紙632号
（平成27年２月10日付）以（平成27年２月10日付）以
降に紹介する。降に紹介する。

館
「
土
偶
展
」
―
裏
方
の
記

館
「
土
偶
展
」
―
裏
方
の
記

―
」、
花
園
大
学
副
学
長
・
教

―
」、
花
園
大
学
副
学
長
・
教

授
の
芳
井
敬
郎
氏
（
昭

授
の
芳
井
敬
郎
氏
（
昭
4545
卒
・
卒
・

7878
期
史
）
に
よ
る
「
学
芸
員
視

期
史
）
に
よ
る
「
学
芸
員
視

点
の
民
俗
展
示
と
物
質
文
化
研

点
の
民
俗
展
示
と
物
質
文
化
研

究
」
の
講
演
が
催
さ
れ
た
。

究
」
の
講
演
が
催
さ
れ
た
。

　

昨
年

　

昨
年
1111
月
2222
日
渋
谷
キ
ャ
ン

日
渋
谷
キ
ャ
ン

パ
ス
常
磐
松
ホ
ー
ル
で
第
２
回

パ
ス
常
磐
松
ホ
ー
ル
で
第
２
回

博
物
館
関
係
院
友
集
い
の
会
が

博
物
館
関
係
院
友
集
い
の
会
が

開
催
さ
れ
、
全
国
で
活
躍
す
る

開
催
さ
れ
、
全
国
で
活
躍
す
る

１
０
０
人
近
い
本
学
卒
業
の
学

１
０
０
人
近
い
本
学
卒
業
の
学

芸
員
・
博
物
館
学
教
員
の
参
加

芸
員
・
博
物
館
学
教
員
の
参
加

が
あ
っ
た
。

が
あ
っ
た
。

　

主
催
者
の
青
木
豊
文
学
部
教

　

主
催
者
の
青
木
豊
文
学
部
教

授
の
あ
い
さ
つ
で
は
、
昭
和

授
の
あ
い
さ
つ
で
は
、
昭
和
3232

年
に
開
設
さ
れ
た
本
学
博
物
館

年
に
開
設
さ
れ
た
本
学
博
物
館

学
課
程
の
歴
史
と
近
年
の
活
動

学
課
程
の
歴
史
と
近
年
の
活
動

に
つ
い
て
解
説
が
あ
っ
た
。
本

に
つ
い
て
解
説
が
あ
っ
た
。
本

学
大
学
院
に
博
物
館
学
専
攻
が

学
大
学
院
に
博
物
館
学
専
攻
が

開
設
さ
れ
、
平
成

開
設
さ
れ
、
平
成
2121
年
に
大
学

年
に
大
学

院
高
度
博
物
館
学
教
育
プ
ロ
グ

院
高
度
博
物
館
学
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
文
部
科
学
省
Ｇ
Ｐ
に
採

ラ
ム
が
文
部
科
学
省
Ｇ
Ｐ
に
採

択
さ
れ
た
こ
と
を
、
本
学
院
友

択
さ
れ
た
こ
と
を
、
本
学
院
友

学
芸
員
の
基
盤
と
し
て
紹
介
し

学
芸
員
の
基
盤
と
し
て
紹
介
し

た
。
た
。

　

引
き
続
き
文
化
庁
美
術
学
芸

　

引
き
続
き
文
化
庁
美
術
学
芸

課
の
原
田
昌
幸
氏
（
昭

課
の
原
田
昌
幸
氏
（
昭
5656
卒
・
卒
・

8989
期
史
）
に
よ
る
「
大
英
博
物

期
史
）
に
よ
る
「
大
英
博
物

　

昨
年

　

昨
年
1111
月
2222
日
、
渋
谷
キ
ャ

日
、
渋
谷
キ
ャ

ン
パ
ス
院
友
会
館
で
午
後
３
時

ン
パ
ス
院
友
会
館
で
午
後
３
時

か
ら
院
友
会
東
京
都

か
ら
院
友
会
東
京
都
2323
区
支
部

区
支
部

総
会
が
、
午
後
４
時
か
ら
同
支

総
会
が
、
午
後
４
時
か
ら
同
支

部
主
催
の
講
演
会
が
そ
れ
ぞ
れ

部
主
催
の
講
演
会
が
そ
れ
ぞ
れ

行
わ
れ
た
。

行
わ
れ
た
。

　

今
年
度
の
講
演
会
で
は
、
映

　

今
年
度
の
講
演
会
で
は
、
映

画
「
武
士
の
家
計
簿
」
や
「
武

画
「
武
士
の
家
計
簿
」
や
「
武

士
の
献
立
」
で
脚
本
を
手
が
け

士
の
献
立
」
で
脚
本
を
手
が
け

た
柏
田
道
夫
氏
が
「
時
代
劇
映

た
柏
田
道
夫
氏
が
「
時
代
劇
映

画
の
創
り
方
」
と
題
し
て
映
画

画
の
創
り
方
」
と
題
し
て
映
画

製
作
の
舞
台
裏
を
語
っ
た
。

製
作
の
舞
台
裏
を
語
っ
た
。

　

通
常
の
時
代
劇
映
画
は
、
刀

　

通
常
の
時
代
劇
映
画
は
、
刀

を
使
っ
た
立
ち
回
り
が
メ
イ
ン

を
使
っ
た
立
ち
回
り
が
メ
イ
ン

と
な
る
が
、
同
氏
が
て
が
け
た

と
な
る
が
、
同
氏
が
て
が
け
た

２
作
品
に
は
派
手
な
立
ち
回
り

２
作
品
に
は
派
手
な
立
ち
回
り

は
無
く
、
異
色
の
時
代
劇
と
い

は
無
く
、
異
色
の
時
代
劇
と
い

わ
れ
て
い
る
。

わ
れ
て
い
る
。

　
「
武
士
の
家
計
簿
」は
実
在
し

　
「
武
士
の
家
計
簿
」は
実
在
し

た
加
賀
藩
の
算
用
方（
会
計
係
）

た
加
賀
藩
の
算
用
方（
会
計
係
）

を
務
め
て
い
た
猪
山
家
を
モ
チ

を
務
め
て
い
た
猪
山
家
を
モ
チ

ー
フ
に
描
か
れ
て
い
て
、
主
人

ー
フ
に
描
か
れ
て
い
て
、
主
人

公
と
な
っ
た
直
之
の
長
男
の
成

公
と
な
っ
た
直
之
の
長
男
の
成

之
は
明
治
維
新
後
に
海
軍
の
主

之
は
明
治
維
新
後
に
海
軍
の
主

計
官
と
し
て
活
躍
し
た
人
物

計
官
と
し
て
活
躍
し
た
人
物

だ
。
柏
田
氏
は
、「
剣
の
道
」

だ
。
柏
田
氏
は
、「
剣
の
道
」

で
は
な
く
「
そ
ろ
ば
ん
の
道
」

で
は
な
く
「
そ
ろ
ば
ん
の
道
」

で
活
路
を
見
出
し
た
猪
山
家
に

で
活
路
を
見
出
し
た
猪
山
家
に

　

渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
１
２
０
周

　

渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
１
２
０
周

年
記
念
２
号
館
法
廷
教
室
で
昨

年
記
念
２
号
館
法
廷
教
室
で
昨

年
1111
月
2222
日
に
公
開
模
擬
裁
判

日
に
公
開
模
擬
裁
判

員
裁
判
と
、
渋
谷
パ
ブ
リ
ッ
ク

員
裁
判
と
、
渋
谷
パ
ブ
リ
ッ
ク

法
律
事
務
所

法
律
事
務
所
1010
周
年
記
念
シ
ン

周
年
記
念
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
た
。

ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
た
。

　

本
学
法
科
大
学
院
で
は
、
渋

　

本
学
法
科
大
学
院
で
は
、
渋

谷
パ
ブ
リ
ッ
ク
法
律
事
務
所
と

谷
パ
ブ
リ
ッ
ク
法
律
事
務
所
と

連
携
し
て
「
リ
ー
ガ
ル
ク
リ
ニ

連
携
し
て
「
リ
ー
ガ
ル
ク
リ
ニ

ッ
ク
（
初
級
）
」
を
開
講
、
裁

ッ
ク
（
初
級
）
」
を
開
講
、
裁

判
員
裁
判
に
対
応
で
き
る
法
廷

判
員
裁
判
に
対
応
で
き
る
法
廷

活
動
を
学
ん
で
い
る
。
そ
の
集

活
動
を
学
ん
で
い
る
。
そ
の
集

大
成
の
場
で
あ
る
本
学
の
公
開

大
成
の
場
で
あ
る
本
学
の
公
開

模
擬
裁
判
は
、
法
科
大
学
院
生

模
擬
裁
判
は
、
法
科
大
学
院
生

学
生
が
、
裁
判
官
・
弁
護
人
・

学
生
が
、
裁
判
官
・
弁
護
人
・

検
察
官
役
を
務
め
、
裁
判
員
役

検
察
官
役
を
務
め
、
裁
判
員
役

に
渋
谷
区
民
が
参
加
す
る
形
で

に
渋
谷
区
民
が
参
加
す
る
形
で

行
う
。
今
回
は
知
人
の
起
こ
し

行
う
。
今
回
は
知
人
の
起
こ
し

た
強
盗
傷
害
事
件
に
お
い
て
犯

た
強
盗
傷
害
事
件
に
お
い
て
犯

行
を
指
示
し
た
疑
い
で
逮
捕
さ

行
を
指
示
し
た
疑
い
で
逮
捕
さ

れ
た
被
告
人
が
、
容
疑
を
否
認

れ
た
被
告
人
が
、
容
疑
を
否
認

し
て
い
る
と
い
う
設
定
で
進
め

し
て
い
る
と
い
う
設
定
で
進
め

ら
れ
、
緊
張
感
に
あ
ふ
れ
た
模

ら
れ
、
緊
張
感
に
あ
ふ
れ
た
模

擬
裁
判
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

擬
裁
判
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
本
学
法

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
本
学
法

科
大
学
院
修
了
生
法
曹
ら
に
よ

科
大
学
院
修
了
生
法
曹
ら
に
よ

る
座
談
会
「
リ
ー
ガ
ル
ク
リ
ニ

る
座
談
会
「
リ
ー
ガ
ル
ク
リ
ニ

ッ
ク
を
受
講
し
て
」
の
ほ
か
、

ッ
ク
を
受
講
し
て
」
の
ほ
か
、

四
宮
啓
本
学
法
科
大
学
院
教
授

四
宮
啓
本
学
法
科
大
学
院
教
授

に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ
た
。

に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ
た
。

　

本
紙
昨
年
６
月
号
・
９
月
号
で
も

　

本
紙
昨
年
６
月
号
・
９
月
号
で
も

紹
介
し
た
「
東
京
・
渋
谷
か
ら
日
本

紹
介
し
た
「
東
京
・
渋
谷
か
ら
日
本

の
文
化
を
発
信
す
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

の
文
化
を
発
信
す
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

連
携
事
業
」
で
は
、
昨
年

連
携
事
業
」
で
は
、
昨
年
1212
月
に
同

月
に
同

事
業
に
関
連
し
た
研
究
会
と
イ
ベ
ン

事
業
に
関
連
し
た
研
究
会
と
イ
ベ
ン

ト
が
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
た
。

ト
が
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
た
。

　

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
連
携
事
業
は
本
学

　

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
連
携
事
業
は
本
学

博
物
館
を
中
核
館
と
し
て
、
山
種
美

博
物
館
を
中
核
館
と
し
て
、
山
種
美

術
館
（
東
京
・
渋
谷
区
）・
東
洋
文

術
館
（
東
京
・
渋
谷
区
）・
東
洋
文

庫
（
東
京
・
文
京
区
）
と
の
連
携
で

庫
（
東
京
・
文
京
区
）
と
の
連
携
で

展
開
し
て
い
る
。

展
開
し
て
い
る
。
1010
月
3131
日
な
ら
び

日
な
ら
び

に
1212
月
1919
日
に
東
洋
文
庫
と
の
連
携

日
に
東
洋
文
庫
と
の
連
携

事
業
「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
展
示
と
デ
ジ

事
業
「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
展
示
と
デ
ジ

タ
ル
技
術
」研
究
会
を
開
催
。続
く

タ
ル
技
術
」研
究
会
を
開
催
。続
く
1212

月
2323
日
に
は
、山
種
美
術
館
主
催
の

日
に
は
、山
種
美
術
館
主
催
の

「
旅　

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
と
東
山
魁
夷

「
旅　

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
と
東
山
魁
夷

に
思
い
を
は
せ
て
」が
開
催
さ
れ
た
。

に
思
い
を
は
せ
て
」が
開
催
さ
れ
た
。

　

東
洋
文
庫
と
の
連
携
事
業
で
は
、

　

東
洋
文
庫
と
の
連
携
事
業
で
は
、

第
１
回
は
本
学
博
物
館
を
会
場
に
し

第
１
回
は
本
学
博
物
館
を
会
場
に
し

て
、
吹
田
市
立
博
物
館
館
長
の
中
牧

て
、
吹
田
市
立
博
物
館
館
長
の
中
牧

弘
允
氏
と
、
天
理
大
学
参
考
館
学
芸

弘
允
氏
と
、
天
理
大
学
参
考
館
学
芸

員
の
中
尾
徳
仁
氏
の
２
氏
に
よ
る
講

員
の
中
尾
徳
仁
氏
の
２
氏
に
よ
る
講

演
。
引
き
続
き
連
携
の
博
物
館
の
展

演
。
引
き
続
き
連
携
の
博
物
館
の
展

示
ス
タ
ッ
フ
が
集
い
、
デ
ジ
タ
ル
技

示
ス
タ
ッ
フ
が
集
い
、
デ
ジ
タ
ル
技

術
を
博
物
館
展
示
に
ど
の
よ
う
に
活

術
を
博
物
館
展
示
に
ど
の
よ
う
に
活

用
で
き
る
か
に
つ
い
て
議
論
し
た
。

用
で
き
る
か
に
つ
い
て
議
論
し
た
。

　

第
２
回
は
東
洋
文
庫
で
、
同
館
の

　

第
２
回
は
東
洋
文
庫
で
、
同
館
の

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
施
設
の
見
学
、
凸
版

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
施
設
の
見
学
、
凸
版

印
刷
株
式
会
社
の
高
橋
英
一
氏
と
安

印
刷
株
式
会
社
の
高
橋
英
一
氏
と
安

井
昌
彦
氏
の
２
人
を
講
師
に
招
き
、

井
昌
彦
氏
の
２
人
を
講
師
に
招
き
、

同
社
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
中
心
と
し

同
社
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
中
心
と
し

た
最
新
事
例
の
解
説
を
受
け
た
（
写

た
最
新
事
例
の
解
説
を
受
け
た
（
写

真
）。
そ
の
後
総
合
討
議
と
し
て
、

真
）。
そ
の
後
総
合
討
議
と
し
て
、

参
加
者
か
ら
の
質
疑
を
受
け
て
、
意

参
加
者
か
ら
の
質
疑
を
受
け
て
、
意

見
交
換
を
行
い
、
展
示
を
中
心
と
し

見
交
換
を
行
い
、
展
示
を
中
心
と
し

た
博
物
館
の
新
た
な
可
能
性
を
共
有

た
博
物
館
の
新
た
な
可
能
性
を
共
有

し
た
。

し
た
。

　

ま
た
、
山
種
美
術
館
と
の
連
携
事

　

ま
た
、
山
種
美
術
館
と
の
連
携
事

業
は
、
同
館
で
２
月
１
日
（
日
）
ま

業
は
、
同
館
で
２
月
１
日
（
日
）
ま

で
開
催
中
の
特
別
展
「
没
後

で
開
催
中
の
特
別
展
「
没
後
1515
年
記
年
記

念 

東
山
魁
夷
と
日
本
の
四
季
」
の

東
山
魁
夷
と
日
本
の
四
季
」
の

関
連
企
画
と
し
て
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
の

関
連
企
画
と
し
て
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
の

仲
道
郁
代
氏
に
よ
る
ト
ー
ク
イ
ベ
ン

仲
道
郁
代
氏
に
よ
る
ト
ー
ク
イ
ベ
ン

ト
が
催
さ
れ
た
。
復
元
さ
れ
た

ト
が
催
さ
れ
た
。
復
元
さ
れ
た
1818
世

紀
の
楽
器
・
フ
ォ
ル
テ
ピ
ア
ノ
に
よ

紀
の
楽
器
・
フ
ォ
ル
テ
ピ
ア
ノ
に
よ

る
仲
道
氏
の
演
奏
が
あ
り
、
会
場
を

る
仲
道
氏
の
演
奏
が
あ
り
、
会
場
を

埋
め
尽
く
し
た
参
加
者
を
魅
了
し
て

埋
め
尽
く
し
た
参
加
者
を
魅
了
し
て

い
た
。

い
た
。

の
松
平
定
知
本
学
客
員
教
授
が

の
松
平
定
知
本
学
客
員
教
授
が

「
私
と
渋
谷
、
そ
の
渋
谷
の
歴

「
私
と
渋
谷
、
そ
の
渋
谷
の
歴

史
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
。
幼
少

史
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
。
幼
少

期
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
「
人

期
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
「
人

生
の
８
割
は
渋
谷
と
関
わ
っ
て

生
の
８
割
は
渋
谷
と
関
わ
っ
て

き
た
」
と
い
う
松
平
客
員
教
授

き
た
」
と
い
う
松
平
客
員
教
授

は
、
小
学
生
時
代
の
渋
谷
を
振

は
、
小
学
生
時
代
の
渋
谷
を
振

り
返
り
、「
渋
谷
の
文
字
は
キ

り
返
り
、「
渋
谷
の
文
字
は
キ

ラ
キ
ラ
と
輝
い
て
い
る
イ
メ
ー

ラ
キ
ラ
と
輝
い
て
い
る
イ
メ
ー

ジ
だ
っ
た
」
と
語
っ
た
。

ジ
だ
っ
た
」
と
語
っ
た
。

　

続
い
て
、
渋
谷
と
い
う
地
名

　

続
い
て
、
渋
谷
と
い
う
地
名

の
由
来
に
も
関
連
す
る
金
王
八

の
由
来
に
も
関
連
す
る
金
王
八

幡
宮
の
由
緒
を
中
心
に
、
平
安

幡
宮
の
由
緒
を
中
心
に
、
平
安

期
か
ら
江
戸
期
に
至
る
渋
谷
の

期
か
ら
江
戸
期
に
至
る
渋
谷
の

歴
史
を
、
テ
レ
ビ
番
組
さ
な
が

歴
史
を
、
テ
レ
ビ
番
組
さ
な
が

ら
に
解
説
し
た
。

ら
に
解
説
し
た
。

　

第
２
部
の
「
渋
谷
楽
」
で

　

第
２
部
の
「
渋
谷
楽
」
で

は
、
本
学
の
邦
楽
サ
ー
ク
ル
が

は
、
本
学
の
邦
楽
サ
ー
ク
ル
が

演
奏
を
披
露
。
尺
八
と
箏
と
三

演
奏
を
披
露
。
尺
八
と
箏
と
三

絃
の
会
は
「
春
の
海
」
や
「
八

絃
の
会
は
「
春
の
海
」
や
「
八

千
代
獅
子
」
な
ど
、
青
葉
雅
楽

千
代
獅
子
」
な
ど
、
青
葉
雅
楽

会
は
会
は
鳳ほ

う
ほ
う

笙し
ょ
う

し
ょ
う・

篳ひ
ち
ひ
ち

篥り
き
り
き

・
龍
笛
の
三

・
龍
笛
の
三

管
に
よ
る
「
越
天
楽
」
な
ど
の

管
に
よ
る
「
越
天
楽
」
な
ど
の

演
奏
の
ほ
か
、「
豊
栄
の
舞
」

演
奏
の
ほ
か
、「
豊
栄
の
舞
」

を
実
演
し
た
。
ま
た
長
唄
研
究

を
実
演
し
た
。
ま
た
長
唄
研
究

会
は
祝
儀
曲
の
「
末
広
が
り
」

会
は
祝
儀
曲
の
「
末
広
が
り
」

と
、
能
を
主
題
と
し
た
「
小
鍛

と
、
能
を
主
題
と
し
た
「
小
鍛

冶
」
を
演
奏
。
買
い
物
客
や
観

冶
」
を
演
奏
。
買
い
物
客
や
観

光
客
も
足
を
止
め
て
、
和
の
音

光
客
も
足
を
止
め
て
、
和
の
音

色
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

色
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

講
演
す
る
松
平
客
員
教
授

目
録
を
贈
呈
す
る
𠮷
田
院

友
会
会
長（
右
）

法廷教室で行われた模擬裁判

制
作
の
舞
台
裏
を
語
る
柏
田
氏

あ
い
さ
つ
す
る
青
木
教
授

「
渋
谷
」を
学
び
楽
し
む 　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヒ
カ
リ
エ
で
イ
ベ
ン
ト
開
催

鉢
山
中
学
校
で

雅
楽
教
室
を
開
催

「国学院大学学びへの誘い」
各開催地で文化の発展に貢献

院
友
会

秋の褒章・叙勲

東
日
本
大
震
災

被
災
学
生
向
け
に
寄
付

名
作「
武
士
の
家
計
簿
」の
世
界

 
 

院
友
会
東
京
23
区
支
部
講
演
会

第
２
回

博
物
館
関
係
院
友
集
い
の
会

公
開
模
擬
裁
判
院
裁
判
と

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

渋
谷
区
住
民
も
参
加

第６回

栗原・井上・番場の
３氏も

ミュージアム連携、
 ２事業開催

は
親
子
の
葛
藤
や
絆
が
あ
っ
た

は
親
子
の
葛
藤
や
絆
が
あ
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
父
と

の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
父
と

子
の
関
係
を
物
語
の
中
心
に
据

子
の
関
係
を
物
語
の
中
心
に
据

え
、
脚
本
を
書
き
上
げ
た
と
の

え
、
脚
本
を
書
き
上
げ
た
と
の

こ
と
。
会
場
に
集
ま
っ
た
約

こ
と
。
会
場
に
集
ま
っ
た
約
7070

人
の
聴
衆
は
、
柏
田
氏
の
興
味

人
の
聴
衆
は
、
柏
田
氏
の
興
味

深
い
話
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。

深
い
話
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。
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本
学
陸
上
競
技
部
Ｏ
Ｂ
が
、
駅
伝

　

本
学
陸
上
競
技
部
Ｏ
Ｂ
が
、
駅
伝

大
会
や
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
出
場
し
、

大
会
や
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
出
場
し
、

結
果
を
出
し
て
い
る
。

結
果
を
出
し
て
い
る
。

ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
駅
伝　

４
選
手
出
場

ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
駅
伝　

４
選
手
出
場

　

各
地
区
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
実
業

　

各
地
区
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
実
業

団
3737
チ
ー
ム
で
争
わ
れ
る
第

チ
ー
ム
で
争
わ
れ
る
第
5959
回
全
回
全

日
本
実
業
団
対
抗
駅
伝
競
走
大
会
（

日
本
実
業
団
対
抗
駅
伝
競
走
大
会
（

主
催
・
日
本
実
業
団
陸
上
競
技
連
合

主
催
・
日
本
実
業
団
陸
上
競
技
連
合

通
称
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
駅
伝
）
が
１
月

通
称
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
駅
伝
）
が
１
月

１
日
の
午
前
９
時

１
日
の
午
前
９
時
1515
分
か
ら
群
馬
県

分
か
ら
群
馬
県

庁
前
（
前
橋
市
）
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ

庁
前
（
前
橋
市
）
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ

ー
ル
と
す
る
７
区
間
１
０
０
㎞
の
コ

ー
ル
と
す
る
７
区
間
１
０
０
㎞
の
コ

ー
ス
で
行
わ
れ
、
本
学
陸
上
競
技
部

ー
ス
で
行
わ
れ
、
本
学
陸
上
競
技
部

Ｏ
Ｂ
の
４
選
手
が
出
場
し
た
。

Ｏ
Ｂ
の
４
選
手
が
出
場
し
た
。

　

１
区
に
は
富
士
通
の
山
口
祥
太
選

　

１
区
に
は
富
士
通
の
山
口
祥
太
選

手
（
平

手
（
平
2020
卒
・
卒
・
116116
期
経
）
と
Ｊ
Ｒ
東

期
経
）
と
Ｊ
Ｒ
東

日
本
の
寺
田
夏
生
選
手
（
平

日
本
の
寺
田
夏
生
選
手
（
平
2626
卒
・
卒
・

122122
期
健
体
）
が
出
場
。
山
口
選
手

期
健
体
）
が
出
場
。
山
口
選
手

は
、
区
間

は
、
区
間
1313
位
、
チ
ー
ム
の
最
終
順

位
、
チ
ー
ム
の
最
終
順

位
は
７
位
だ
っ
た
。
寺
田
選
手
は
、

位
は
７
位
だ
っ
た
。
寺
田
選
手
は
、

区
間
区
間
1717
位
、
チ
ー
ム
の
最
終
順
位
は

位
、
チ
ー
ム
の
最
終
順
位
は

1414
位
だ
っ
た
。

位
だ
っ
た
。

　

４
区
に
は
、
重
川
材
木
店
の
上
條

　

４
区
に
は
、
重
川
材
木
店
の
上
條

記
男
選
手
（
平

記
男
選
手
（
平
1818
卒
・
卒
・
114114
期
史
）
が

期
史
）
が

出
場
し
、
区
間

出
場
し
、
区
間
3232
位
。
チ
ー
ム
は

位
。
チ
ー
ム
は
3737

位
だ
っ
た
。

位
だ
っ
た
。

　

６
区
に
は
、
中
央
発
條
の
柿
沼
昂

　

６
区
に
は
、
中
央
発
條
の
柿
沼
昂

太
選
手
（
平

太
選
手
（
平
2626
卒
・
卒
・
122122
期
経
営
）
が

期
経
営
）
が

出
場
、
区
間

出
場
、
区
間
3030
位
。
チ
ー
ム
の
最
終

位
。
チ
ー
ム
の
最
終

順
位
は

順
位
は
2929
位
だ
っ
た
。

位
だ
っ
た
。

　

他
に
、
愛
三
工
業
の
舩
越
大
輔
選

　

他
に
、
愛
三
工
業
の
舩
越
大
輔
選

手
（
平

手
（
平
1919
卒
・
卒
・
115115
期
法
）、
プ
レ
ス

期
法
）、
プ
レ
ス

工
業
の
中
山
翔
平
選
手
（
平

工
業
の
中
山
翔
平
選
手
（
平
2525
卒
・
卒
・

121121
期
日
文
）
も
エ
ン
ト
リ
ー
さ
れ
て

期
日
文
）
も
エ
ン
ト
リ
ー
さ
れ
て

い
た
が
、
当
日
の
出
場
は
な
か
っ

い
た
が
、
当
日
の
出
場
は
な
か
っ

た
。
た
。

防
府
読
売　

仁
科
選
手
が
４
位

防
府
読
売　

仁
科
選
手
が
４
位

　

昨
年

　

昨
年
1212
月
2121
日
に
山
口
県
防
府
市

日
に
山
口
県
防
府
市

で
行
わ
れ
た
第

で
行
わ
れ
た
第
4545
回
防
府
読
売
マ
ラ

回
防
府
読
売
マ
ラ

ソ
ン
大
会
（
主
催
・
中
国
陸
上
競
技

ソ
ン
大
会
（
主
催
・
中
国
陸
上
競
技

協
会
、防
府
市
、読
売
新
聞
社
ほ
か
）

協
会
、防
府
市
、読
売
新
聞
社
ほ
か
）

で
は
、
富
士
通
の
仁
科
徳
将
選
手

で
は
、
富
士
通
の
仁
科
徳
将
選
手

（
平
（
平
2323
卒
・
卒
・
119119
期
神
文
）
が
、
２
時

期
神
文
）
が
、
２
時

間
1313
分
4747
秒
の
タ
イ
ム
で
、
４
位
に

秒
の
タ
イ
ム
で
、
４
位
に

入
り
、
新
人
の
優
秀
選
手
に
贈
ら
れ

入
り
、
新
人
の
優
秀
選
手
に
贈
ら
れ

る
濱
村
杯
を
受
賞
し
た
。

る
濱
村
杯
を
受
賞
し
た
。

　昨年12月６日、７日、米国グアム島で準硬　昨年12月６日、７日、米国グアム島で準硬
式野球の親善大会「第21回フレンドシップジ式野球の親善大会「第21回フレンドシップジ
ュンコウベースボールトーナメント大会」がュンコウベースボールトーナメント大会」が
開催された。この大会は、東都大学リーグ１開催された。この大会は、東都大学リーグ１
部選抜（東都Ａチーム）、東都大学リーグ２部選抜（東都Ａチーム）、東都大学リーグ２
・３部選抜（東都Ｂチーム）、東京六大学リ・３部選抜（東都Ｂチーム）、東京六大学リ
ーグ選抜、神奈川大学リーグ選抜、東海地区ーグ選抜、神奈川大学リーグ選抜、東海地区
大学選抜の５チームが日本から参加し、現地大学選抜の５チームが日本から参加し、現地
グアムの３チームの計８チームで争われた。グアムの３チームの計８チームで争われた。
現在、東都大学リーグ１部に所属している本現在、東都大学リーグ１部に所属している本
学は、東都Ａチームの一員として、井出寛之学は、東都Ａチームの一員として、井出寛之
（健体３）、亀谷侑（経営３）、伊藤利希（経（健体３）、亀谷侑（経営３）、伊藤利希（経
営２）、宇良淳（経ネ１）に、マネージャー営２）、宇良淳（経ネ１）に、マネージャー
として早川の計５人が出場した。として早川の計５人が出場した。
　東海地区大学選抜との１回戦は８―２で快　東海地区大学選抜との１回戦は８―２で快
勝。先発の宇良が５回無失点の好投。８回か勝。先発の宇良が５回無失点の好投。８回か
らは井出が登板し、ヒットを許さない投球でらは井出が登板し、ヒットを許さない投球で
リードを守った。準決勝の神奈川大学リーグリードを守った。準決勝の神奈川大学リーグ
選抜との試合では、亀谷が７回に勝利を決定選抜との試合では、亀谷が７回に勝利を決定
づける本塁打を放ち、10―７の乱打戦を制しづける本塁打を放ち、10―７の乱打戦を制し

た。決勝戦の相手は、東京六大学リーグ選た。決勝戦の相手は、東京六大学リーグ選
抜。この試合でも先発の宇良が５回無失点の抜。この試合でも先発の宇良が５回無失点の
素晴らしい投球をし、ゲームを作った。ま素晴らしい投球をし、ゲームを作った。ま
た、１番センターで出場した伊藤も安定したた、１番センターで出場した伊藤も安定した
守備を披露し、守りで宇良を援護。チームも守備を披露し、守りで宇良を援護。チームも
６―２で勝利し、優勝を飾った。なお、大会６―２で勝利し、優勝を飾った。なお、大会
ＭＶＰを宇良、ホームラン賞を亀谷が獲得しＭＶＰを宇良、ホームラン賞を亀谷が獲得し
た。た。
　硬式野球と同様に、準硬式野球の世界でも　硬式野球と同様に、準硬式野球の世界でも
東都大学リーグは混戦が続いている。ぜひ、東都大学リーグは混戦が続いている。ぜひ、
これからの本学準硬式野球部の活躍にも注目これからの本学準硬式野球部の活躍にも注目
していただきたい。していただきたい。

　

昨
年

　

昨
年
1212
月
1717
日
午
後
０
時

日
午
後
０
時
4040

分
か
ら
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
キ
ャ
ン

分
か
ら
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
キ
ャ
ン

パ
ス
３
号
館
会
議
室
で
平
成

パ
ス
３
号
館
会
議
室
で
平
成
2626

年
度
人
間
開
発
学
部
学
部
長
賞

年
度
人
間
開
発
学
部
学
部
長
賞

の
授
与
式
が
行
わ
れ
た
。

の
授
与
式
が
行
わ
れ
た
。

　

今
年
度
は

　

今
年
度
は
1515
人
の
学
生
が
受

人
の
学
生
が
受

賞
。
授
与
式
で
は
、
新
富
康
央

賞
。
授
与
式
で
は
、
新
富
康
央

同
学
部
長
・
教
授
か
ら
表
彰
状

同
学
部
長
・
教
授
か
ら
表
彰
状

と
副
賞
を
受
け
取
り
、
学
部
の

と
副
賞
を
受
け
取
り
、
学
部
の

教
員
か
ら
祝
福
の
拍
手
が
贈
ら

教
員
か
ら
祝
福
の
拍
手
が
贈
ら

れ
た
。
受
賞
者
を
代
表
し
て
、

れ
た
。
受
賞
者
を
代
表
し
て
、

栃
谷
弘
貴
君
（
健
体
４
）
が
あ

栃
谷
弘
貴
君
（
健
体
４
）
が
あ

い
さ
つ
に
立
ち
、「
４
年
生

い
さ
つ
に
立
ち
、「
４
年
生

は
、
卒
業
後
は
人
間
開
発
学
部

は
、
卒
業
後
は
人
間
開
発
学
部

生
の
誇
り
を
も
っ
て
過
ご
し
た

生
の
誇
り
を
も
っ
て
過
ご
し
た

い
。
後
輩
の
み
な
さ
ん
は
学
部

い
。
後
輩
の
み
な
さ
ん
は
学
部

の
歴
史
を
作
っ
て
ほ
し
い
」

の
歴
史
を
作
っ
て
ほ
し
い
」

と
、
抱
負
を
語
っ
た
。

と
、
抱
負
を
語
っ
た
。

　

同
賞
は
、
人
間
開
発
学
部
の

　

同
賞
は
、
人
間
開
発
学
部
の

理
念
に
基
づ
き
、
学
生
の
優
れ

理
念
に
基
づ
き
、
学
生
の
優
れ

た
実
践
的
活
動
を
表
彰
す
る
こ

た
実
践
的
活
動
を
表
彰
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
学
部
独
自

と
を
目
的
と
し
て
、
学
部
独
自

に
設
け
た
賞
で
、
主
に
教
育
的

に
設
け
た
賞
で
、
主
に
教
育
的

実
践
活
動
、
地
域
貢
献
活
動
、

実
践
活
動
、
地
域
貢
献
活
動
、

課
外
活
動
に
お
い
て
優
れ
た
実

課
外
活
動
に
お
い
て
優
れ
た
実

績
を
収
め
た
２
年
生
以
上
の
学

績
を
収
め
た
２
年
生
以
上
の
学

部
生
に
授
与
さ
れ
る
。

部
生
に
授
与
さ
れ
る
。

　

昨
年

　

昨
年
1111
月
７
日
か
ら

月
７
日
か
ら
1616
日
ま
で
台
湾
・
台
中
で
行

日
ま
で
台
湾
・
台
中
で
行

わ
れ
た
第
１
回

わ
れ
た
第
１
回
2121
Ｕ
ワ
ー
ル
ド
杯
で
、日
本
は
決
勝

Ｕ
ワ
ー
ル
ド
杯
で
、日
本
は
決
勝

で
台
湾
に
０

で
台
湾
に
０
―
９
と
大
敗
し
、準
優
勝
に
終
わ
っ
た
。

９
と
大
敗
し
、準
優
勝
に
終
わ
っ
た
。

本
学
硬
式
野
球
部
か
ら
は
、内
野
手
と
し
て
柴
田
竜

本
学
硬
式
野
球
部
か
ら
は
、内
野
手
と
し
て
柴
田
竜

拓
君（
拓
君（
経
２
・
写
真
右
）が
、コ
ー
チ
と
し
て
鳥
山
泰
孝

経
２
・
写
真
右
）が
、コ
ー
チ
と
し
て
鳥
山
泰
孝

同
部
監
督（
同
左
）が
選
出
さ
れ
て
い
た
。

同
部
監
督（
同
左
）が
選
出
さ
れ
て
い
た
。

　

柴
田
君

　

柴
田
君

は
、
全
８
試

は
、
全
８
試

合
中
４
試
合

合
中
４
試
合

に
代
打
や
代

に
代
打
や
代

走
、
守
備
固

走
、
守
備
固

め
と
し
て
出

め
と
し
て
出

場
し
た
。

場
し
た
。

　

本
学
で
は
聴
覚
障
害
の
あ
る

　

本
学
で
は
聴
覚
障
害
の
あ
る

学
生
の
た
め
に
ノ
ー
ト
テ
イ
ク

学
生
の
た
め
に
ノ
ー
ト
テ
イ
ク

（
講
義
内
容
の
要
約
筆
記
）
支

（
講
義
内
容
の
要
約
筆
記
）
支

援
を
行
っ
て
お
り
、
今
年
度
４

援
を
行
っ
て
お
り
、
今
年
度
４

回
目
と
な
る
昨
年

回
目
と
な
る
昨
年
1212
月
６
日
の

月
６
日
の

研
修
で
は
、
筑
波
技
術
大
学
の

研
修
で
は
、
筑
波
技
術
大
学
の

宇
都
野
康
子
氏
を
招
き
、
パ
ソ

宇
都
野
康
子
氏
を
招
き
、
パ
ソ

コ
ン
ノ
ー
ト
テ
イ
ク
研
修
を
実

コ
ン
ノ
ー
ト
テ
イ
ク
研
修
を
実

施
し
た
。

施
し
た
。

　

パ
ソ
コ
ン
ノ
ー
ト
テ
イ
ク
は

　

パ
ソ
コ
ン
ノ
ー
ト
テ
イ
ク
は

専
用
ソ
フ
ト
を
使
う
こ
と
で
、

専
用
ソ
フ
ト
を
使
う
こ
と
で
、

複
数
の
支
援
者
に
よ
る
連
携
入

複
数
の
支
援
者
に
よ
る
連
携
入

力
が
可
能
に
な
り
、
情
報
量
は

力
が
可
能
に
な
り
、
情
報
量
は

飛
躍
的
に
増
え
る
。
今
回
は
専

飛
躍
的
に
増
え
る
。
今
回
は
専

用
ソ
フ
ト
の
使
用
法
や
連
携
入

用
ソ
フ
ト
の
使
用
法
や
連
携
入

力
機
能
を
体
験
し
た
。

力
機
能
を
体
験
し
た
。

　

中
国
・
復
旦
大
学
（
上
海
）

　

中
国
・
復
旦
大
学
（
上
海
）

で
行
わ
れ
て
い
た
本
学
セ
メ
ス

で
行
わ
れ
て
い
た
本
学
セ
メ
ス

タ
ー
留
学
が
、
昨
年

タ
ー
留
学
が
、
昨
年
1111
月
2121
日

に
修
了
式
を
迎
え
、
現
地
指
導

に
修
了
式
を
迎
え
、
現
地
指
導

教
員
と
別
れ
を
惜
し
ん
だ
。

教
員
と
別
れ
を
惜
し
ん
だ
。

　

修
了
式
で
は
、
一
人
一
人
に

　

修
了
式
で
は
、
一
人
一
人
に

修
了
証
と
記
念
品
が
手
渡
さ
れ

修
了
証
と
記
念
品
が
手
渡
さ
れ

た
後
、
指
導
教
員
か
ら
餞
別
の

た
後
、
指
導
教
員
か
ら
餞
別
の

言
葉
が
贈
ら
れ
た
。
始
業
式
で

言
葉
が
贈
ら
れ
た
。
始
業
式
で

は
ほ
と
ん
ど
中
国
語
が
聞
き
取

は
ほ
と
ん
ど
中
国
語
が
聞
き
取

れ
な
か
っ
た
学
生
た
ち
も
、
教

れ
な
か
っ
た
学
生
た
ち
も
、
教

員
の
冗
談
を
交
え
た
あ
い
さ
つ

員
の
冗
談
を
交
え
た
あ
い
さ
つ

に
も
笑
顔
で
応
え
る
な
ど
成
長

に
も
笑
顔
で
応
え
る
な
ど
成
長

が
う
か
が
え
た
。

が
う
か
が
え
た
。

　

同
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
例
年
、
天

　

同
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
例
年
、
天

津
市
の
南
開
大
学
で
実
施
さ
れ

津
市
の
南
開
大
学
で
実
施
さ
れ

た
が
、
大
気
汚
染
の
原
因
と
な

た
が
、
大
気
汚
染
の
原
因
と
な

る
Ｐ
Ｍ
２
・
５
の
影
響
を
考
慮

る
Ｐ
Ｍ
２
・
５
の
影
響
を
考
慮

し
、
今
年
度
は
比
較
的
影
響
が

し
、
今
年
度
は
比
較
的
影
響
が

少
な
い
上
海
の
同
大
学
で
期
間

少
な
い
上
海
の
同
大
学
で
期
間

を
短
縮
し
て
実
施
さ
れ
た
。
８

を
短
縮
し
て
実
施
さ
れ
た
。
８

月
2828
日
か
ら
始
ま
っ
た
同
プ
ロ

日
か
ら
始
ま
っ
た
同
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
、
中
国
文
学
科
の
学

グ
ラ
ム
は
、
中
国
文
学
科
の
学

生
を
中
心
に

生
を
中
心
に
2020
人
が
参
加
し
、

人
が
参
加
し
、

滞
在
期
間
中
は
語
学
研
修
に
加

滞
在
期
間
中
は
語
学
研
修
に
加

え
、
二
胡
や
書
画
な
ど
の
文
化

え
、
二
胡
や
書
画
な
ど
の
文
化

講
座
も
実
施
さ
れ
た
。

講
座
も
実
施
さ
れ
た
。

　

参
加
者
は

　

参
加
者
は
1111
月
2525
日
に
帰
国

日
に
帰
国

し
、
現
在
は
学
内
で
約
２
カ
月

し
、
現
在
は
学
内
で
約
２
カ
月

間
に
わ
た
る
自
由
参
加
型
の
事

間
に
わ
た
る
自
由
参
加
型
の
事

後
研
修
を
実
施
中
だ
。

後
研
修
を
実
施
中
だ
。

感
謝
を
込
め
て
歌
を
贈
る

修
了
生
た
ち

駅伝・マラソンで力走
陸上競技部ＯＢ「第21回フレンドシップ　ジュンコウ

ベースボールトーナメント大会」優勝
経済ネットワーキング学科３年（準硬式野球部マネージャー）　早川百合花

夢
の
実
現
に
向
け
て
共
に
育
つ

 
 

人
間
開
発
学
部
長
賞

野球・ＩＢＡＦ 21Ｕワールド杯

柴田君 準優勝に貢献

パ
ソ
コ
ン
ノ
ー
ト
テ
イ
ク
研
修
実
施

中
国
セ
メ
ス
タ
ー
留
学

 

全
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
修
了

　「誠実な納税者目線」に
立ち、税務署が調査対象に
選定した理由や調査の着眼
点、調査方法、また、調査
対象となった個人や法人が
所得隠しなどを行った動機
や手口などを実際の事例を
踏まえつつわかりやすく解
説。また、所得隠しによる
悪影響や、税理士が応える
べき納税者からの期待、税
の知識に関する研鑽の重要
性などにも触れた一冊だ。

法人を経営する院友必見！

税務調査の実例40
選定理由・展開

国学院大学経済学部教授・
税理士
小宮山隆 著
法令出版　2,300円（税込）

　

教
学
事
務
部
・
学
生
事
務
部
・
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
事
務
部
・
図
書
館
・

情
報
シ
ス
テ
ム
課

　

春
期
休
暇
中
の
事
務
室
開
室
日
時
お
よ
び
証
明
書
自
動
発
行
機
稼
動

日
程

　

２
・
３
月
中
の
教
務
課
、
教
務
課
、
学
修
支
援
セ
ン
タ
ー
相
談
室
、

　

２
・
３
月
中
の
教
務
課
、
教
務
課
、
学
修
支
援
セ
ン
タ
ー
相
談
室
、

教
職
セ
ン
タ
ー
、
大
学
院
事
務
課
、
法
科
大
学
院
事
務
課
、
学
生
生
活

教
職
セ
ン
タ
ー
、
大
学
院
事
務
課
、
法
科
大
学
院
事
務
課
、
学
生
生
活

課
、
保
健
室
、
学
生
相
談
室
、
国
際
交
流
課
、
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト

課
、
保
健
室
、
学
生
相
談
室
、
国
際
交
流
課
、
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト

課
、
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
事
務
課
、
図
書
館
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教
室
の
開
室

課
、
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
事
務
課
、
図
書
館
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教
室
の
開
室

と
証
明
書
自
動
発
行
機
の
稼
動
日
時
は
、
渋
谷
・
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
キ
ャ

と
証
明
書
自
動
発
行
機
の
稼
動
日
時
は
、
渋
谷
・
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
キ
ャ

ン
パ
ス
と
も
本
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

ン
パ
ス
と
も
本
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

　

教
務
課

　

平
成
26
年
度
成
績
通
知
と
卒
業
者
の
発
表

　

３
／
３
（
火
）
の
午
後
に
Ｋ

　

３
／
３
（
火
）
の
午
後
に
Ｋ
│
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｐ
Ｙ
で
発
表
。
卒
業
・
進
級

│
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｐ
Ｙ
で
発
表
。
卒
業
・
進
級

判
定
を
兼
ね
る
。
専
攻
科
・
別
科
は
同
日
教
務
課
窓
口
で
交
付
。

判
定
を
兼
ね
る
。
専
攻
科
・
別
科
は
同
日
教
務
課
窓
口
で
交
付
。

　

国
学
院
大
学
生
活
協
同
組
合

　

今
年
度
卒
業
生
へ
の
出
資
金
返
還

　

生
協
加
入
時
に
預
か
っ
た
出
資
金
は
、
３
／
３
（
火
）
の
成
績
発
表

　

生
協
加
入
時
に
預
か
っ
た
出
資
金
は
、
３
／
３
（
火
）
の
成
績
発
表

時
か
ら
返
還
手
続
き
を
開
始
。
返
還
に
は
「
出
資
証
書
」、「
組
合
員

時
か
ら
返
還
手
続
き
を
開
始
。
返
還
に
は
「
出
資
証
書
」、「
組
合
員

証
」、「
印
章
」
が
必
要
。
詳
細
は
生
協
窓
口
ま
で
。

証
」、「
印
章
」
が
必
要
。
詳
細
は
生
協
窓
口
ま
で
。

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

学
部
・
専
攻
科
・
別
科

　

卒
業
証
書
・
学
位
記
並
び
に
修
了
証
書
授
与
式

　

３
／

　

３
／
2222
（
日
）
グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
新
高
輪
「
飛
天
」
で
、

（
日
）
グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
新
高
輪
「
飛
天
」
で
、

経
済
学
部
・
法
学
部
・
人
間
開
発
学
部
は
午
前

経
済
学
部
・
法
学
部
・
人
間
開
発
学
部
は
午
前
1010
時
か
ら
、
文
学
部
・

時
か
ら
、
文
学
部
・

神
道
文
化
学
部
・
専
攻
科
・
別
科
は
午
後
１
時

神
道
文
化
学
部
・
専
攻
科
・
別
科
は
午
後
１
時
3030
分
か
ら
挙
行
。
卒
業

分
か
ら
挙
行
。
卒
業

式
終
了
後
、
卒
業
証
書
・
学
位
記
、
修
了
証
書
等
を
経
済
学
部
・
法
学

式
終
了
後
、
卒
業
証
書
・
学
位
記
、
修
了
証
書
等
を
経
済
学
部
・
法
学

部
は
午
後
１
時

部
は
午
後
１
時
3030
分
か
ら
、
文
学
部
・
神
道
文
化
学
部
・
専
攻
科
・
別

分
か
ら
、
文
学
部
・
神
道
文
化
学
部
・
専
攻
科
・
別

科
は
午
後
４
時

科
は
午
後
４
時
3030
分
か
ら
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
に
、
人
間
開
発
学
部
は
、

分
か
ら
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
に
、
人
間
開
発
学
部
は
、

午
後
２
時
か
ら
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
キ
ャ
ン
パ
ス
に
移
動
し
、
授
与
す
る
。

午
後
２
時
か
ら
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
キ
ャ
ン
パ
ス
に
移
動
し
、
授
与
す
る
。

　

大
学
院
・
法
科
大
学
院
学
位
記
授
与
式

　

大
学
院
の
第

　

大
学
院
の
第
6363
回
学
位
記
授
与
式
な
ら
び
に
法
科
大
学
院
の
第

回
学
位
記
授
与
式
な
ら
び
に
法
科
大
学
院
の
第
1010
回

学
位
記
授
与
式
は
、
３
／

学
位
記
授
与
式
は
、
３
／
2020
（
金
）
午
前

（
金
）
午
前
1111
時
か
ら
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス

時
か
ら
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス

学
術
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
常
磐
松
ホ
ー
ル
で
挙
行
、
祝
賀
会
は
午
後
２

学
術
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
常
磐
松
ホ
ー
ル
で
挙
行
、
祝
賀
会
は
午
後
２

時
か
ら
若
木
タ
ワ
ー
有
栖
川
宮
記
念
ホ
ー
ル
に
場
所
を
移
し
行
う
。

時
か
ら
若
木
タ
ワ
ー
有
栖
川
宮
記
念
ホ
ー
ル
に
場
所
を
移
し
行
う
。

イ
ベ
ン
ト

そ
の
他
の
イ
ベ
ン
ト
等
は
、
本
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

平
成
26
年
度　

教
育
開
発
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

２
／

　

２
／
2121
（
土
）
午
後
１
時
〜
、
本
学
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
学
術
メ
デ
ィ

（
土
）
午
後
１
時
〜
、
本
学
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
学
術
メ
デ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
常
磐
松
ホ
ー
ル
で
。
第
１
部
は
、
松
坂
浩
史
氏
（
文
部
科

ア
セ
ン
タ
ー
常
磐
松
ホ
ー
ル
で
。
第
１
部
は
、
松
坂
浩
史
氏
（
文
部
科

学
省
広
報
室
長
・
文
部
科
学
広
報
官
）
の
基
調
講
演
。
第
２
部
は
シ
ン

学
省
広
報
室
長
・
文
部
科
学
広
報
官
）
の
基
調
講
演
。
第
２
部
は
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
。
パ
ネ
リ
ス
ト
は
、
田
淵
結
氏
（
関
西
学
院
宗
教
総
主
事
、

ポ
ジ
ウ
ム
。
パ
ネ
リ
ス
ト
は
、
田
淵
結
氏
（
関
西
学
院
宗
教
総
主
事
、

関
西
学
院
大
学
教
育
学
部
教
授
）、
小
嶋
知
善
氏
（
大
正
大
学
教
育
開

関
西
学
院
大
学
教
育
学
部
教
授
）、
小
嶋
知
善
氏
（
大
正
大
学
教
育
開

発
推
進
セ
ン
タ
ー
長
、
表
現
学
部
長
）、
加
藤
季
夫
氏
（
国
学
院
大
学

発
推
進
セ
ン
タ
ー
長
、
表
現
学
部
長
）、
加
藤
季
夫
氏
（
国
学
院
大
学

教
育
開
発
推
進
機
構
長
、
人
間
開
発
学
部
教
授
）。

教
育
開
発
推
進
機
構
長
、
人
間
開
発
学
部
教
授
）。

　

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
は
寺
﨑
昌
男
氏
（
立
教
学
院
本
部
調
査
役
、
東
京

　

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
は
寺
﨑
昌
男
氏
（
立
教
学
院
本
部
調
査
役
、
東
京

大
学
名
誉
教
授
）。
司
会
は
柴
﨑
和
夫
氏
（
国
学
院
大
学
教
務
部
長
、

大
学
名
誉
教
授
）。
司
会
は
柴
﨑
和
夫
氏
（
国
学
院
大
学
教
務
部
長
、

人
間
開
発
学
部
教
授
）。
参
加
希
望
者
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
申

人
間
開
発
学
部
教
授
）。
参
加
希
望
者
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
申

し
込
み
を
。
定
員

し
込
み
を
。
定
員
2
5
0

2
5
0
人
に
達
し
次
第
締
め
切
り
（
先
着
）。
詳
細

人
に
達
し
次
第
締
め
切
り
（
先
着
）。
詳
細

は
教
育
開
発
推
進
機
構
ま
で
（
☎

は
教
育
開
発
推
進
機
構
ま
で
（
☎
０
３
・
５
４
６
６
・
６
７
４
４
）

０
３
・
５
４
６
６
・
６
７
４
４
）

講
座
・
学
会
等
の
ご
案
内

記念撮影する受賞者と新富学部長（前列左から３人目）、
成田副学部長（同２人目）



　

第

　

第
2828
回
国
学
院
大
学
松
尾
三
郎
杯

回
国
学
院
大
学
松
尾
三
郎
杯

争
奪
全
国
選
抜
高
等
学
校
柔
道
大
会

争
奪
全
国
選
抜
高
等
学
校
柔
道
大
会

（
国
学
院
大
学
柔
道
部
主
催
、
毎
日

（
国
学
院
大
学
柔
道
部
主
催
、
毎
日

新
聞
社
後
援
）
が
、
昨
年

新
聞
社
後
援
）
が
、
昨
年
1212
月
2323
日

に
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
キ
ャ
ン
パ
ス
体
育

に
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
キ
ャ
ン
パ
ス
体
育

館
で
開
催
さ
れ
、
北
は
青
森
か
ら
南

館
で
開
催
さ
れ
、
北
は
青
森
か
ら
南

は
徳
島
ま
で

は
徳
島
ま
で
5959
校
が
参
加
し
た
。

校
が
参
加
し
た
。

　

本
大
会
は
、
本
学
柔
道
部
出
身
者

　

本
大
会
は
、
本
学
柔
道
部
出
身
者

が
奉
職
し
た
各
高
等
学
校
の
柔
道
部

が
奉
職
し
た
各
高
等
学
校
の
柔
道
部

に
よ
る
交
歓
試
合
を
前
身
と
し
、
そ

に
よ
る
交
歓
試
合
を
前
身
と
し
、
そ

の
後
、
故
松
尾
三
郎
本
学
元
理
事
長

の
後
、
故
松
尾
三
郎
本
学
元
理
事
長

の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
、
と
り
わ
け
柔
道

の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
、
と
り
わ
け
柔
道

振
興
に
尽
力
し
た
功
績
を
顕
彰
す
る

振
興
に
尽
力
し
た
功
績
を
顕
彰
す
る

と
と
も
に
、
本
学
お
よ
び
本
学
柔
道

と
と
も
に
、
本
学
お
よ
び
本
学
柔
道

部
が
斯
道
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
を

部
が
斯
道
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
を

目
的
に
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
。

目
的
に
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　

出
場
校
に
と
っ
て
は
、
高
校
総
体
後
、
代

　

出
場
校
に
と
っ
て
は
、
高
校
総
体
後
、
代

替
わ
り
を
し
た
新
チ
ー
ム
が
初
め
て
挑
む
全

替
わ
り
を
し
た
新
チ
ー
ム
が
初
め
て
挑
む
全

国
規
模
の
新
人
戦
で
、
各
校
の
実
力
を
は
か

国
規
模
の
新
人
戦
で
、
各
校
の
実
力
を
は
か

る
機
会
と
な
っ
て
い
る
。

る
機
会
と
な
っ
て
い
る
。

　

大
会
は
、
団
体
戦
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で

　

大
会
は
、
団
体
戦
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で

進
め
ら
れ
、
決
勝
戦
は
、
日
体
荏
原
高
等
学

進
め
ら
れ
、
決
勝
戦
は
、
日
体
荏
原
高
等
学

校
（
東
京
）
が
前
回
大
会
優
勝
の
修
徳
高
等

校
（
東
京
）
が
前
回
大
会
優
勝
の
修
徳
高
等

学
校
（
同
）
を
降
し
、
優
勝
を
果
た
し
た
。

学
校
（
同
）
を
降
し
、
優
勝
を
果
た
し
た
。

第
３
位
は
、
作
陽
高
等
学
校
（
岡
山
）
と
国

第
３
位
は
、
作
陽
高
等
学
校
（
岡
山
）
と
国

士
舘
高
等
学
校
（
東
京
）
だ
っ
た
。
優
秀
選

士
舘
高
等
学
校
（
東
京
）
だ
っ
た
。
優
秀
選

手
に
は
、
長
井
達
也
君
、
長
井
晃
志
君
（
以

手
に
は
、
長
井
達
也
君
、
長
井
晃
志
君
（
以

上
、
日
体
荏

上
、
日
体
荏

原
）、
佐
々
木
和

原
）、
佐
々
木
和

也
君
（
修
徳
）、

也
君
（
修
徳
）、

星
野
太
駆
君
（
作

星
野
太
駆
君
（
作

陽
）、
河
田
闘
志

陽
）、
河
田
闘
志

君
（
国
士
舘
）
の

君
（
国
士
舘
）
の

５
選
手
が
選
出
さ

５
選
手
が
選
出
さ

れ
た
。

れ
た
。

学
生
団
体
・
個
人
の
成
績

◎
柔
道
部
＝
平
成

＝
平
成
2626
年
度
全
日
本
学
生
柔
道

年
度
全
日
本
学
生
柔
道

体
重
別
団
体
優
勝
大
会
（
男
子

体
重
別
団
体
優
勝
大
会
（
男
子
1616
回 

女
子
女
子

６
回
）
が
昨
年

６
回
）
が
昨
年
1010
月
2525
日
、
日
、
2626
日
に
ベ
イ
コ

日
に
ベ
イ
コ

ム
総
合
体
育
館
（
尼
崎
市
記
念
公
園
）
で
行

ム
総
合
体
育
館
（
尼
崎
市
記
念
公
園
）
で
行

わ
れ
、
同
部
は
ベ
ス
ト
８
に
入
っ
た
。

わ
れ
、
同
部
は
ベ
ス
ト
８
に
入
っ
た
。

◎
相
撲
同
好
会
＝
第
＝
第
9292
回
全
国
学
生
相
撲
選

回
全
国
学
生
相
撲
選

手
権
大
会
（
主
催
・
公
益
財
団
法
人
日
本
相

手
権
大
会
（
主
催
・
公
益
財
団
法
人
日
本
相

撲
連
盟
）
が
昨
年

撲
連
盟
）
が
昨
年
1111
月
８
日
、
９
日
に
両
国

月
８
日
、
９
日
に
両
国

国
技
館
で
行
わ
れ
、
同
部
は
団
体
Ｃ
ク
ラ
ス

国
技
館
で
行
わ
れ
、
同
部
は
団
体
Ｃ
ク
ラ
ス

で
３
位
入
賞
を
果
た
し
Ｂ
ク
ラ
ス
ト
ー
ナ
メ

で
３
位
入
賞
を
果
た
し
Ｂ
ク
ラ
ス
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
に
進
出
し
た
。
Ｂ
ク
ラ
ス
ト
ー
ナ
メ
ン

ン
ト
に
進
出
し
た
。
Ｂ
ク
ラ
ス
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
は
１
回
戦
敗
退
。

ト
は
１
回
戦
敗
退
。

第
91
回　

箱
根
駅
伝

第28回

国
学
院
大
学
松
尾
三
郎
杯
争
奪

全
国
選
抜
高
等
学
校
柔
道
大
会

全国から強豪校が集い熱戦

　

翌
日
の
復
路
は
、本
学
を
含
め

　

翌
日
の
復
路
は
、本
学
を
含
め

８
位
以
下
の

８
位
以
下
の
1313
チ
ー
ム（
オ
ー
プ

チ
ー
ム（
オ
ー
プ

ン
参
加
含
む
）が
一
斉
ス
タ
ー
ト
。

ン
参
加
含
む
）が
一
斉
ス
タ
ー
ト
。

先
頭
を
行
く
青
山
学
院
大
が
リ
ー

先
頭
を
行
く
青
山
学
院
大
が
リ
ー

ド
を
広
げ
る
中
、箱
根
初
挑
戦
の

ド
を
広
げ
る
中
、箱
根
初
挑
戦
の

細
森
君（
６
区
）と
川
副
君（
８

細
森
君（
６
区
）と
川
副
君（
８

区
）、２
年
ぶ
り
の
箱
根
路
と
な
っ

区
）、２
年
ぶ
り
の
箱
根
路
と
な
っ

た
鮫
島
君（
７
区
）が
、力
走
を
見

た
鮫
島
君（
７
区
）が
、力
走
を
見

せ
る
も
、な
か
な
か
順
位
を
上
げ

せ
る
も
、な
か
な
か
順
位
を
上
げ

ら
れ
な
か
っ
た
。２
年
連
続
の
繰

ら
れ
な
か
っ
た
。２
年
連
続
の
繰

上
げ
ス
タ
ー
ト
が
心
配
さ
れ
る

上
げ
ス
タ
ー
ト
が
心
配
さ
れ
る

中
、９
区
・
廣
川
君
は
区
間
５
位
と

中
、９
区
・
廣
川
君
は
区
間
５
位
と

好
走
。鶴
見
中
継
所
で
は
、繰
上
げ

好
走
。鶴
見
中
継
所
で
は
、繰
上
げ

ス
タ
ー
ト
ま
で
残
り
１
分
を
切
っ

ス
タ
ー
ト
ま
で
残
り
１
分
を
切
っ

た
と
こ
ろ
で
、

た
と
こ
ろ
で
、1010
区
・
主
将
の
湯
川

区
・
主
将
の
湯
川

君
に
襷
を
つ
な
い
だ
。湯
川
君
は
、

君
に
襷
を
つ
な
い
だ
。湯
川
君
は
、

一
時
は
区
間
１
位
の
ペ
ー
ス
で
上

一
時
は
区
間
１
位
の
ペ
ー
ス
で
上

位
を
猛
追
。順
位
を
５
つ
上
げ
て

位
を
猛
追
。順
位
を
５
つ
上
げ
て

大
手
町
を
駆
け
抜
け
た
。

大
手
町
を
駆
け
抜
け
た
。

　

大
会
終
了
後
、
大
手
町
フ
ァ
ー

　

大
会
終
了
後
、
大
手
町
フ
ァ
ー

ス
ト
ス
ク
エ
ア
Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｔ
前
で
応

ス
ト
ス
ク
エ
ア
Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｔ
前
で
応

援
者
へ
の
結
果
報
告
が
行
わ
れ

援
者
へ
の
結
果
報
告
が
行
わ
れ

た
。
前
田
監
督
は
、
廣
川
君
、
湯

た
。
前
田
監
督
は
、
廣
川
君
、
湯

川
君
の
好
走
を
「
魂
の
走
り
だ
っ

川
君
の
好
走
を
「
魂
の
走
り
だ
っ

た
」
と
語
り
「
来
年
は
シ
ー
ド
を

た
」
と
語
り
「
来
年
は
シ
ー
ド
を

取
り
た
い
」
と
決
意
を
語
っ
た
。

取
り
た
い
」
と
決
意
を
語
っ
た
。

主
将
の
湯
川
君
は
、「
国
学
院
大

主
将
の
湯
川
君
は
、「
国
学
院
大

学
ら
し
い
走
り
を
し
た
か
っ
た
。

学
ら
し
い
走
り
を
し
た
か
っ
た
。

悔
し
い
思
い
は
シ
ー
ド
権
獲
得
と

悔
し
い
思
い
は
シ
ー
ド
権
獲
得
と

い
う
形
で
、
後
輩
た
ち
が
引
き
継

い
う
形
で
、
後
輩
た
ち
が
引
き
継

い
で
く
れ
る
と
信
じ
て
い
る
」
と

い
で
く
れ
る
と
信
じ
て
い
る
」
と

振
り
返
っ
た
。

振
り
返
っ
た
。

　

今
回
の
同
部
の
成
績
は
、前
回

　

今
回
の
同
部
の
成
績
は
、前
回

大
会
に
比
べ
２
分
あ
ま
り
縮
め
て

大
会
に
比
べ
２
分
あ
ま
り
縮
め
て

い
る
が
、上
位
校
と
の
差
は
な
か

い
る
が
、上
位
校
と
の
差
は
な
か

な
か
詰
め
ら
れ
て
い
な
い
。次
の

な
か
詰
め
ら
れ
て
い
な
い
。次
の

出
場
は
、本
学
に
と
っ
て
節
目
の

出
場
は
、本
学
に
と
っ
て
節
目
の

1010
回
目
と
な
る
。今
大
会
に
向
け

回
目
と
な
る
。今
大
会
に
向
け

た
チ
ー
ム
の
ス
ロ
ー
ガ
ン「
原
点

た
チ
ー
ム
の
ス
ロ
ー
ガ
ン「
原
点

か
ら
の
挑
戦
」は
、い
ま
だ
道
半

か
ら
の
挑
戦
」は
、い
ま
だ
道
半

ば
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〈
往
路
〉
流
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作
れ
ず
下
位
に
低
迷

〈
復
路
〉
廣
川
・
湯
川
が「
魂
の
走
り
」

シード奪還へ道半ば

〈 総合成績 〉

４区吾妻君（小田原）

６区細森君（大平台）６区細森君（大平台）

９区廣川君（横浜駅前）９区廣川君（横浜駅前）

順位 大学名 記録

1 青山学院大学 10：49：27
2 駒 澤 大 学 11：00：17
3 東 洋 大 学 11：01：22
4 明 治 大 学 11：01：57
5 早 稲田大学 11：02：15
6 東 海 大 学 11：07：08
7 城 西 大 学 11：08：15
8 中央学院大学 11：09：18
9 山梨学院大学 11：10：43
10 大東文化大学 11：11：15
11 帝 京 大 学 11：13：30
12 順 天堂大学 11：13：32
13 日 本 大 学 11：17：59
14 国 学院大学 11：18：12
15 日本体育大学 11：18：24
16 拓 殖 大 学 11：18：24
17 神 奈川大学 11：18：47
18 上 武 大 学 11：18：53
19 中 央 大 学 11：20：51
20 創 価 大 学 11：31：40
参考
記録 関東学生連合チーム 11：19：12

〈 出場選手成績 〉

区間 氏名 学科
学年

区間
順位

往　

路

1 蜂須賀　源 健体２ 14
2 沖守　　怜 健体４ 17
3 塚本　一政 法　４ 20
4 吾妻　佑起 健体３ 8
5 大下　稔樹 経ネ３ 14

復　

路

6 細森　大輔 法　２ 14
7 鮫島紋二郎 健体４ 13
8 川副　智洋 初教４ 19
9 廣川　倖暉 神文３ 5
10 湯川　智史 経営４ 6
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平成27年１月10日（土曜日） 　　（８）國　學　院　大　學　学　報第631号
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